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架空配管で Ｈ Ｉ Ｖ Ｐ を 使用する には、 瑕疵検査時に水圧試験を 行い確認する こ と 。
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２

工 　 事 　 場 　 所

用 　 途 　 規　  制

準住居

第１ 種低層 第２ 種低層

商業近隣商業

工 　 事 　 名 　 称

契約工期によ る工 事 期 間 ・  限

そ の 他 の 規  制

第２ 種住居第１ 種住居第２ 種中高層第１ 種中高層

指定なし工業準工業

床　 面　 積　 ( m2)
構　 造 備　 考NO 名　 　 　 称 工　 　 種 延面積( m2)

概　 要　 説　 明

別　 途　 工　 事

（ 1. 3. 3）

（ 1. 3. 7）

（ 1. 3. 8）

（ 1. 1. 4）

（ 1. 1. 7）

（ 1. 1. 1）

保険等

種目 適用 項　  目 特　 　 　 記　 　 　 事　 　 　 項

・ サービ ス版　 　 ※キャ ビ ネ版 　 主と し て内観

　 主と し て外観

　 工事月報用

　 完了届提出用

　 必要に応じ 撮影する

・ サービ ス版

・ サービ ス版

・ サービ ス版

・ サービ ス版　 　 ※キャ ビ ネ版

　 状況によ り つなぎ写真・ サービ ス版

　 フ ァ イ ル形式を Ｊ Ｐ Ｅ Ｇ と し 、 Ｄ Ｖ Ｄ －Ｒ にて提出する こ と 。

２

１

２

２

２

２

撮影箇所 提出部数分類・ 規格 備　 　 　 考

フ ロ ン 回収等

不当介入の防止

軽微な変更

環境配慮

設計図の製本

バリ アフ リ ー

地元説明会

近隣家屋の調査

不法無線局の排除

施工体制点検

・ 材料調達の促進

市内下請

設計Ｇ Ｌ

定期提出

完成時

工事中

着工前

区　 分

　

材料の品質等

技能士

特別な材料の工法

材料等の保管

建築材料等

技術検査

各種検査合格書等

取扱説明書の作成

工事写真

完成時の提出図書
特　 　 　 記　 　 　 事　 　 　 項

現場代理人等

施工基準

適用基準等

技術管理

電気保安技術者

条件明示項目

工事実績情報の登録

( Ｃ Ｏ Ｒ Ｉ Ｎ Ｓ )

別契約の関連工事

安全対策

発生材の処理等

産業廃棄物の処理

官公署その他への届出

総括安全衛生管理義務者

1　 図面及び特記仕様書に記載さ れていない事項は、 全て国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「 公共建築工事標準仕様書( 機械設備工事編) ( 最新版) 」

　 ( 以下「 標仕」 と いう 。 ) 及び「 公共建築改修工事標準仕様書( 機械設備工事編) ( 最新版) 」 ( 以下「 改修標仕」 と いう 。 ) によ る 。 国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

　 「 機械設備工事監理指針( 最新版) 」 及び「 建築改修工事監理指針( 最新版) 」 を 参考と する 。

２ 　 特 記 仕 様

　 ( 1)  項目は番号に    印のついたも のを 適用する 。

　 ( 2)  特記事項は   ・  印のついたも のを 適用する 。

　 　 ・ 　 印のない場合は ※ 印のある も のを 適用する 。

　 　 ・ 　 印と  ※ 印のある 場合はと も に適用する 。

　 ( 3)  特記事項に記載の（ 　 ） 内表示番号は、 標仕の当該項目、 当該表、 当該図を 示す。

　 　 特記事項に記載の「 　 」 内表示番号は、 標仕の当該項目、 当該表、 当該図を 示す。

３ 　 施工に際し 、 施工手順書である 建築工事施工チェ ッ ク シート ( 最新版) に従い、 提出のこ と 。

　 なお、 変更時と 完成時の間が１ ０ 日に満たない場合は、 変更時の提出を 省略でき る も のと する 。

　 ( 3)  工事完成時　 　 　 　 　 工事完成後１ ０ 日以内

　 受注者は、 別途施工する 工事別の業者間で互いに連絡を 取り 、 定期的に協議を 行い、 工事施工上の調整を 図る こ と 。 また、 工事

　 　 期間) については、 主任技術者又は監理技術者の工事現場への専任を 要し ない。

　 喫煙等については、 一定の場所を 指定し 、 火元責任者を 配する こ と 。

　 受注者は、 過積載等の違法運行防止を 図る ため、 道路交通法を 遵守する 旨を 記載し た施工計画書を 提出する こ と 。

　 建設機械は、 国土交通省指定の低騒音型建設機械（ 標識を 見易い箇所に表示する こ と 。 ） を 使用する こ と 。

風致地区　 　 自然公園　 宅造規制区域　 市街化区域　 市街化調整区域　 法２ ２ 条指定区域 指定なし

施工図等の取り 扱い

し ゅ ん工写真

工業専用

（ 1. 4. 2）

（ 1. 5. 2）

（ 1. 4. 5）

（ 1. 4. 6）

（ 1. 4. 1）

材料の検査に伴う 試験

※ウォ ータ ーハン マ ー防止の為の措置を 講ずる こ と 他

１ 改修

1階

・ 本工事は、 工事請負契約書及び同約款を 遵守し 、 本特記仕様書を 含む図面、 標仕によ り 完全に施工する 。 上記相互間に相違のあ

・ 本図は、 工事の大要を 示すも のである ので、 詳細位置等については、 監督職員と 打合せの上、 その指示に従い、 入念に施工する

こ と 。

　 る 場合の優先順位は、 記載の順序と する 。

・ その他関係法規に基づき 安全に施工する こ と 。

・ 公共建築設備工事標準図( 機械設備工事編) ( 国土交通省大臣官房官庁営繕部設備・ 環境課監修　 最新版)

・ 工事写真の撮り 方( 建築設備編) 営繕工事写真撮影要領・ 同解説( 国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　 最新版)

・ 機械設備工事監理指針( 国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　 最新版)

・ 東近江市　 都市整備部　 施設建築課　 工事管理マニュ アル( 最新版)

　 本工事における 、 官公庁の各検査、 完了に係る 消防法等全ての法的検査は、 受注者にて行う も のと する 。 また、 その費用（ 手数

　 料と も ） は、 一切受注者負担と する 。 （ 1. 1. 3）

　 受注者は、 工事請負代金５ ０ ０ 万円以上の工事について、 工事実績情報サービ ス( Ｃ Ｏ Ｒ Ｉ Ｎ Ｓ ) 入力システムに基づき 、 「 工事

「 工事カ ルテ」 を 作成し 、 監督職員の確認を 受けた後に、 次に示す期間内に登録の手続き を 行う と と も に、 登録さ れる こ と を 証明

する 資料を 、 監督職員に提出する こ と 。 ただし 、 期間には、 土曜日・ 日曜日・ 国民の祝日に関する 法律に定める 国民の祝日等は含

まない。

　 ( 1)  工事受注時　 　 　 　 　 契約締結後１ ０ 日以内

　 ( 2)  工事内容の変更時　 　 変更契約締結後１ ０ 日以内

区分の取り 合いについて図示にて説明し 、 施工時に必要に応じ 協議を 行い連絡を 密にする こ と 。

１ 　 原則と し て、 現場代理人は他の工事と 重複し て従事する こ と はでき ない。 ただし 、 工事準備等を 含め工事現場が不稼動である

　 期間は常駐の必要はないが、 現場の保全を 行い、 緊急時の対応を 速やかにと れる 体制を 確保する こ と 。

２ 　 現場代理人は、 監督職員に受注者と の直接的な雇用関係の確認でき る も の（ 健康保険証の写し 等） を 「 現場代理人等届」 に添

　 付し なければなら ない。 また、 変更が生じ た場合は、 速やかに「 現場代理人等変更届」 を 提出し 、 確認を 受けなければなら ない。

３ 　 主任（ 監理） 技術者も 同様の確認を 受けなければなら ない。  

４ 　 現場代理人と 主任技術者又は監理技術者を 兼ねる こ と ができ る 。  

５ 　 主任技術者又は監理技術者の専任を 要し ない期間

  ( 1)  請負契約の締結後、 現場施工に着手する までの期間（ 現場事務所の設置、 資機材の搬入又は仮設工事等が開始さ れる までの

　 ( 2)  工事請負契約書（ 以下「 契約書」 と いう 。 ） の規定に基づく 完了し た旨の報告を 受け、 完了確認し た翌日から 契約期間満了

　 　 までの期間については、 主任技術者又は監理技術者の工事現場への専任を 要し ない。

　 受注者は、 建設業法に定める 専任の技術者の任命を 行い、 現場に派遣し 技術管理に当たら せる こ と 。 また、 建設工事公衆災害防

止対策要綱を 遵守する 。

　 工事現場に置く 電気保安技術者は、 電気事業法に基づく 電気主任技術者の職務を 補佐し 、 電気工作物の保安の業務を 行う も のと

する 。 　 　 ・ 要　 　 ・ 不要

※　 部分的な設計変更又は一部の追加工事などに関し て請負代金に増減が生じ た場合は、 受注者は、 施工に先立ち 工事費の増減

※　 材料、 工法等の変更によ り 建築基準法第６ 条第１ 項「 計画の変更に係る 確認」 の申請( 法第１ ８ 条第２ 項においての適用を 含

※　 工事車両の出入り については、 現場協議の上、 決定と し 、 安全管理員を 配置し て危険防止に努める こ と 。

※　 工事車両の出入り については、 速度制限を 遵守し 、 危険防止に努める こ と 。 また、 必要に応じ て交通整理員を 配置する と と も

（ 1. 3. 9）

　 を 精算し た内訳明細書を 提出し 、 監督職員の承諾を 受ける こ と 。

　 む。 ) 又は「 軽微な変更の届け」 の必要が生じ た場合は、 申請手数料も 含めて受注者の負担にて遅滞なく こ れを 行う こ と 。

　 に近隣家屋に騒音、 振動等公害発生のないよ う 留意し 、 工事全般に万全の対策を 講ずる こ と 。 また、 実施運営についても 担当者

　 と 協議を 行い、 支障のないよ う 努める こ と 。

・ 　 別添仮設計画図・ 配置図等によ り 示さ れた仮設計画を 参考に、 受注者にて構造、 施工方法について十分検討の上、 事前に協議

　 を 行い、 関係法令に従い安全堅固に設置する こ と 。

　 労働安全衛生法第３ ０ 条第２ 項の総括安全衛生管理義務者を 指名する こ と 。

　 ※構外搬出適切処理　 　 ・ 指定（ 　 　 　 　 　 ）

　 受注者は、 産業廃棄物を 適正に処理する に当たり 以下事項を 含め、 事前に監督職員に施工計画書を 提出し て承諾を 受ける こ と 。

１ 　 本工事に使用する 特定建設資材及び排出する 特定建設資材廃棄物については、 「 建設工事に係る 資材の再資源化等に関す

　 る 法律　 （ 建設リ サイ ク ル法） を 遵守し 、 分別解体及び再資源化を 実施する こ と 。

２ 　 「 資源の有効な利用の促進に関する 法律」 （ リ サイ ク ル法） 及び建設副産物適正処理推進要綱を 遵守し 、 建設副産物の発生

　 抑制及び再利用の促進に努める こ と 。 また、 再生資源利用〔 促進〕 計画書及び同実施所を 作成し 、 速やかに報告のこ と 。

３ 　 受注者は、 「 廃棄物の処理及び清掃に関する 法律」 を 遵守し 、 同法第１ ２ 条の３ によ る マニフ ェ スト システムによ り 的確に実施

　 する こ と 。

４ 　 施工計画書には、 契約者の写し 、 施工者の写し 、 搬出先までのルート 図、 運搬車のナン バープレ ート  一覧を 添付する こ と 。

　 （ 1） 品質及び性能に関する 試験データ が整備さ れて いる こ と 。

　 （ 2） 生産施設及び品質の管理が適切に行われて いる こ と 。

　 （ 3） 安定的な 供給が可能で ある こ と 。

　 （ 4） 法令等で 定める 許可、 認可、 認定、 免許等を 取得し て いる こ と 。

　 （ 6） 販売、 保守等の営業体制が整え ら れて いる こ と 。

　 （ 5） 製造又は施工の実績があり 、 そ の信頼性がある こ と 。

標仕に 記載さ れて いな い特別な 材料の工法に ついて は、 材料製造所の指定する 工法と する こ と 。

試験は、 原則と し て 公的試験場で 行う も のと し 、 そ の場所の決定に当た っ て は、 監督職員の承諾を 受ける こ と 。

　

工事写真の撮影要領は、 工事写真の撮り 方( 建築設備編) 営繕工事写真撮影要領・ 同解説( 国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

最新版) によ る 。 完成写真の撮影場所は、 監督職員の指示によ る 。 し ゅ ん工写真は、 アルバム製本にて提出する こ と 。

※図示　 　 　 ・ 現場にて指示

　 工事施工途中において、 適宜中間技術検査を 行う 。

※完成図( し ゅ ん工図) 提出部数　 ※４ 部　 　 ・ 　 　 部（ 訂正し た図面）

※施工計画書　 　 　 　 提出部数　 ※１ 部　 　 ・ 　 　 部

※施工図　 　 　 　 　 　 提出部数　 ※１ 部　 　 ・ 　 　 部 ( 指定サイ ズ及び電子媒体（ Ｃ Ｄ －Ｒ ） ）

※保全に関する 資料　 提出部数　 ※２ 部　 　 ・ 　 　 部

※東近江市の求める 部数と する 。

　 各種検査を 必要と する も の、 責任施工のも のは、 各合格書又は保証書及びその写し 各２ 部を 提出する こ と 。

　 なお、 責任施工のも のは、 受注者・ 施工下請業者・ 材料製造所の連名書と する こ と 。

　 し ゅ ん工引渡し 時に取扱説明書等必要書類を 必要部数作成し 、 フ ァ イ リ ン グし て提出する こ と 。

（ 部数、 詳細については、 監督職員の指示によ る 。 ）

　 工事管理写真はカ ラ ーと し 、 その内容が明確に判別でき る も のと する 。 デジタ ルカ メ ラ の総画素数は、 ２ ０ ０ 万画素以上、 記録

画素数は１ ２ ８ ０ ×９ ６ ０ 画素以上と する 。

市内下請業者・ 市内材料調達の促進について

１ 本市発注の建設工事等の施工に当たり 、 下請契約する 場合には、 でき る 限り 東近江市に本店を 有する 業者へ発注する よ う 努め

　 る こ と 。 その場合、 適正な価格で請け負わせ、 下請代金は適正な期間内に支払う こ と 等、 下請契約、 下請代金支払の適正化に努

　 める こ と 。

２ 工事施工に必要な建設用資材や建設機械を 購入又は借入れする 場合は、 極力地場調達する など、 施工に当たっ ての配慮を する

　 こ と 。

受注者は、 工事の内容に応じ た火災保険、 建設工事組立保険等を 工事目的物に付すと と も に、 第三者等への損害についても 補償

　 る 保険に加入する こ と 。

「 公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関する 法律」 に従い、 施工体制を 講じ る こ と 。

受注者は、 電波法を 遵守し 、 不法無線局を 搭載し た工事車両を 使用し ないも のと し 、 工事現場において、 不法無線局を 搭載し て

　 いる と 疑わし い車両を 発見し たと き は、 速やかに監督職員にその旨報告する こ と 。

受注者は、 施工に先立ち 地元自治会、 近隣住人等に工事施工内容の説明を 行う こ と 。

受注者は、 工事の着手前、 完了後に、 図示部分の近隣家屋・ 工作物等の調査を 実施し 、 工事の起因する 損傷等の有無を 確認する

こ と 。 万一、 損傷等が生じ た場合は受注者の責任において現状に復旧する こ と 。 また、 受注者自ら 必要と 思われる 図示以外の近隣

家屋工作物等についても 調査を 行う こ と 。

バリ アフ リ ー化に当たっ ては、 「 だれも が住みたく なる 福祉滋賀のまち づく り 条例」 を 遵守する こ と 。

工事着手前に製本を 作成し 、 監督職員に提出のこ と 。 　 指定サイ ズ（ Ａ 1又はＡ ３ ） 　 ４ 部

施工図等の著作権に係わる 当該建築物に限る 使用権は、 発注者に移譲する も のと する 。

使用電力、 燃料等の使用を 抑制し 、 効率的な施工計画を たて、 省エネ施工に努める こ と 。

設計図書に明記なく と も 機能上、 構造上当然必要と 認めら れる 軽微な変更及び追加工事においては、 請負金額の変更対象と し

　 ない。 また、 その費用( 手数料と も ) は、 一切受注者負担と する 。

東近江市の発注する 建設工事等における 暴力団員等によ る 不当介入の排除について

（ 「 不当介入に関する 通報制度」 の徹底について）   

１ 　 受注者は、 暴力団員等（ 暴力団の構成員、 暴力団関係者、 その他市発注工事等に対し て不当介入を し よ う と する 全ての者を い

　 う 。 ） によ る 不当介入（ 不当な要求又は業務の妨害) を 受けた場合は、 断固と し てこ れを 拒否する と と も に、 不当介入があっ た

　 時点で速やかに警察に通報を 行う と と も に、 捜査上必要な協力を 行う も のと する 。

２ 　 受注者は、 前項によ り 通報を 行っ た場合には、 速やかにその内容を 記載し た通報書（ 別記様式第１ 号） によ り 所轄警察署に届

　 け出る と と も に、 監督職員に報告する も のと する 。 また、 受注者は、 以上のこ と について下請請負人( 再委託の協力者を 含む。 )

　 に対し て、 十分に指導を 行う も のと する 。

３ 　 受注者は、 暴力団員等によ る 不当介入を 受けたこ と が明ら かになり 、 工程等に被害が生じ た場合は、 監督職員と 協議する も の

　 する 。

　 冷媒にフ ロ ン を 使用し ている 機器の撤去においては、 メ ーカ ー等によ り フ ロ ン ガスを 全量回収し 大気放出を し ない処理を 行う こ

　 と 。 施工は、 特定フ ロ ン を 使用し た材料・ 工法を 用いないこ と 。

 　 ・ 定例会で は、 前回議事の確認、 本回工事会議の確認、 指示事項、 そ の他質疑等、 次回打合せ日程の確認を 行う こ と 。 月１ 回総合

　  定例と し て 、 電気、 機械等の設計者を 交え て 会議を 行う こ と 。

　  ・ 工事関係書類等は、 書面にて 残すこ と 。 工事関係者は腕章を 付ける な ど し て 、 容易に区別で き る よ う にする こ と 。

 　 建築工事下請人報告書、 施工体制台帳等届出書( 施工体制台帳、 施工体系図) 再下請通知書について 金額にかかわら ず提出する こ と 。

 　 ・ 部分使用について は、 し ゅ ん工検査ま で に、 使用する 場合は、 検査員の検査を 行う 。 検査の指示に従い、 書類を 用意する こ と 。

　  ・ 質疑について は、 所定の様式で やり と り を 行う こ と 。

・ 屋外地中配管に おいて は、 埋設標示テ ープ 、 標示ピ ン 及び標示杭を 分岐・ 曲がり 箇所に設ける こ と 。 ( テ ープ は、 排水管を 除く 。 )

・ 地中配管において は、 配管の上下に保護砂を １ ０ ０ mm以上敷詰め、 埋め戻し は、 管の耐力の範囲内で 厚さ ３ ０ ０ mmご と にダ ン パー・ ラ ン マ ー等で 敷固める

　 も のと し 重機械を 用いて はな ら な い。

・ 地中埋設の鋼管類は、 防食処理を 行う こ と 。 ま た 、 コ ン ク リ ート 貫通箇所はプ ラ ス チ ッ ク テ ープ を 巻き 、 モ ルタ ル埋めと する こ と 。

・ 建物内埋設及びピ ッ ト 内の配管支持は、 全て ス ラ ブ よ り 、 ス テ ン レ ス 製吊金具( 棒鋼と も ) にて 吊り 支持と する こ と 。

・ コ ン ク リ ート 製の会所等と 、 硬質塩化ビ ニ ル管の接続部は、 砂付加工の工場製品を 使用し 、 漏水防止を 図る こ と 。

・ 弁枡・ 量水器枡内は、 玉砂利の敷詰めを 行う こ と 。

・ 配管に空気だ ま り のな いよ う に施工し 、 図示以外で 機能上必要と 思われる 箇所には、 空気弁を 取り 付ける こ と 。

・ ラ イ ニ ン グ鋼管は、 ねじ 加工を リ ン グゲージ で 確認後、 ラ イ ニ ン グ部を ス ク レ ーパーで 面取り し 、 鉄部を 露出さ せな いこ と 。

・ シ ール材( シ ールテ ープ は使用し な い) は、 おねじ に塗布し 、 パイ プ レ ン チ で 適切に締め付ける こ と 。

・ 既設建物はつり 、 穴開け等に関し て は、 ダ イ ヤモ ン ド カ ッ タ ーを 使用する も のと し 、 事前に簡易配筋検査を 行う こ と 。

・ 本工事にて 取り 付ける 機器の結線調整は、 全て 本工事と する 。

・ 施工に際し 、 既設内容、 取合いを よ く 調整し て 、 既存設備の機能を 低下さ せて はな ら な い。

・ 防火、 防炎ダ ン パー類は、 国土交通大臣が認めた も の及び同認定を 受けた も のを 使用する こ と 。

・ 防火区画貫通に 関し て は、 関係諸法規に基づき 完全に 施工し 全施工箇所の写真を 撮影する こ と 。

・ 　 機械設備工事で 建築工事を 含む場合には、 建築工事に 準ずる 。

・ 　 機械設備工事で 電気設備を 含む場合には、 電気設備工事に準ずる 。

・ 　 機械の据付、 配管支持について は、 地耐力を 考慮し 、 「 建築設備耐震設計施工指針」 を 参照と する こ と 。

・ 屋外、 暗渠等の多湿場所における 給水ピ ッ ト 内は、 ポリ エ チ レ ン フ ォ ームにて 保温する こ と 。

・ 上記以外の給水管、 排水管及び冷水管は、 (  ・  グラ ス ウール　 ・ ポリ ス テ レ ン フ ォ ーム) にて 保温する こ と 。

・ 屋内露出配管は、 カ ラ ー鉄板仕上げと する こ と 。

・ 屋外及び厨房内の保温仕上げは、 ( ・ ス テ ン レ ス 　 ・  カ ラ ー鉄板) と する こ と 。

・ 床排水目皿のわんト ラ ッ プ は、 樹脂製と する こ と 。

・  全て のバルブ に は、 系統及び口径を 記入し た 札を 取り 付ける こ と 。

・ ア ス フ ァ ルト 切断復旧及びコ ン ク リ ート 切断復旧する 際は、 既設舗装仕様に準じ る 。

・ 保温付被覆鋼管を 支持する 場合は、 保温材保護のた め、 断熱粘着テ ープ ２ 回巻き を し た 上に支持バン ド 等で 固定と する こ と 。

・ 屋外及び屋内露出と な る 配管には、 指定色にて 塗装工事を 行う 。

・  本工事に必要な 仮設電気、 ガ ス 、 水道等の引込工事費、 負担金、 基本料金、 使用料金等は、 引渡し 日ま で 、 原則と し て 受注者の負担と する 。

・ 有価材の処分に ついて は、 監督職員と 協議を 行い、 適切に処分する こ と 。

・  各リ ス ト の数量は、 平面図等から 数量を 再確認する こ と 。

・  本工事の施工について は、 次に示す①から ⑨の法令・ 規則に基づき 確実に施工する こ と 。

　 ①水道法施工令第５ 条

　 ②建築基準法施工令第１ ２ ９ 条の２ の５ 項及び関係告示

　 ③液化石油ガ ス の保安の確実及び取引の適正化に関する 法律第３ ８ 条の２

　 ④下水道法１ ０ 条、 下水道法施工令８ 条（ 排水設備の設備及び構造の技術上の基準）

　 ⑤Ｈ １ ２ 告示１ ３ ８ ８ 号（ 設備の構造強度）

　 ⑥Ｓ ５ ０ 告示１ ５ ９ ７ 号（ 給水、 排水配管設備）

　 ⑦Ｓ ４ ８ 告示２ ５ ６ ３ 号（ 防火設備の構造方法）

　 ⑧Ｈ １ ２ 告示１ ３ ９ ０ 号（ 飲料水配管設備）

　 ⑨ガ ス 事業法第４ ０ の４ の規定

・  建築物に設ける 給水・ 排水そ の他の配管設備は、 次に 示す①から ④項目に準ずる 。

　 ①風圧、 土圧及び水圧並びに地震そ の他の震動及び衝撃に対し て 安全上支障のな い構造と する こ と 。

　 ②建築物の部分を 貫通し て 配管する 場合において は、 当該貫通部分に配管ス リ ーブ を 設ける 等、 有効な 管の損傷防止のた めの措置を 講ずる こ と 。

　 ④管を 支持し 、 又は固定する 場合において は、 吊金物又は防振ゴ ムを 用いる 等有効な 地震、 そ の他の震動、 衝撃の緩和のた めの措置を 講ずる こ と 。

・  凍結( 屋外等) のおそ れがある 箇所について は、 保温を 行う か水抜き 配管を 行う こ と 。

・  建物断水の伴う 工事について は、 施設管理者及び監督職員と 十分に協議する こ と 。

・  轄消防署と 十分協議の上、 法的に支障のな いよ う 施工を 行う こ と 。
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給水方式

配管材料

保温工事

水圧試験

継手、 弁等

水質試験

そ の他

工事範囲及び説明

工事範囲及び説明

そ の他

引込工事

負担金等

量水器

受水タ ン ク

高置タ ン ク

揚水ポン プ

給水ポン プ

配管材料

継手・ 弁等

保温工事

本工事は農業集落排水施設改修に伴う 給水設備の改修を 行う 。

工事範囲及び説明

衛生器具

そ の他

そ の他

保温工事

試験

排水方式

配管材料

工事範囲及び説明

負担金等

ガ ス 計量器

配管材料

試験

ガ ス の種別

そ の他

工事範囲及び説明

工事範囲及び説明

方式

消火水槽

消火充水槽

消火ポン プ

消火栓箱

配管材料

※配管用炭素鋼鋼管（ 白）

※配管用炭素鋼鋼管（ 白）

保温

そ の他

※ビ ニ ル被覆鋼管（ Ｖ Ｓ ） ・ ポリ エ チ レ ン 外面被覆鋼管（ Ｐ Ｓ ）

・ 水道用亜鉛メ ッ キ銅管（ Ｓ Ｇ Ｐ Ｗ）

・ ポリ エ チ レ ン 外面被覆鋼管（ Ｐ Ｓ ）

・ 圧力配管用炭素鋼鋼管（ Ｓ Ｔ Ｐ Ｇ ）

※ビ ニ ル被覆鋼管（ Ｖ Ｓ ）

熱源

配管材料

保温工事

そ の他

煙導材料

本工事は農業集落排水施設改修に伴う 排水設備の撤去を 行う 。

本工事は農業集落排水施設改修に伴う 衛生器具設備の撤去を 行う 。

本工事は下記の事項に従っ て 給水栓等に至る ま で の配管、 機器及び器具取付工事の一切を 施工する 。

既設量水器の移設を 行う 。

・ 要　 ・ 不要

・ 要　 ・ 不要

・ 貸与　 ・ 本工事

（ 　 　 　 　 　 ） 製、 容量（ 有効　 　 　 ） ｍ3、 耐震（ ０ ． ６ ・ １ ． ０ ・ １ ． ５ ） Ｇ

（ 　 　 　 　 　 ） 製、 容量（ 有効　 　 　 ） ｍ3、 耐震（ １ ． ０ ・ １ ． ５ ・ ２ ． ０ ） Ｇ

口径( 　 　 　 ) mm　 ( 　 　 　 ) ｍ　 ( 　 　 　 ) ｋ Ｗ

口径( 　 　 　 ) mm　 ( 　 　 　 ) ｍ　 ( 　 　 　 ) ｋ Ｗ

屋外配管： ・ 硬質塩化ビ ニ ル管　 Ｈ Ｉ Ｖ Ｐ ・ Ｖ Ｐ 　 ・ ビ ニ ルラ イ ニ ン グ鋼管 Ｖ Ｄ

　 　 　 　 　 ・ ポリ 粉体ラ イ ニ ン グ鋼管 Ｐ Ｄ

屋内配管： ・ ビ ニ ルラ イ ニ ン グ鋼管 Ｖ Ａ 　 ・ 硬質塩化ビ ニ ル管　 Ｈ Ｉ Ｖ Ａ ・ Ｖ Ｐ

施工は、 標準図によ る 。

給水工事そ の他について は、 条例によ り 安全に施工する こ と 。

配　 管　 等

・ 　 　 　 　 　 　 　 ・ 　 　 　 　 　 　 ・ 　 　 　 　 　

※直圧式　 　 ・ 加圧式　 　 ・ 重力式

屋外埋設配管　 　 ※耐衝撃性硬質塩化ビ ニ ル管（ Ｈ Ｉ Ｖ Ｐ ） 　 ・ ビ ニ ルラ イ ニ ン グ鋼管（ Ｖ Ｄ ）

屋外架空配管　 　 ※耐衝撃性硬質塩化ビ ニ ル管（ Ｈ Ｉ Ｖ Ｐ ） 　 ・ ビ ニ ルラ イ ニ ン グ鋼管（ Ｖ Ａ ）

屋内埋設配管　 　 ※耐衝撃性硬質塩化ビ ニ ル管（ Ｈ Ｉ Ｖ Ｐ ） 　 ・ ビ ニ ルラ イ ニ ン グ鋼管（ Ｖ Ｄ ）

屋内架空配管　 　 ※耐衝撃性硬質塩化ビ ニ ル管（ Ｈ Ｉ Ｖ Ｐ ） 　 ・ ビ ニ ルラ イ ニ ン グ鋼管（ Ｖ Ａ ） 　 ・ 架橋ポリ エ チ レ ン 管

（ 架空配管のＨ Ｉ Ｖ Ｐ は、 Φ４ ０ 以下・ ピ ッ ト 内・ 及び２ Ｆ 以下の範囲と する 。 ）

施工は、 標準図及び標仕によ る 。

水圧試験を 行い漏水のな いよ う にする こ と 。

ラ イ ニ ン グ鋼管には、 管端防食継手( 埋設部は、 外面樹脂被覆型) 、 管端防食型弁、 ラ イ ニ ン グ弁を 使用する こ と 。

鋼管に使用する ５ ０ Ａ 以下の弁は、 管底コ ア 付弁、 ６ ５ Ａ 以上は、 ラ イ ニ ン グ弁と する こ と 。

 
排
 
水
 
通
 
気
 
設
 
備

〇単独式、 合流式、 屋内分流屋外合流式

屋外埋設配管　 　 　 　 ※硬質塩化ビ ニ ル管（ Ｖ Ｕ ） 　 　 　 ・ 硬質塩化ビ ニ ル管（ Ｖ Ｐ ）

屋外架空配管　 　 　 　 ※硬質塩化ビ ニ ル管（ Ｖ Ｐ ） 　 　 　 ・ 硬質塩化ビ ニ ル管（ Ｖ Ｕ ） 　 　 　 　

屋内埋設配管　 　 　 　 ※硬質塩化ビ ニ ル管（ Ｖ Ｐ ） 　 　 　 ・ 耐熱塩化ビ ニ ル管（ Ｈ Ｔ ）

屋内架空配管　 　 　 　 ※硬質塩化ビ ニ ル管（ Ｖ Ｐ ） 　 　 　 ・ 耐熱塩化ビ ニ ル管（ Ｈ Ｔ ）

区画貫通部　 　 　 　 　 ・ 耐火二層管　 　       　         ・ 防火区画用硬質塩化ビ ニ ル管（ Ｖ Ｐ ）

満水試験及び通水試験を 行い漏水のな いよ う にする こ と 。

施工は、 標準図及び標仕によ る 。

曲がり 部は、 で き る 限り 大曲がり エ ルボを 使用し 、 排水の流通を 良く する こ と 。

３ 階以上の建物に関する 排水管には、 各階毎に満水試験継手で 設ける こ と 。

居室の天井、 壁を 通る 排水管で 排水音の発生する おそ れのある 箇所に は、 防音シ ート 巻き を 施すこ と 。

器具リ ス ト によ る 。

・ 水栓類は、 節水コ マ 付き 、 フ ラ ッ シ ュ バルブ は、 節水型と する こ と 。

・ 管末屋外水栓は、 凍結防止水栓( 自動不凍コ マ 付き ) と する こ と 。

・ 大形鏡の裏には、 ク ッ シ ョ ン 材を 入れ、 割れ防止を 行う こ と 。

・ フ ラ ッ シ ュ バルブ の取付けは、 事前に水圧を 測定し ( 水圧が低い場合には、 低圧用フ ラ ッ シ ュ バルブ に変更) 現状水圧に

　 適し た 器具を 選定する こ と 。

本工事は下記の事項に従っ て 、 配管・ 機器及び器具取付工事の一切を 施工する 。

・ 要　 ・ 不要

・ 貸与　 ・ 本工事

屋外埋設配管

屋外架空配管

屋内埋設配管　 　 　 　 ※ガ ス 用ポリ エ チ レ ン 管（ Ｐ Ｅ ） 　 　 　 ・ ポリ エ チ レ ン 被覆鋼管（ Ｐ Ｌ Ｓ ）

屋内架空配管

気密試験後、 点火試験を 行い、 燃焼の確認、 機器調整を 行う こ と 。

・ 都市ガ ス （ １ ３ Ａ ） 　 　 　 ・ プ ロ パン ガ ス 　 　 　 ・ そ の他( 　 　 　 )

埋設で 合成樹脂被覆鋼管の接続は、 合成樹脂被覆メ カ 継手、 サービ ス コ ッ ク は、 合成樹脂皮膜ボールバルブ と する こ と 。

配管用炭素鋼鋼管の支持は、 絶縁材付を 使用する こ と 。

配管用炭素鋼鋼管で ５ ０ Ａ 以下は、 ネジ 接合と し 、 ８ ０ Ａ 以上は、 溶接接合と する こ と 。

液化石油ガ ス 法、 ガ ス 事業法、 高圧ガ ス 取締法及びガ ス 機器放置基準に基づいて 施工を 行う こ と 。

※ガ ス 用ポリ エ チ レ ン 管（ Ｐ Ｅ ） 　 　 ・ ポリ エ チ レ ン 被覆鋼管（ Ｐ Ｌ Ｓ ）

※配管用炭素鋼鋼管 ( 白)

※配管用炭素鋼鋼管 ( 白) 　 　 ・ フ レ キ管（ Ｓ Ｕ Ｓ ）

本工事は下記の事項に従っ て 、 配管・ 機器及び器具取付工事の一切を 施工する 。

既設地下式消火栓の移設を 行う 。

・ 水噴霧消火　 ・ 泡消火　 　 ・ 屋外消火　 ・ 屋内消火栓

・ 連結送水管　 ・ 連結散水　 ・ 消火器　 　 ・ 炭酸ガ ス 　 ・ ス プ リ ン ク ラ ー

（ 　 　 　 　 ） 製、 容量（ 有効　 　 　 ） ｍ3、 （ 専用・ 受水槽兼用）

（ 　 　 　 　 ） 製、 容量（ 有効　 　 　 ） ｍ3

口径( 　 　 　 ) mm　 　 　 ( 　 　 　 ) ｍ　 　 　 ( 　 　 　 ) ｋ Ｗ

消火栓箱参考図によ る 。

屋外埋設配管

屋外架空配管

屋内埋設配管

屋内架空配管

屋外露出配管は、 保温する こ と 。

所轄消防署と 十分協議の上、 安全に施工を 行う 。

工事範囲及び説明

方式

給湯ボイ ラ ー

本工事は下記の事項に従っ て 、 配管・ 機器及び器具取付工事の一切を 施工する 。

・ 個別方式　 ・ 中央方式　 ・ 中央個別方式

・ ガ ス 湯沸器( 瞬間式) 　 ・ 電気温水器( 貯湯式) 　 ・ 温水発生器

・ 石油湯沸器( 瞬間式) 　 ・ 電気温水器( 瞬間式) 　 ・ 温水ボイ ラ

・ Ａ 重油　 ・ 灯油　 ・ プ ロ パン ガ ス 　 ・ 都市ガ ス （ １ ３ Ａ ） 　 ・ 電気

・ 被覆鋼管　 　 ・ ス テ ン レ ス 鋼管（ Ｓ Ｕ Ｓ ） ・ 耐熱ビ ニ ルラ イ ニ ン グ 鋼管（ Ｈ Ｔ Ｖ Ｄ ） 　 　 ※金属強化ポリ エ チ レ ン 管

・ 保温付き 被覆銅管（ 保温厚１ ４ mm以上） 　 ・ ポリ ブ テ ン 管　 　 ・ 架橋ポリ エ チ レ ン 管

・ 耐熱ビ ニ ルラ イ ニ ン グ鋼管（ Ｈ Ｔ Ｌ Ｐ ）

・ 鋼板製　 　 ・ 亜鉛鉄板製　 　 ・ ス テ ン レ ス 製

施工は、 標準図によ る 。

ガ ス 湯沸器及び電気温水器の接地工事( 本体から 接地付電源〔 電気工事〕 ま で の配線) は、 本工事で 行う 。

適用工事種別 技能検定作業

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

建設業退職金共済制度 建設業退職金共済制度に加入し 、 そ の掛金収納書の写し を 監督職員へ提出する こ と 。

ま た 、 「 建設業退職金共済制度適用事業主工事現場」 の標識を 建設現場に掲示する こ と 。

Ｔ Ｅ Ｌ 　 　 ０ ７ ４ ８ -２ ３ -５ ３ ３ ０
Ｆ Ａ Ｘ     ０ ７ ４ ８ -２ ４ -５ ３ ３ ０

瑞晃建築事務所

東近江市平松町829番地

市立湖東ひばり 幼児園 鉄骨造 3, 922. 23 3, 922. 23

市立湖東ひばり 幼児園部分改修工事（ 機械・ 電気設備工事）

本工事は、 市立湖東ひばり 幼児園部分改修工事に伴う 機械設備工事一切を 行う 。

本工事に使用する 材料は、 設計図書に定める 所要の品質及び性能を 有する も のと し 、 Ｊ Ｉ Ｓ 又はＪ Ａ Ｓ のマ ーク 表示のな い

材料及びそ の製造者は、 次の（ 1） から （ 6） の事項を 満た すも のと する 。

な お、 こ れら の材料を 使用する 場合は、 設計図書に定める 品質、 性能を 有する こ と の証明と な る 資料又は外部機関（ ( 社) 公共

　 建築協会等） が発行する 「 建築材料・ 設備機材等品質性能評価事業」 の評価書等の写し を 、 監督職員に提出し て 承諾を

受ける も のと する 。 た だ し 、 あら かじ め監督職員の承諾を 受けた 場合は、 こ の限り で はな い。 ま た 、 備考欄に商品名が記

載さ れた 材料は、 当該同等以上の品（ 以降、 同等品と 記す。 ） を 使用する も のと し 、 同等品を 使用する 場合は、 監督職員

の承諾を 受ける こ と 。

シ ン ナ ー等について は、 工事現場に放置する こ と な く 、 保管を 厳重に行い盗難を 防止する と と も に、 保管数量について も 、

作業前、 作業終了後の確認等確実な 管理を 行う も のと する 。

建築材料等は、 極力県内産品を 選定する こ と と し 、 製品等は、 特記さ れた も の又は同等品以上と する 。 た だ し 、 同等品以上

と する 場合は、 監督職員の承諾を 受ける 。

屋内で 使用する 各種塗料類、 接着剤類、 そ の他の材料のホ ルムア ルデヒ ド 放散量はＦ ☆☆☆☆と する 。 あわせて 、 そ の他

室内空気汚染（ 揮発性有機化合物） 対策と し て 、 そ の原因と な る 物質の含有量が低濃度で ある 材料を 選定する 。 （ 標仕を

する こ と 。 ） 更に、 環境配慮の視点から 、 グ リ －ン 購入法に基づく エ コ マ －ク 商品や建設リ サイ ク ル法によ り 再資源化

さ れた リ サイ ク ル製品、 材料の利用にも 努める こ と 。

（ 1. 7. 1から 3） （ 表1. 7. 1）

（ 1. 6. 2）

　 な お当該工事範囲において 、 既存配管等があっ た 場合は、 監督職員の指示によ り 、 本工事で 迂回等の工事を 行う こ と 。 ま た 、 撤去工事は、

　 特に既設配管の行先を 確認の上、 安全に処理する こ と 。

・  改修工事の際に新設し た 配管と 既設配管を 接続する 場合は、 バルブ を 取付け、 工事範囲を 明確にし て おく こ と 。 た だ し 、 消火配線のバルブ は、

　 工事完了後に全開にし ハン ド ルを 取り 外し て おく こ と 。 ( 所轄消防署と 協議のこ と 。 )

・ 　 建築設備（ 昇降機を 除く ） 建築設備の支持構造部及び緊結金物は、 腐食又は腐朽のおそ れがな いも のと する 。 支持構造部は、 建築物の構造体に

　 緊結する こ と 。

　 ③管の伸縮そ の他の変形によ り 当該管に損傷が生ずる おそ れがある 場合において は、 伸縮継手又は可と う 継手を 設ける 等有効な 損傷防止のた めの

　 措置を 講ずる こ と 。　 ・ 　 ５ 　 ・ 　 ９ 　 ・ 　 ３ ０

　 ・ 　 ５ 　 ・ 　 ９ 　 ・ 　 １ ２

　 ・ 　 ３ 　 ・ 　 ６ 　 ・ 　 ９

　 ・   　 　 ・ 　 ５ 　 ・ 　 ７

　 ・ 　 　 　 ・ 　 １ ０ 　 ・ 　 ３ ０

飲適試験( ９ 項目+残留塩素) を 行う こ と 。 ( 　 1　 箇所)

市立湖東ひばり幼児園部分改修工事
（機械・電気設備工事）
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　本工事に使用する機器材料は、下記に指定する製造者のものを使用のこと。ただし、同等品を使用する場合には、建築課所定の様式により承諾を得て使用のこと。

使　用　機　材　製　造　者　指　定

11

10

９

８

12種目

13

14

特　　　記　　　事　　　項項　 目適用

排煙機

排煙方式

工事範囲及び説明

温度＜Ｄ Ｂ ＞ 湿度＜Ｒ Ｈ ＞ 温度＜Ｄ Ｂ ＞ 湿度＜Ｒ Ｈ ＞

％

％

％

％

℃

℃

℃

℃

屋　 内屋　 外

冬　 期

夏　 期

時　 期

場　 所

機　 材　 名適用

弁き ょ う 及び蓋

Ｔ Ｏ Ｚ Ｅ Ｎ倉敷化工

日本サーモエナー

三菱電線

ミ ウラ 化学装置

パナソ ニッ ク 電工

パナソ ニッ クジョ ン ソ ン

マッ ク ス

成　 　 研三進ろ 過

Ａ 　 Ａ 　 Ｎ

アズビ ル

Ｌ Ｉ Ｘ Ｉ Ｌ前澤化成工業ニッ コ ーダイ ワ化成ク ボタ

矢崎総業富士工器伊藤工業

ホーコ ス福西鋳物長谷川鋳工所ダイ ト レ下田エコ テッ ク

ホーコ ス福西鋳物長谷川鋳工所ダイ ト レ小島製作所

前澤化成工業積水化学工業タ キロ ンアロ ン 化成

ろ 　 過　 器

床暖房設備

自動制御機器

浄　 　 化　 　 槽

ガス器具類

グリ ース阻集器

小口径枡

ホーコ ス福西鋳物長谷川鋳工所ダイ ト レ小島製作所排　 水　 金　 具

ホーコ ス前澤化成工業タ キロ ン三栄水栓製作所カ ク ダイ水　 栓　 柱

横井製作所初田製作所北浦製作所立売堀製作所消火機器

森松工業三菱樹脂ホーコ スベルテク ノ島倉鉄工所膨張水槽・ 消火充水槽

森松工業三菱樹脂ホーコ スベルテク ノ受水槽・ 貯湯槽

Ｌ Ｉ Ｘ Ｉ Ｌ日本イ ト ミ ッ クＴ Ｏ Ｔ Ｏ電気温水器

リ ン ナイパロ マパーパスノ ーリ ツ大阪ガスガス湯沸器

Ｌ Ｉ Ｘ Ｉ ＬＴ Ｏ Ｔ Ｏ衛生器類

ダイ リ ツ空研工業協立エアテッ ク吹出口類・ ダン パー類

ユニッ ク ス三菱電機パナソ ニッ ク日　 　 立東芝キャ リ アベン ド キャ ッ プ

三菱電機パナソ ニッ ク日　 　 立東芝キャ リ ア換　 気　 扇

三菱電機パナソ ニッ クテラ ル荏原製作所送　 風　 機

三菱電機パナソ ニッ ク東芝キャ リ アダイ キン 工業全　 熱　 交　 換　 機

日　 　 立テラ ル荏原製作所 川本製作所ポ　 　 ン 　 　 プ

東芝キャ リ アダイ キン 工業新晃工業昭和鉄工木村工業フ ァ ン コ イ ル

ヤン マー三菱重工パナソ ニッ クダイ キン 工業アイ シン 精機Ｇ 　 　 Ｈ 　 　 Ｐ

三菱電機パナソ ニッ ク日　 　 立東芝キャ リ アダイ キン 工業Ｅ 　 　 Ｈ 　 　 Ｐ

矢崎総業三菱樹脂日　 　 立空研工業荏原冷熱システム冷　 　 却　 　 塔

矢崎総業日　 　 　 立パナソ ニッ ク川重冷熱工業荏原製作所冷　 　 凍　 　 機

三浦工業ヒ ラ カ ワ巴　 商　 会川重冷熱工業温水発生機

東洋計器アズビ ル金門愛知時計電機量　 水　 器

内外ゴム東洋ゴム化工品ゼン シン

ヨ シタ ケ本山製作所フ シマント ーフ レ

弁　 　 　 　 　 類

コ ン ク リ ート 管

ポリ ブデン 管

架橋ポリ エチレ ン 管

ポリ エチレ ン 管

ビ 　 ニ　 ル　 管

被　 覆　 銅　 管

銅　 　 　 　 　 　 管

鉛　 　 　 　 　 　 管

鋳　 　 鉄　 　 管

ステン レ ス鋼管

外面被覆鋼管

ポリ 粉体鋼管

コ ーティ ン グ鋼管

排水用塩ビ ラ イ ニン グ鋼管

塩ビ ラ イ ニン グ鋼管

鋼　 　 　 　 　 　 管

東洋ｴﾝﾀ ﾌーﾟ ﾗｲｽ

　
プー

ル
循
環
濾
過
設
備

◆ 図 面 名 ◆

最新日

製 図
◆ 縮 尺 ◆◆ 工 事 名 称 ◆

8回目H○.○.○

7回目H○.○.○

6回目H○.○.○

5回目H○.○.○

4回目H○.○.○

3回目H○.○.○

2回目H○.○.○

1回目H○.○.○◆ 備 考 ◆ ◆ 設 計 事 務 所 ◆

東 近 江 市 役 所

◆　発　注　者　◆
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 　． 　． 　．

 　． 　． 　．

 　． 　． 　．

 　． 　． 　．

 　． 　． 　．

◆ 図 面 番 号 ◆

Ｍ-２
機械工事特記仕様書（ 2）

確 認 者 確 認 者 図 作 者 図 作 者

　
暖
 
房
 
設
 
備
 
・
 
空
 
気
 
調
 
和
 
設
 
備

工事範囲及び説明

送風機

ダク ト

ダク ト の工法

厨房用ﾌ ﾄーﾞ の材質

外壁用ﾌ ﾄーﾞ の材質

その他

外壁用ﾌ ﾄーﾞ の塗装色

床暖房

中央監視

自動制御

保温保冷

放熱器

ダク ト の工法

ダク ト 材料

配管材料

空気調和機

熱源機器

熱源

方式

その他

処理水質

容量

処理方式

構造

配管材料

工事範囲及び説明

その他

油の種類

本工事は農業集落排水施設改修に伴う 換気設備の改修を 行う 。

・ 全熱交換ユニッ ト 　 ・ パイ プフ ァ ン 　 ・ エアーカ ーテン 　 ・ 中間ダク ト フ ァ ン

・ 塩化ビ ニル管（ Ｖ Ｕ ） 　 ・ 亜鉛引鉄板製スパイ ラ ルダク ト 　 ・ 保温付き フ レ キシブルダク ト

・ アン グル工法　 ・ コ ーナーボルト 工法

・ 亜鉛引鉄板　 ・ ステン レ ス

・ アルミ 　 　 　 ・ ステン レ ス

・ メ ーカ ー標準色　 ・ 指定色焼付

・ 厨房用における 排気フ ード 及び排気ダク ト の仕様は、 火災防火条例に基づく 。

・ 送風機据付については、 防音、 防振に注意し て施工する 。

・ シッ ク ハウス用換気機器のスイ ッ チには、 「 ２ ４ 時間換気」 である 旨の表示を 行う 。

　 表示機器は、 全ての居室と する 。 詳細は、 監督職員と の協議によ る 。

・ 下記のダク ト には、 防露工事を 行う 。

　 ①全熱交換ユニッ ト における 本体から 外壁までの排気ダク ト 及び全ての給気ダク ト

　 ②排気ダク ト における 外壁から １ ｍ部分

　 ③給気ダク ト

　 ④ガラ リ ボッ ク ス

・ 　 天井埋込型換気扇　 ・ 　 換気扇　 ・ 　 有圧換気扇　 ・ 　 スト レ ート シロ ッ コ フ ァ ン 　 ・ 　 レ ン ジフ ード

・ 亜鉛引鉄板　 ・ ステン レ ス鋼版　 ・ グラ スウールダク ト 　 ・ サイ レ ン ト フ レ キダク ト 　 ・ 　 アルミ フ レ キダク ト

本工事は下記の事項に従っ て 機器の取付工事 及び 配管工事 の一切を 施工する 。工事範囲及び説明

設計温湿度条件

・ 空冷式チリ ン グユニッ ト 　 　 ・ 吸収式冷温水機　 　 ・ 空冷式蓄熱ユニッ ト

・ 温水ボイ ラ 　 　 ・ 温水発生機　 　 ・ ヒ ート ポン プチラ ー

・ フ ァ ン コ イ ルユニッ ト 　 　 ・ エアーハン ド リ ン グユニッ ト 　 　 ・ フ ァ ン コ ン ベク タ ー

・ 電気式ヒ ート ポン プエアコ ン <氷蓄熱>　 　 ・ コ ン ベク タ ー　 　 ・ 電気式ヒ ート ポン プエアコ ン 　 　 ・ ルームエアコ ン

・ 温風暖房機　 　 ・ ガス式ヒ ート ポン プエアコ ン 　 　 ・ 電気パネルヒ ータ ー　 　 ・ 灯油ヒ ート ポン プエアコ ン

冷温水管： 水道用亜鉛メ ッ キ鋼管、 耐熱性ビ ニルラ イ ニン グ鋼管

冷却水管： ビ ニルラ イ ニン グ鋼管 Ｖ Ａ 、 ポリ 粉体ラ イ ニン グ鋼管　 Ｐ Ａ 、 塩化ビ ニル管（ Ｈ Ｉ Ｖ Ａ ）

油配管 ： Ｓ Ｕ Ｓ ３ ０ ４ 溶接鋼管、 圧力配管用炭素鋼鋼管 ( 黒)

・ 亜鉛引鉄板　 　 ・ サイ レ ン ト フ レ キダク ト 　 　 ・ 亜鉛引鉄板製スパイ ラ ルダク ト

・ グラ スウールダク ト 　 　 ・ アルミ フ レ キダク ト 　 　 ・ ステン レ ス板　 　

・ アン グル工法　 　 　 ・ コ ーナーボルト 工法

フ ァ ン コ イ ルユニッ ト 、 フ ァ ン コ ン ベク タ 、 コ ン ベク タ 、 ベースボード ヒ ータ

施工は、 標準図（ 公共建築工事標準仕様書） によ る 。

本工事では、 次の制御を 行う 。

中央監視盤を 設け、 システムの集中運転監視を 行う 。

・ 温水式( 熱源： Ｌ Ｐ Ｇ ) 　 　 　 ・ 電気式

・ 軽油　 　 ・ 灯油　 　 ・ Ａ 重油

・ 地中埋設型　 　 　 　 　 容量：

・ 鋼板製ホームタ ン ク 　 容量：

・ 鋼板製一体型　 　 　 　 容量：

ｵｲﾙｻー ﾋﾞ ｽﾀﾝｸ

オイ ルタ ン ク

図中の冷媒配管サイ ズは、 参考と し 、 使用メ ーカ ーの基準によ り 施工する 。

空調室外機に機器記号及び系統名を 明示する 。

・ 　 個別方式　 　 ・ 中央方式　 　 ・ マルチ方式　 　 ・ 中央個別方式

・ 　 電気　 　 ・ 灯油　 　 ・ Ａ 重油　 　 ・ 都市ガス　 　 ・ プロ パン ガス

排水配管： 　 ・ 　 硬質塩化ビ ニル管 Ｖ Ｐ

冷媒配管： 脱酸銅管Ｌ 、 断熱材被覆銅管、 　 ・ 　 メ ーカ ー標準仕様書

屋内架空　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ 耐衝撃性硬質塩化ビ ニル管（ Ｈ Ｉ Ｖ Ｐ ） 　 ※ろ 過機器廻り 配管

地上式・ 地下式・ 半地下式 ( 　 　 　 ) 製

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ ビ ニルラ イ ニン グ鋼管（ Ｖ Ａ ） 　 　 　 　 　 ※プール廻り 配管

接触曝気式・ 長時間曝気式・ 　 　 　 　 　 　 式

Ｊ Ｉ Ｓ (        ) 人槽、 (        　  ) ｍ3／Ｄ Ａ Ｙ

Ｂ Ｏ Ｄ （ 　 　 ｐ ｐ ｍ） 、 Ｓ Ｓ （ 　 　 ｐ ｐ ｍ） 、 Ｎ （ 　 　 ｐ ｐ ｍ） 、 Ｐ （ 　 　 ｐ ｐ ｍ）

別紙特記仕様書によ る 。

Ａ 方式＝手動操作 → 排煙ダン パー → 自動起動盤 → 排煙機

Ｂ 方式＝煙感知器 → 中継器

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ↓

　 　 　 　 手動操作 → 排煙ダン パー → 自動起動盤 → 排煙機

ろ 過配管材料

ろ 過方式

工事範囲及び説明

ごみ処理配管：

：

：

配管材料

保温工事

工事範囲及び説明

注記事項

特記事項

機械室内ろ 過装置の入替え及びプ－ル本体の改修に伴う 循環配管、 初期初期給水配管、 オ－バ－フ ロ －配管

オ－バ－フ ロ －配管、 排水配管の改修工事を 行う 。

　 ・ 　 砂　 　 ・ 　 珪藻土　 　 ・ 　 カ ート リ ッ ジ

　 循環濾過配管（ 埋設） 　 　 ・ 　 耐衝撃性硬質塩化ビ ニル管（ Ｈ Ｉ Ｖ Ｐ ） 　 　

　 オ－バ－フ ロ －配管（ 埋設） 　 　 ・ 　 硬質塩化ビ ニル管（ Ｖ Ｐ ） 　 　

　 排水配管（ 埋設） 　 　 ・ 　 硬質塩化ビ ニル管（ Ｖ Ｐ ） 　 　

水圧、 気密試験 水圧、 気密試験を 行い漏水のないよ う にする 。

施工は、 標準図によ る 。

油圧配管

冷却水配管

エアー配管　 ：

ごみ処理設備、 エアー配管設備、 冷却水配管設備、 油圧配管設備

・ 本工事は、 排水処理施設改修に伴い、 機械設備機器、 配管類等の撤去及び処分一切を 行う 。工事範囲及び説明

・ 既設状況を 十分に調査、 把握し た上で施工に当たる こ と 。 また、 図示以外の機器で撤去、 移設が必要な物は、 監督

　 職員と 協議し 、 全て本工事にて処理する こ と 。

・ 本工事にて撤去し た機器、 配管等は、 関係法令に基づき 適正に処分する こ と 。

製　 　 造　 　 業　 　 者

日本工業規格( Ｊ Ｉ Ｓ 規格)

日本水道協会規格( Ｊ ＷＷＡ 規格) 、 日本水道鋼管協会規格( ＷＳ Ｐ 規格)

日本水道鋼管協会規格( ＷＳ Ｐ 規格)

日本水道鋼管協会規格( ＷＳ Ｐ 規格)

日本水道協会規格( Ｊ ＷＷＡ 規格) 、 日本水道鋼管協会規格( ＷＳ Ｐ 規格)

日本水道鋼管協会規格( ＷＳ Ｐ 規格)

日本工業規格( Ｊ Ｉ Ｓ 規格)

日本工業規格( Ｊ Ｉ Ｓ 規格) 、 日本水道協会規格( Ｊ ＷＷＡ 規格)

日本工業規格( Ｊ Ｉ Ｓ 規格)

( 社) 空気調和・ 衛生工学会規格( Ｓ Ｈ Ａ Ｓ Ｅ －Ｓ 規格)

日本工業規格( Ｊ Ｉ Ｓ 規格) 、 日本水道協会規格( Ｊ ＷＷＡ 規格)

日本工業規格( Ｊ Ｉ Ｓ 規格) 、 日本水道協会規格( Ｊ ＷＷＡ 規格)

日本工業規格( Ｊ Ｉ Ｓ 規格)

日本工業規格( Ｊ Ｉ Ｓ 規格)

日本工業規格( Ｊ Ｉ Ｓ 規格)

日本工業規格( Ｊ Ｉ Ｓ 規格)

日本工業規格( Ｊ Ｉ Ｓ 規格) 、 ( 社) 日本バルブ工業会規格( Ｊ Ｖ 規格)

瑞晃建築事務所
Ｔ Ｅ Ｌ 　 　 ０ ７ ４ ８ -２ ３ -５ ３ ３ ０
Ｆ Ａ Ｘ     ０ ７ ４ ８ -２ ４ -５ ３ ３ ０

市立湖東ひばり幼児園部分改修工事
（機械・電気設備工事）

フ レ シキブルジョ イ ン ト ( Ｓ Ｕ Ｓ )

フ レ シキブルジョ イ ン ト ( ゴム)

テク ノ フ レ ッ ク ス

積水アク アシステム

１

ア
ス
ベ
ス
ト
解
体
工
事

(解1.4.1)２

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　

(解1.4.1)３

備　　　　　考

事前説明４

システムによる報告５

届　出６

立　会７

石綿粉じん濃度測定 (解6.1.3)８

測定時期 測定場所 測定点数 備　　　　考

4

4

4

９
(解6.3.1-4)

10

箇所又は室名 使用箇所 参考数量 使用材料名 備　　考

・ (解6.3.2)

(解6.3.2)

処分方法 (解6.3.3)

(解6.4.1-4)11

箇所又は室名 使用箇所 参考数量 使用材料名 備　　考

(解6.3.2)

(解6.3.2)

・　グローブバッグを使用して除去

(解6.5.1-4)12

箇所又は室名 使用箇所 参考数量 使用材料名 備　　考

除去工法 ※　原形のまま手ばらし

・　常時湿潤化した状態で切断又は破砕

飛散抑制措置 ※　養生シート等 ・　 (解6.5.1)

除去後の処理 ※　埋立処分(ｴ)(b)① ・　中間処理(ｴ)(b)② (解6.5.3)

石綿含有仕上塗材の処理等 (解6.6.1-5)13

箇所又は室名 使用箇所 参考数量 使用材料名 備　　考

(解6.6.1)

・　中間処理(ｴ)(b)② (解6.5.3)

(解6.6.4)

14

工 事 仕 様 ・ 本特記仕様書によるほか、厚生労働省労働基準局安全衛生部化学物質対策課及び環境省水・大気環境局大気環境課がとりまとめ

た「建築物等の解体等に係る石綿ばく露防止及び石綿飛散防止対策徹底マニュアル」及び東近江市の「石綿含有建材等の除却等を

伴う解体工事の手引き」による。

事 前 調 査 ※　事前調査は建築物石綿含有建材調査者の資格を有すること。

調査範囲　　　※　本工事の対象となる範囲全て

貸与等　　　　・新築時設計図書　　　・石綿含有分析結果書　　　・その他（　　　　　　　　）

分析調査 ・本工事の除去等作業に伴い、石綿含有建材の有無を確認するため分析調査を行うこと。

箇所又は室名 使用箇所 調査対象材料

・石綿含有分析結果書

種別 調査、分析結果概要等

園児用便所 床 CFシート、接着剤、下地モルタル ・不検出

園児用便所 床、壁 タイル目地、下地モルタル ・不検出

園児用便所 天井 化粧石膏ボード ・不検出

木浴室 天井 ケイ酸カルシウム板 ・不検出

・　「解体等工事に係る事前調査説明書」により事前調査について説明を行うこと。

（「石綿含有建材の除去等を伴う解体工事の手引き」参照）

・　石綿事前調査結果報告システムにより事前調査結果を知事及び労働基準監督署に報告すること。

・　東近江環境事務所と協議の上、「特定粉じん排出等作業実施届出書」（２部）を作成し、監督職員に提出すること。

・　東近江労働基準監督署と協議の上、「建設工事計画書」を作成し、提出すること。

・　「特定粉じん排出等作業実施届出書」に伴う東近江環境事務所の現地審査に立会し、対応を行うこと。

・　不隔離空間全体からの石綿漏えい確認のための石綿濃度の測定を行うこと。

石綿除去作業場内
処理作業前

敷地の境界又は施工区域境界

石綿除去作業場内

セキュリティーゾーン入口
処理作業中

負圧徐じん装置の排出口

敷地の境界又は施工区域境界

石綿除去作業場内
処理作業後

敷地の境界又は施工区域境界

・　アスベスト粉じん濃度測定の時期等は、国道交通省大臣官房官庁営繕部監修「建築物解体工事共通仕様書・同解説（平成24年

版）」の解説6.1.3を参照すること。

・　環境省の「アスベストモニタリングマニュアル（第4.2版）」に定めた測定方法により実施すること。

管理責任者 ・　特別管理産業廃棄物管理責任者を選任すること。

石綿含有吹付け材 石綿含有吹付け材の処理等

除去工法 ※　飛散抑制剤等により湿潤化した後に除去

飛散抑制措置 ※　湿潤化 ・　固定化

※　埋立処分(a) ・　中間処理(b)

石綿含有保温材等 石綿含有保温材等の処理等

除去工法 ・　切断又は破砕して除去

※　原形のまま手ばらし

・　封じ込め工法

・　囲い込み工法

飛散抑制措置 ※　湿潤化 ・　

処分方法 ※　埋立処分(a) ・　中間処理(b)

石綿含有成形板等 石綿含有成形板等の処理等

石綿含有仕上塗材

除去工法 ・　高圧水洗工法

・　剥離剤を用いる工法

・　電気グラインダー等を使用する工法

・　ウォータークリーン工法

除去後の処理 ※　埋立処分(ｴ)(b)①

処分方法 ・　汚泥処理

報告書 ・　石綿含有建材の除去等作業、廃石綿等の処分後には、「石綿含有建材の除去等を伴う解体等工事の手引き」に基づき作業記録

報告書（１部）を作成し、提出すること。

・　「特定粉じん排出等作業完了報告書」（２部）を作成し、監督職員に提出すること。

・　「作業完了報告書」を作成し、東近江労働基準監督署に提出すること。
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◆　発　注　者　◆

◆ 図 面 番 号 ◆

◆ 工 事 名 称 ◆ ◆ 縮 尺 ◆◆ 設 計 事 務 所 ◆◆ 備 考 ◆ 図 作 者図 作 者確 認 者確 認 者

製 図

最新日 3回目H○.○.○

4回目H○.○.○

5回目H○.○.○

6回目H○.○.○

7回目H○.○.○

8回目H○.○.○

1回目H28.1.10

2回目H28.1.19

◆ 図 面 名 ◆

ＴＥＬ　　０７４８-２３-５３３０

ＦＡＸ    ０７４８-２４-５３３０

瑞晃建築事務所 東 近 江 市 役 所

工事区分表

別途 備　考建築 備　考別途建築工事項目 工事項目

７

６

５

４

３

２

１ ５６

５７

５８

５９

６０

６１

６２

６３

９

８

１０

補充水槽

下地補強は建築工事

１１

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

２０

２１

２２

２３

２４

２５

２６

２７

２８

２９

３０

３１

３２

３３

３６

３７

３４

３５

３８

３９

４０

４１

４２

４３

４４

４５

４６

４７

４８

４９

５０

５１

５２

５３

５４

５５

６４

６５

６６

６７

６８

６９

７０

７１

７２

７３

７４

７５

７６

７７

７８

７９

８０

８１

設備用の開口補強数量表

数　　　　　量 備　　　　　考

（　Ｈ：貫通内径　㎜　）

貫　通　内　径（φ）

数　　　　　量 備　　　　　考開　口　面　積（㎡）

（　Ａ：開口面積　㎡　）

数　　　　　量 備　　　　　考開　口　寸　法

数　　　　　量 備　　　　　考開　口　寸　法８２

８３

８４

８５

８６

８７

８８

８９

９０

９１

１　設備用躯体貫通補強筋及び開口補強筋

      ※貫通内径 １００φ未満の時は補強を必要としない。 

　(2) 壁開口補強筋

　(1) 梁貫通補強筋（貫通孔　Ｄ／３以下、梁巾－ ４００ 以下の場合、Ｄは梁せい） 

　※壁筋を切断しない場合は補強を必要としない。

２　設備用下地材開口補強　

　(1)　壁開口補強　軽量鉄骨壁下地、木軸等

　(2) 天井開口補強

　　　　　監督職員の指示により数量が増加するも工事金額内で処理する。

特記事項１　設備用の開口補強数量は、設計上の必要数量であり、施工上必要箇所と相違ある場合には、

以下の項目は○印部分を区分して施工する。ただし、図面その他に特記のあるものは、それに従う。

（フィルター：機械）

躯体貫通スリーブ及び箱入れ、穴埋め補修

設備用躯体貫通の補強筋及び開口部補強筋

地下消火水槽、蓄熱槽等の躯体内外防水仕上、マンホール、タラップ、連通管

点検口の製作取付け（床、壁、天井）

建物外壁に取付く給排気ガラリの製作取付け

建具ガラリの製作取付け

防火区画、防火上主要間仕切り貫通部処理

その他設備機器用基礎及び仕上げ

設備機器用既製品基礎・鉄骨架台基礎

設備機器取付けに伴うアンカーボルト取付け及び穴埋め補修

受水槽及びポンプ室付受水槽

高架水槽

ＬＰＧバルクタンク等ペーパーライザー

各種水槽の電極棒及び配管、配線工事

仝上電極座及び電極棒の調整

消火水槽

グリストラップ（補強工事とも）

既製品流し、ガス台、吊戸棚、水切り棚

ＩＨコンロ

電気温水機

既製品流しの排水金物

造り付流しの排水金物

洗面器、便所に取付の既製品防蝕鏡

洗面器、便所に取付の大型製作防蝕鏡

洗面化粧台及び鏡

便器、手洗い廻りの手摺

小便器自動洗浄用の側電源配管、配線工事

フードの製作取付け

防火戸、防煙、防火シャッターの一次側配管、配線

防火戸、防煙、防火シャッターの二次側配管、配線、開放装置、調整

仝上用の煙感知器連動装置、制御盤

穴開け、補強

吹出口、吸込口、照明器具、スピーカー等の埋込器具取付けのための

冷媒配管に共巻き

昇降機

昇降機の出入口三方枠カゴ内インターホン取付け及び二次側配管配線、制御盤

昇降機の一次側配管、配線工事

防犯用配管工事

仝上入線(電源送り)及び機器取付

フラッグポール

雨水排水の会所桝,排水管

ルーフドレン及び竪樋配管工事

汚水、雑排水の会所桝、排水管

消火器・消火器収納ボックス

電話機器

ＣＡＴＶ

テレビ共聴受信

エアコン用スリ－ブ

空調機電源供給工事（室内機・室外機）

空調機室内機から室外機間渡り配線工事

換気扇及び換気扇取付枠

天井扇、ダクト、ガラリ、ベントキャップ

天井扇、換気扇、サイクル扇のスイッチ取付け工事

湯沸器本体及び壁取付け用部材

給湯リモコン用配管、配線工事及びリモコン取付け

電動ブラインド・電動バトン・電動スクリーン取付け工事

電動ブラインド・電動バトン・電動スクリーン用配線工事（１次・２次）及びリモコン

ＥＶ工事における受電箱までの動力電源・照明電源・接地線の引込み及び

監理者によるものとする。

計画通知に係る手続は、

造付家具、備品の製作・設置

カーテン、カーテンボックス

サイン

コーナーカバー

プール

プールの給水・排水

床暖房の給湯器用のコンセント取付け

床暖房の二次側配管、配線、リモコン用配管、配線

ＦＦ式暖房器具の一次配管、配線

ＦＦ式暖房器具の二次配管、配線

ガス漏れ警報器の配管、配線、取付け

自家発電機の取付け

自家発電への配管、入線

シャワーユニットの一次側給水配管、給湯配管

シャワーユニットの給水配管、給湯配管の接続

シャワーユニットの一次側配管、配線

シャワーユニットの二次側配管、配線

仝上機器の取付け

しゅん工引渡しまでの工事用、調整用電気、水道、ガス等の基本料金、使用料

諸官庁等の検査、その他必要な検査の申請手続

機械設備機器の一次側、二次側の配線、接続

発電機の設置、試運転、調整

発電機の一次側、二次側の配線、接続

本工事に伴う各設備の引込負担金

ＥＶ工事における各階出入口の孔あけ工事

ＥＶ工事における各階乗場出入口周囲のモルタル詰め又はロックウール詰め工事

ＥＶ工事における乗場据付後の出入口廻りの壁・床及び建築物補修仕上工事

ＥＶ工事における屋上・開放廊下等直接外気と接する乗場における雨水よけ工事

ＥＶ工事におけるピット内防水及び埋め戻し工事

つなぎ込み工事

ＥＶ工事におけるインターホン・非常ベル、その他ＥＶに必要な配管配線設備

ＥＶ工事におけるピット点検用コンセント設備工事

設備機器・器具・配管・配線・ダクト用における吊りボルト及びインサート

テレビ・エアコン等のリサイクル料

取付け

ＥＶ工事における昇降路頂部の煙感知器設置工事（昇降路頂部から点検が可能）

工事区分表

空調リモコンの配管、配線工事及び試運転調整

電気 機械

電気・機械

電気 機械

電気・機械

市立湖東ひばり幼児園部分改修工事
（機械・電気設備工事）

М-３

350 x 350 ６



縮尺工事名称 図面番号

備　　　　　考
作図図面名称2325号

畑 　 　 智 弥320490一級建築士　　　　号

一級建築士事務所登録  　( ）

瑞 晃 建 築 事 務 所

一級建築士事務所

作図日

A2：S＝1:2500

ハ

付 近 見 取 図 Ｓ＝１：２５００

工事場所：東近江市平松町829番地

付近見取図

市立湖東ひばり幼児園部分改修工事（機械・電気設備工事）

M-4



縮尺工事名称 図面番号

備　　　　　考
作図図面名称2325号

畑　　智弥320490一級建築士　　　　号

一級建築士事務所登録  　(）

瑞晃建築事務所
一級建築士事務所

作図日ハ

A2：S＝N・S

幼児用大便器（１-２才用）

紙巻器

ＣＳ３１０Ｂ

ＹＨ５０

衛 　 生 　 器 　 具 　 表

幼児用小便器（グリップ付） Ｕ３１０ＧＹ

幼児用小便器 Ｕ３１０

幼児用マルチシンク ＳＫＬ３００ＬＥＡＰＺ

汚物流し

掃除流し ＳＫ２２Ａ

幼児用シャワーパン ＰＦＳ１１００Ｓ

洗濯着パン

洗濯水栓 ＴＷ１１Ｒ

ＰＷＰ６４０Ｎ２Ｗ

Ｉ形手すり（多用途手すり）

洋風便器（洗浄便座）

シングルレバー混合水栓

（　参　考　）

品　番器　具　名

【注　記】

・  参考品番  T O T O  同等品以上。

・  配置図・平面図・詳細図より  数量確認を行うこと。

・  衛生機器具及び手すり等の取付面の補強は  事前に打ち合わせを行い  建築工事とする。

・  器具の仕様（色柄・寸法・配管方向等）は再度打合せの上決定すること。

・  水溜め可能な器具及び給湯可能な器具については、取付高さ（下げない）に注意し、事故の防止を行うこと。

記　号

衛　生　機　器　表

名　称 形　式　・　仕　様 備　考

１

ＥＨ

形式　：

容量　 :

付属品： 排 水 ホ ッ パ ー 、 接 続 フ レ キ 、 止 水 栓 、 耐 震 用 脚 、

他 必 要 部 材 一 式 共

電 気 温 水 器 据 置 型 　 　 （ 飲 用 可 能 ・ 出 湯 温 度 可 変 型 ）
（参考型番）

２ ５ Ｌ

ＥＳＤ２５ＣＲＸ２２０Ｅ０

注記）　電源容量・消費量、重量等は参考値とする

電気温水器の定格加熱能力及び定格消費電力はＪＩＳ　Ｃ　９２１９の定格条件及び試験方法による

ＧＷ

ガ ス 給 湯 器

消費量：

形　式：

仕　様： １６号

屋外壁掛形　業務用給湯専用

付属品： 配管カバー、排気カバー、リモコン ､ コード ､ 他必要部材一式共

出湯能力（定格加熱能力）：　２７．９ｋＷ

ＬＰＧ　２９．４ｋＷ （参考型番）

ＧＱ－Ｃ１６３４ＷＺ－Ｃ

沐浴室系統

設置場所

（ キ ッ チ ン ）

屋外、地上

保 育 室 押 し 入 れ

台数

１

１

電　源

１φ１００Ｖ

凍結防止ヒーター

３０Ｗ

１４６Ｗ

１φ２００Ｖ

２．０ｋＷ

１

ＣＳ３１０Ｂ，Ｓ３００ＢＫ（ロータンク），ＴＣ３１Ｒ（幼児用普通便座），他一式

紙巻き器付き、固定金具共

Ｔ６０１Ｐ、Ｔ６４ＣＰ、Ｔ９Ｒ、ＡＢ５４５ＫＡ（ハイドロセラ・フロアキッズ）

Ｔ６０１Ｐ、Ｔ６４ＣＰ、Ｔ９Ｒ、ＡＢ５４５ＫＡ（ハイドロセラ・フロアキッズ）

Ｈ＝５００ｍｍ・レバー水栓（壁給水・壁排水、止水栓ｘ３、他），ＵＴＲ１３４Ｋ２（底板ｘ２）

Ｔ２３ＡＥ２０Ｃ，Ｔ３７ＳＧＥＰ，Ｔ９Ｒ，ＴＫ２２，ＨＨ０４０６０

固定金具共

ＰＪ２００９ＮＷ（排水トラップ）

緊急止水弁付き横水栓

固定金具共

付　属　品　／　備　考
合　計

屋
　
外

園
児
便
所
③

沐
浴
室

保
育
室
（
０
歳
児
）

園
児
便
所
④

手
洗
い

手
洗
い

数量は平面図確認の上とする

（　新　設　） （　新　設　）

２

２

１

１

１

１

１ １

４

４

１

１

１

１

４

２

２

２

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

３

２

２

２

２

８

２

１０

ＣＦＳ４９８ＢＣ ＴＣＦ５５３４ＡＵ（便蓋有り・洗浄便座：３１１Ｗ）

建築工事 配管接続は本工事 建築工事流し台

給湯能力　（LPG)　３３．４ＫＷ
オートストップタイプ

屋外壁掛け型　１６号ガス給湯器

記　号 仕　様　／　形　式名　称

１

ＷＨＧ

給湯器リスト

電　源 台　数 設置箇所

沐浴室１
１００Ｖ
単相

参考品番

ＧＱ－１６２６ＡＷＸ

撤去・処分

（撤去・処分）

（ＦＶ式・給水栓あり・補高台あり）ＳＫＬ３３０ＨＮＦＰ

ＹＹＢ１０

ＹＹＢ１０Ｐ１腰掛便器用手すり

Ｍ－０５

市立湖東ひばり幼児園部分改修工事（機械・電気設備工事）

衛生機器表・器具表

２連紙巻器 ＹＨ７０２

化粧鏡

ＴＫＳ０５３０３Ｊ （台付き）水栓取付脚共（必要ヶ所）

ＹＭ３０４５Ｆ ３００ｘ４５０

１１ １ ３

３３ ３ ９



縮尺工事名称 図面番号

備　　　　　考
作図図面名称2325号

畑　　智弥320490一級建築士　　　　号

一級建築士事務所登録  　(）

瑞晃建築事務所
一級建築士事務所

作図日ハ

A2：S＝1:200

3,5002,5008,000

14,000

PS

湯沸室

PS

6,780

火気使用なし

男子

ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄ ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄ

廊下 防火戸

便所

FD

OP

男子更衣室

女子更衣室
女子
便所 休憩室

ﾊﾟﾝﾄﾘｰ 火気使用なし

消火
ポンプ室

給食
搬入口

界壁
EXP.J EXP.J

新設建物 既存建物

EXP.J EXP.J

保健室

職員室

電気盤

手洗い 園児便所Ｄ

保育室⑧
SS

防火戸

廊下

ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄ

EPS

保育室⑦SS

ＷＢ

保育室⑦
倉庫

保育室⑧
倉庫

手洗

手洗

下駄箱

足洗

手洗
テラス

下駄箱

den

防火戸

園児便所Ｃ

倉庫④倉庫③

保育室⑥

手洗 下駄箱

手洗

足洗

連絡廊下
防火戸

PS

便所

更衣室
休憩・ 前室

検収室

食品庫

PS

下処理室

厨房

廊下

布
団

入

園児
便所①

手洗い

PS

遊戯室

ステージ

教材庫

倉庫

ｻﾃﾗｲﾄｽﾃｰｼｮﾝ

布団入 ポーチ

ｽﾛｰﾌﾟ
園児

昇降口

ホール

ｽﾛｰﾌﾟ

職員便所廊下

調乳室

布団入 布団入
布団入布団入

PS

園児便所②

ホール

赤ちゃんのにわ

改修後：保育室（２歳児） 改修後：保育室（２歳児） 改修後：保育室（２歳児）

保育室（１歳児）

現　況：保育室（０歳児）

改修後：保育室（１歳児）

改修後：保育室（２歳児）

現　況：保育室（２歳児）

改修後：保育室（０歳児）

保育室（１歳児）

現　況：補助室 現　況：補助室 現　況：保育室（２歳児） 現　況：保育室（２歳児）

手洗い

園児
便所④

手洗い

園児
便所③

現　況：沐浴室

改修後：沐浴室

建築側溝へ

20

75

1 00

GV - 25
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5
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G
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GGGG

G
G

G

G

GV-40
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V C- 1
G V- 20

1

P U

1 1 1
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0

Ｍ

7
5

7 5

Ｇ

1
0
0

5
0

5 0
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505 0

10 0

Ａ

2 0

1
0
0

2 0

1
0
0

5
0

2
0

2
5

2
5

15 0

5 0

1 50 1 50

50

5 0

既 存 公 共 枡

6
5

5
0

5
0

1
5
0

25

50

1 50

50

1 0 0

10 0

1
0
0

5
0

25

5 0

10 0

2 0

5
0

1
0
0

1
0
0

5
0

2
0

4
02 5 25

1
0
0

1 00 1 00 2
0

10 0

1
0
0

75

1 00

1
0
0

1
0
0

2
0

2 0

1
0
0

5
0

1
0
0

1
0
0

1
0
0

2
0

65

5 5
Ａ
5 6

Ａ
5 8
5 9

6 0

Ａ 6 1
6 2

6 3

6 4

5 3

5 4

5 1

Ａ

5 2

Ａ
5 04 9 10 0 4 74 8

Ａ

4 6 46´

Ａ

Ａ 4 5

4 3
4 4

Ａ

4 1

4 2

Ａ

1 71 8 2 01 9

Ａ Ａ

2 1 2 2

公

3 43 3 3 5

2 5

5 0

1
0
0

3 9

4 0

Ａ
3 6
3 7

3 8

※園児便所④ 改修工事

※保育室（２歳児①） 改修工事

（調乳スペース新設工事）

※園児便所③ 改修工事

※木浴室改修工事

※工事対象室の室内養生を見込むこと

本工事における改修対象外エリアを示す

凡例

防火区画位置を示す

防火上主要な間仕切り壁を示す

凡　　例 ※既存物品等の凡例を示す。

・空調更新工事は協議により工期区分を横断する場合がある。
・本工事は第１期工事、第２期工事に区分する。

　空調設備更新工事の進捗に合わせ工期区分を横断する場合がある。

・各工事区分内に含まれる工事は本図に基づき施工を行うが、
空調更新工事に伴う内装工事は

第２期工事 第１期工事

第１期工事

2
,5

0
0

8,000

沐浴室

工期区分図

3,000

手洗い

布
団

入

布
団

入

PS

園児
便所③

X5 X6

3,000

手洗い

布
団

入

布
団

入

PS

園児
便所④

X2 X3

7,
20

0
1,

80
0

現況平面図

防火上主要な間仕切りの位置を示す

凡例

防火区画の位置を示す

防火区画等位置図
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5
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2
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6
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4
,5

00

9
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00

3
,0

00

YA

YB

YC

YD

YE

YF

YG

YH

YI

3,000 6,750

26,250

3,000

2,800

60,000

4,430

6,750 7,000

5,1503,870

2,000

1,000

1,500

17,500

8,000

13,000 3,500

1,000 2,000

6,7506,750

X12X11X10X8X7X6X5X4X3X2X1

平面詳細図－２参照平面詳細図－１参照

平面詳細図－１参照 平面詳細図－２参照

平面詳細図－３参照

平面詳細図－４参照

平面詳細図－４参照

凡 　 例

注 記 ）

既 設 配 管 サ イ ズ 、 ル ー ト は 参 考 と し 現 場 確 認 の 上 、 施 工 の こ と 。

既 存 床 ・ 壁 貫 通 配 管 は コ ア 抜 き 補 修 と す る 。

今 回 既 存 箇 所 を 示 す

Ｓ＝１：２００１階平面図

Ｍ－０６

市立湖東ひばり幼児園部分改修工事（機械・電気設備工事）

平面図 給排水衛生設備



縮尺工事名称 図面番号

備　　　　　考
作図図面名称2325号

畑　　智弥320490一級建築士　　　　号

一級建築士事務所登録  　(）

瑞晃建築事務所
一級建築士事務所

作図日ハ

A2：S＝1:50

中段撤去処分 中段撤去処分

Ｓ＝１：５０ Ｓ＝１：５０

現 況 改修後

（下地CB=100共）

園児便所④ 現況平面詳細図 園児便所④ 改修後平面詳細図

布団入②

補助室 補助室

磁器50角モザイクタイル撤去処分

消火器（埋込型）

布団入①

保育室 (2歳児) 保育室 (2歳児)

250

長尺シート t=2.0（モルタル下地）

3,0006,750 6,7503,0006,750 6,750

7,
2
00

1
,8

00
5
,4

00

1,
8
00

3,000 6,750 3,000 6,750

1
,8

00
7,

2
00

2
,5

00

1
,8

00
5
,4

00

長尺シート t=2.0（モルタル下地）土間コンクリートt＝120（D10-@200SC

X1 X2 X3 X4X1 X2 X3 X4

YI

YG

YI

YG

今回既存箇所を示す

注記）

凡　例

今回撤去箇所を示す

既存梁・床・壁貫通配管の撤去は手はつり補修とする。

既設配管サイズ、ルートは参考とし現場確認の上、施工のこと。

土間・床はつりは本工事、復旧、仕上げ補修は建築工事とする。

天井解体復旧、仕上げ補修は建築工事とする。

仕　様 個数品　名

撤 去

撤 去

備 　考

幼児用便器 ３

和風便器

タン ク式、紙巻 器共

タン ク式、紙巻 器共 １

撤去幼 児用小便器 ＦＶ 式 ５

撤去横 水栓

撤去１掃 除流し

流 し台 撤去（建 築工事）

園児便所 ③、手洗い

５

２

Ｔ５Ａ５０

ＣＯＡ１００

ＣＯＡ１００

１００

５０

５０

５０

１００

７５

７５

７５

７５

７５

６５

４０

２０

２０

２０

２０

２０

５０

５０

５０

５０

７５２０

２０

２０

２０

２０

２５

２５

１００４０ ６５ ７５

２０

２０

１００

２０

Ｔ５Ａ５０

ＣＯＡ１００

ＣＯＡ８０

１００４０ ７５６５

ＢＢＡ６５

Ｔ１４ＡＡ５０

Ｔ１４ＡＡ５０

既設切断
以降、屋内側撤去

凡　例

今回既存箇所を示す

今回改修箇所を示す

コア抜き補修箇所を示す

注記）

既設配管サイズ、ルートは参考とし現場確認の上、施工のこと。

配管貫通口は極力既設手はつり穴を流用するものとする。

既存床・壁貫通配管はコア抜き補修とする。

４０

４０ ７５６５

ＢＢＡ６５

既設切断
以降、屋内側撤去

２０

１００

７５

２０

２０

ＣＯＡ６５

ＣＯＡ６５
６５

５０

５０

７５６５

５０

５０

４０

１００

１００

４０

５０

５０

７５６５

７５６５

６５

１００

２５

２０

３２

２５

２５

３２

７５

７５

７５

７５

２０

２０

２０

２０

２０

ＣＯＡ８０ ＣＯＡ１００

改修

今回既設接続箇所を示す

今回手はつり箇所を示す

今回既設切断箇所を示す

園児便所④

手洗い手洗い

園児便所④

廊下廊下

Ｍ－０７

市立湖東ひばり幼児園部分改修工事（機械・電気設備工事）

平面詳細図-1 給排水衛生設備

４０

４０



中段撤去処分 中段撤去処分

Ｓ＝１：５０ Ｓ＝１：５０園児便所③ 改修後平面詳細図園児便所③ 現況平面詳細図

現 況 改修後

保育室 (2歳児) 保育室 (2歳児)保育室 (2歳児)

特記事項

土間コンクリート撤去時、端部の既存鉄筋は可能な範囲で残すこと

特記事項

土間新設鉄筋の端部は既存鉄筋を定着させること

保育室 (2歳児)

磁器50角モザイクタイル撤去処分

布団入③
布団入④

長尺シートt=2.0（モルタル下地）

縮尺工事名称 図面番号

備　　　　　考
作図図面名称2325号

畑　　智弥320490一級建築士　　　　号

一級建築士事務所登録  　(）

瑞晃建築事務所
一級建築士事務所

作図日ハ

A2：S＝1:50

消火器（埋込型） 消火器（埋込型）
（現況のまま）

7
,2

0
0

1,
80

0
5,

40
0

1
,8

0
0

3,0006,750 6,750 3,0006,750 6,750

1
,
80

0
7
,2

0
0

2,
50

0

1,
80

0
5,

40
0

3,000 6,750 3,000 6,750

X4 X5 X6 X7 X4 X5 X6 X7

YI

YG

YI

YG

仕　様 個数品　名

撤 去

撤 去

備　 考

幼児用便器 ３

和風便器

タン ク式、紙巻器 共

タン ク式、紙巻器 共 １

撤去幼児 用小便器 ＦＶ 式 ５

撤去横水 栓

撤去１掃除 流し

流し 台 撤去（建 築工事）

園児便所③ 、手洗い

５

２

Ｔ５Ａ５０

ＣＯＡ１００

ＣＯＡ１００

１００

５０

５０

５０

１００

７５

７５

７５

７５

７５

６５

４０

２０

２０

２０

２０

２０

５０

５０

５０

５０

７５２０

２０

２０

２０

２０

２５

２５

１００４０ ６５ ７５

２０

２０

１００

２０

Ｔ５Ａ５０

ＣＯＡ１００

ＣＯＡ８０

１００４０ ７５６５

ＢＢＡ６５

Ｔ１４ＡＡ５０

Ｔ１４ＡＡ５０

既設切断

以降、屋内側撤去

凡　例

今回既存箇所を示す

今回改修箇所を示す

コア抜き補修箇所を示す

注記）

既設配管サイズ、ルートは参考とし現場確認の上、施工のこと。

配管貫通口は極力既設手はつり穴を流用するものとする。

既存床・壁貫通配管はコア抜き補修とする。

４０

４０ ７５６５

ＢＢＡ６５

既設切断

以降、屋内側撤去

２０

１００

２０

７５

７５

７５

７５

６５

２０

２０

ＣＯＡ６５

ＣＯＡ６５

ＣＯＡ８０

ＣＯＡ１００

６５

１００

５０

２０

２５

３２

３２

４０

７５ １００

５０

５０

５０

６５

７５６５

７５６５

５０

２０

５０

４０

１００

１００

今回既存箇所を示す

注記）

凡　例

今回撤去箇所を示す

既存梁・床・壁貫通配管の撤去は手はつり補修とする。

既設配管サイズ、ルートは参考とし現場確認の上、施工のこと。

土間・床はつりは本工事、復旧、仕上げ補修は建築工事とする。

天井解体復旧、仕上げ補修は建築工事とする。

改修 園児便所③

手洗い

廊下

手洗い

廊下

園児便所③

今回既設接続箇所を示す

今回手はつり箇所を示す

今回既設切断箇所を示す

Ｍ－０８

市立湖東ひばり幼児園部分改修工事（機械・電気設備工事）

平面詳細図-2 給排水衛生設備

４０

４０



縮尺工事名称 図面番号

備　　　　　考
作図図面名称2325号

畑　　智弥320490一級建築士　　　　号

一級建築士事務所登録  　(）

瑞晃建築事務所
一級建築士事務所

作図日ハ

A2：S＝1:50

Ｓ＝１：５０

改修後

厨房

廊下

布団入

消火栓

掃除用具入

保育室（2歳児①） 現況平面詳細図

現 況

厨房

廊下

廊下

布団入

消火栓

掃除用具入

廊下

保育室（2歳児） 保育室（０歳児）

５０

５０

１００

５０

７５ １００

２５７５ １００

７５

４０

２０

２０

５０

５０

１００

５０

４０

２０

５０

２０

２０

２０

２０

４０

４０

ＣＯＡ５０
５０

２５

１００
２５

１００

２５

ＣＯＡ１００ＣＯＡ８０

Ｔ１４ＡＡ５０ Ｔ１４ＡＡ５０

５０

５０

１００

５０

７５ １００

２５７５ １００

２０

２０

５０

５０

１００

５０

４０

５０

２０

２０

２０

２０

４０

ＣＯＡ５０
５０

２５

１００
２５

１００

２５

ＣＯＡ１００ＣＯＡ８０

Ｔ１４ＡＡ５０

４０

７５

５０

Ｔ１４ＡＡ５０

凡　例

今回既存箇所を示す

４０

既設給水管より分岐取り出し

２０
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80

0

YI

YG

YI

YG

既設接続

１

ＥＨ

電温

改修

凡　例

今回既存箇所を示す

今回改修箇所を示す

コア抜き補修箇所を示す

注記）

既設配管サイズ、ルートは参考とし現場確認の上、施工のこと。

配管貫通口は極力既設手はつり穴を流用するものとする。

既存床・壁貫通配管はコア抜き補修とする。

今回既設接続箇所を示す

Ｓ＝１：５０保育室（2歳児①） 改修後平面詳細図

8,500 1,800

X8

X7

8,500 1,800

X8

X7

流し台新設
W=1,200

園児便所 ①園児便所 ①

布団入⑤

Ｍ－０９

市立湖東ひばり幼児園部分改修工事（機械・電気設備工事）

平面詳細図-3 給排水衛生設備



縮尺工事名称 図面番号

備　　　　　考
作図図面名称2325号

畑　　智弥320490一級建築士　　　　号

一級建築士事務所登録  　(）

瑞晃建築事務所
一級建築士事務所

作図日ハ

A2：S＝1:50

布団入

保育室（0歳児）

ホール

Ｓ＝１：５０

現 況 改修後

布団入

ホール

Ｓ＝１：５０木浴室 現況平面詳細図 木浴室 改修後平面詳細図
特記事項

土間新設鉄筋の端部は既存鉄筋を定着させること

保育室（１歳児）保育室（１歳児）

保育室（0歳児）

今回既存箇所を示す

今回手はつり箇所を示す

今回既存放棄箇所を示す× ×

今回既設切断箇所を示す

注記）

凡　例

今回撤去箇所を示す

既存梁・床・壁貫通配管の撤去は手はつり補修とする。

既設配管サイズ、ルートは参考とし現場確認の上、施工のこと。

×

土間・床はつりは本工事、復旧、仕上げ補修は建築工事とする。

天井解体復旧、仕上げ補修は建築工事とする。
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2,500 5,500

8,000

YD

YC

YB

YD

YC

YB

X8 X8

１００ １００

７５

５０ ５０ ７５ ７５

５０

２５

２０

２０

４０

２０ ２０
５０

２０ ２０

２５

４０
２５

Ｇ

Ｇ

ＣＯＡ８０７５ ７５

４０

ＢＢＡ５０

ＢＢＡ４０

ｘ３

既設切断
ｘ２

既設切断
ｘ３

２５

ＲＲ

サブリモコン

Ｔ５Ａ５０

ＣＯＡ１００

給湯リモコン

撤去

撤去

ガス管既設切断

Ｔ５Ａ５０

既設切断

１００

７５

４０

２０

２５

４０
２５

Ｇ

Ｇ

ＣＯＡ８０７５

４０

ＢＢＡ５０

ＢＢＡ４０

ｘ３

ＲＲ

１

ＷＨＧ
撤去

ｘ２

７５

２０

１００

５０

既設接続

２５ ２０

１

ＧＷ

ＣＯＡ１００

既設接続
ｘ３

５０

５０

２０
２０

２５ ２５

２０

７５７５

２０

給湯リモコン
新設

既設リモコン取付箇所流用

（配線・ボックス共）
サブリモコン

新設
（配線・ボックス共）

既設リモコン取付箇所流用

改修

沐浴室

長尺シート（モルタル下地）

調乳室

沐浴室

調乳室

8,000

6,000 2,000

14,000

2,500 X11

X12
X9

8,000

6,000 2,000

14,000

2,500 X11

X12
X9

仕　様 個数品　名

撤去

備　 考

幼児用便器 タンク 式、紙巻器 共

沐浴室

２

撤去幼児 用小便器 ２

撤去１シャ ワーパン

ＦＶ式

横水 栓 ２

流し 台 １ 撤去（建築 工事）

１ガス 給湯器

水栓共

ガスコ ック、止水 栓共

撤去

撤去

凡　例

今回既存箇所を示す

今回改修箇所を示す

コア抜き補修箇所を示す

注記）

既設配管サイズ、ルートは参考とし現場確認の上、施工のこと。

配管貫通口は極力既設手はつり穴を流用するものとする。

既存床・壁貫通配管はコア抜き補修とする。

今回既設接続箇所を示す

７５

６５

Ｍ－１０

市立湖東ひばり幼児園部分改修工事（機械・電気設備工事）

平面詳細図-4 給排水衛生設備

既設接続

ＦＪ２０

ＧＶ２０ ＦＪ２０

ＦＪ２０ＧＣ２０

新設

給湯

ガス

ガス管既設接続

給水

＊ドレンは最寄雨水に接続放流
既設切断 既設接続



縮尺工事名称 図面番号

備　　　　　考
作図図面名称2325号

畑　　智弥320490一級建築士　　　　号

一級建築士事務所登録  　(）

瑞晃建築事務所
一級建築士事務所

作図日ハ

A2：S＝N・S

機 　 器 　 名

（参 考 型 番 ）

機 　 　 器 　 　 仕 　 　 様

電 　 気 　 容 　 量

記 　 号

空 　 調 　 機 　 器 　 表

台 数
電 源 消 費 電 力 （ ｋ Ｗ ）

設 置 場 所 備 　 考配 線 開 閉 器

２

ＰＡＣ

冷房

圧 縮 機

送風機（外）
送風機（内）

Ａ Ｐ Ｆ

２００Ｖ
３φ 暖房

低温

３０Ａ４ 方 向 天 井 カ セ ッ ト 形
１４．０（３．５～１６．０）ｋＷ
１６．０（４．０～２０．０）ｋＷ

３．７０
３．７６
６．８０

６．５

２．８３
０．１０６
０．１１０ｘ２

屋 外 機 ９４０ｘ３２０ｘ１４３０Ｈ

９０ｋｇ
３．５

外機　液管　９．５２Φ　ガス管　１５．８８Φ
内機　液管　９．５２Φ　ガス管　１５．８８Φ

空 冷 ヒ ー ト ポ ンプ 式
パ ッ ケ ー ジ エ アコ ン 冷 房 能 力

暖 房 能 力
冷 媒 配 管

形 　 式

附 属 品
転倒防止支持金具、他標準付属品一式共
自 動 昇 降 パ ネ ル 、 リ モ コ ン 、

基 　 礎 既製コンクリート基礎１５０Ｈ、防振ゴム板敷

保育室（２歳児）ｘ４

ＳＳＲＣ１６０Ｄ

冷房

圧 縮 機

送風機（外）
送風機（内）

Ａ Ｐ Ｆ

２００Ｖ
３φ 暖房

低温

３０Ａ

２．８３

０．１１０ｘ２

３．５

外機　液管　９．５２Φ　ガス管　１５．８８Φ
内機　液管　９．５２Φ　ガス管　１５．８８Φ

空 冷 ヒ ー ト ポ ンプ 式
パ ッ ケ ー ジ エ アコ ン 冷 房 能 力

暖 房 能 力
冷 媒 配 管

形 　 式

附 属 品
転倒防止支持金具、他標準付属品一式共

基 　 礎 既製コンクリート基礎１５０Ｈ、防振ゴム板敷

ＳＳＲＶ１６０Ｄ

床 置 形
１４．０（６．３～１６．０）ｋＷ
１６．０（７．２～２０．０）ｋＷ

４．９

４．６８
５．０５
７．２０

０．１５２

屋 外 機 ９４０ｘ３２０ｘ１４３０Ｈ

９０ｋｇ
屋 内 機 ６００ｘ３５０ｘ１８５０Ｈ

４７ｋｇ

遊戯室ｘ２

４

２

ＰＡＣ

３

冷房

圧 縮 機

送風機（外）
送風機（内）

Ａ Ｐ Ｆ

２００Ｖ
３φ 暖房

低温

３０Ａ４ 方 向 天 井 カ セ ッ ト 形

０．１０６
０．１１０ｘ２

屋 外 機 ９４０ｘ３２０ｘ１４３０Ｈ
９０ｋｇ

３．５

外機　液管　９．５２Φ　ガス管　１５．８８Φ
内機　液管　９．５２Φ　ガス管　１５．８８Φ

空 冷 ヒ ー ト ポ ンプ 式
パ ッ ケ ー ジ エ アコ ン 冷 房 能 力

暖 房 能 力
冷 媒 配 管

形 　 式

附 属 品
転倒防止支持金具、他標準付属品一式共

１

自 動 昇 降 パ ネ ル 、 リ モ コ ン 、

基 　 礎 既製コンクリート基礎１５０Ｈ、防振ゴム板敷

ＳＳＲＣ１１２Ｄ

１０．０（３．１～１１．２）ｋＷ
１１．２（２．８～１４．０）ｋＷ

２．２０
２．２０
４．４３

１．７９

７．４

リ モ コ ン 、 木 台 、

保育室（１歳児）

１

ＰＡＣ

（　新　設　）

ＰＡＣ

冷房

圧 縮 機

送風機（外）
送風機（内）

Ａ Ｐ Ｆ

２００Ｖ
３φ 暖房

低温

３０Ａ

０．１１０ｘ２

屋 外 機 ９４０ｘ３２０ｘ１４３０Ｈ

９０ｋｇ
３．５

外機　液管　９．５２Φ　ガス管　１５．８８Φ
内機　液管　９．５２Φ　ガス管　１５．８８Φ

空 冷 ヒ ー ト ポ ンプ 式
パ ッ ケ ー ジ エ アコ ン 冷 房 能 力

暖 房 能 力
冷 媒 配 管

形 　 式

附 属 品
転倒防止支持金具、他標準付属品一式共

１

基 　 礎 既製コンクリート基礎１５０Ｈ、防振ゴム板敷

１．７９

４

壁 掛 形
１０．０（４．５～１１．２）ｋＷ
１１．２（５．１～１４．０）ｋＷ

５．５

２．７５
３．４５
４．３５

０．０６３

ホール

リ モ コ ン 、 ド レ ン ア ッ プ キ ッ ト 、

ＳＳＲＡ１１２Ｄ

＊３．運転特性、能力はＪＩＳ条件による。

注記）

＊６．断熱材被覆銅管　原管はＪＩＳ　Ｈ３３００による。

＊４．室外機：必要に応じて転倒防止支持金具取付のこと。 ＊７．高調波対策が必要な機器は高調波対策の事。

＊２．電源容量値、配線、開閉器、備考数値は参考として納入メーカー仕様による。

　　　保温厚はガス管２０ｍｍ、液管１０ｍｍ以上とする。

・

現場施工調査、確認にて既設流用が困難な場合、監督員と協議の上、新設改修を行う。

工事前に冷媒耐圧試験を行うこと。
ＰＡＣ－１、２、３の機器の冷媒配管・ドレン管、渡り配線、リモコン配線については既設流用とする。

※パッケージエアコンは　ＪＩＳ　Ｂ　８６１６で規定された「定格冷暖房能力」「定格冷暖房消費電力」

＊１．室外機－室内機間の２次側配線は冷媒管と抱き合わせの上本工事とする（ＰＡＣ－４） ＊５．リモコンスイッチ用配線は、ＥＭ－ＣＥＥ１．２５　－２Ｃ（ＰＡＣ－４）

空冷熱源
ヒートポンプエアコン

その他付属品一式

天井埋め込みカセット形
４方向吹出形
冷房能力  14.0kW　　暖房能力   16.0kW

その他付属品一式

空冷熱源
ヒートポンプエアコン

その他付属品一式

空冷熱源
ヒートポンプエアコン

冷房能力  14.0kW

冷房能力  11.2kW

床置形　冷房専用

天井埋め込みカセット形

４方向吹出形　冷房専用

仕　様　／　形　式記　　号

ＰＡＣ

２

ＰＡＣ

３

リモコン

リモコン

リモコン

電　源 消費電力 設置箇所台数 備　考

３相

２００Ｖ

２５．５５ｋＷ

３相
２００Ｖ

５．３８ｋＷ

３相
２００Ｖ

４．３７ｋＷ １

４

遊戯室

補助室ｘ２

保育室（０歳児）

保育室（２歳児）ｘ２

冷媒回収破壊処理

冷媒回収破壊処理

冷媒回収破壊処理

空調機器リスト （撤去・処分）

１

ＰＡＣ 撤去・処分

撤去・処分

撤去・処分

名　称（参考品番）

（室外機：ＲＪ１４０Ｆ）

（室外機：ＲＪ１４０Ｆ）

（室外機：ＲＪ１１２Ｐ）

・ 撤去屋外機は冷媒回収破壊処理を行うこと。

・ 既設機器仕様・数値等は参考とする。

換気機器リスト （撤去・処分）

１

Ｆ

Ｆ

２

FE

3

（　既　設　）換気機器リスト

SE

1

FE

5

FE

5A

・

・ 既設機器仕様・数値等は参考とする。

既設機器仕様・数値等は参考とする。

ダクト用換気扇

ダクト用換気扇

ＶＤ－２０ＺＣ２

ＶＤ－２３ＺＢ４ 沐浴室

園児便所④ｘ２ 撤去・処分

撤去・処分

名　称記　号 参考品番 設置箇所 備　考

園児便所③ｘ２ 撤去・処分

名　称記　号 参考品番 備　考設置箇所

ダクト用換気扇

自然給気 ﾕ ﾆ ｯ ﾄ

ダクト用換気扇

ダクト用換気扇

１００Ｖ

１００Ｖ

風量　 3 8 0  m / h

風量　 5 7 0  m / h

仕　様　／　形　式 電　源

仕　様　／　形　式 電　源

１００Ｖ

１００Ｖ

１００Ｖ風量　 7 5 0  m / h

風量　 3 3 0  m / h

風量　 3 8 0  m / h

風量　 1 8 0  m / h 　 ( 2 4 時間 )

風量　 2 0 0  m / h 　 ( 2 4 時間 )

風量　 5 7 0  m / h 　 ( 2 4 時間 )

消費電力

４６．０Ｗ

１７．５Ｗ

３６．０Ｗ

１６．５Ｗ

１０１Ｗ

４６．０Ｗ

８２．０Ｗ

消費電力

既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま

ＶＤ－２０ＺＬＸ  －ＣＳ

Ｐ－１３ＫＱＵ

ＶＤ－１８ＺＬＸＰ  －ＣＳ

ＶＤ－２５ＺＮ４－Ｗ

補助室ｘ２

保育室 ( 2 歳児 ) ｘ２

各室

保育室 ( 0 歳児 )

保育室 ( 0 歳児 )

１

機器番号

換　気　機　器　表

天井換気扇

風　　量

形　　式

Ｐａｍ３／ｈ

低騒音形

参考型番

機器名称
形　式　・　仕　様

電　気　容　量

台数 設置場所・備考
電　源

電動機

（Ｖ）

（Ｗ）

１φ－１００ ４ 園児便所③ｘ２

園児便所④ｘ２

（機器のみ更新・屋外フード既設流用）

ＶＤ－２０ＺＣ１４ ４９．０３５０ ５５

（　新　設　）

２

天井換気扇

風　　量

形　　式

Ｐａｍ３／ｈ

低騒音形 １φ－１００ １ 沐浴室

（機器のみ更新・屋外フード既設流用）

ＶＤ－２３ＺＢ１４ ８２．０４７５ ８０

天井換気扇 形　　式

Ｐａｍ３／ｈ

１φ－１００ １

Ｆ

Ｆ

Ｆ

３

低騒音オール金属形

３５．０ＶＤ－１８ＺＹ１４ １６０ １１０風　　量

付属品 軒天取付ベンドキャップ（１００φ）

流し台

※排気ファンの電動機出力は、ＪＩＳ　Ｃ　９６０３に指定された消費電力による。

Ｍ－１１

市立湖東ひばり幼児園部分改修工事（機械・電気設備工事）

機器表 空調換気設備



3,5002,5008,000

14,000

PS

湯沸室

PS

6,780

火気使用なし

男子

ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄ ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄ

廊下 防火戸

便所

FD

OP

男子更衣室

女子更衣室
女子
便所 休憩室

ﾊﾟﾝﾄﾘｰ 火気使用なし

消火
ポンプ室

給食
搬入口

界壁
EXP.J EXP.J

新設建物 既存建物

EXP.J EXP.J

保健室

職員室

電気盤

手洗い 園児便所Ｄ

保育室⑧
SS

防火戸

廊下

ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄ

EPS

保育室⑦SS

ＷＢ

保育室⑦
倉庫

保育室⑧
倉庫

手洗

手洗

下駄箱

足洗

手洗
テラス

下駄箱

den

防火戸

園児便所Ｃ

倉庫④倉庫③

保育室⑥

手洗 下駄箱

手洗

足洗

連絡廊下
防火戸

PS

便所

更衣室
休憩・ 前室

検収室

食品庫

PS

下処理室

廊下

布
団

入

園児
便所①

PS

遊戯室

ステージ

教材庫

倉庫

ｻﾃﾗｲﾄｽﾃｰｼｮﾝ

布団入 ポーチ

ｽﾛｰﾌﾟ
園児

昇降口

ホール

ｽﾛｰﾌﾟ

職員便所廊下

調乳室

布団入 布団入
布団入布団入

PS

園児便所②

ホール

赤ちゃんのにわ

Ｓ＝１：２００

改修後：保育室（２歳児） 改修後：保育室（２歳児） 改修後：保育室（２歳児）改修後：保育室（２歳児）

現　況：補助室 現　況：補助室 現　況：保育室（２歳児） 現　況：保育室（２歳児）

手洗い

園児
便所④

手洗い

園児
便所③

現　況：沐浴室

改修後：沐浴室

※工事対象室の室内養生を見込むこと

本工事における改修対象外エリアを示す

凡例

防火区画位置を示す

防火上主要な間仕切り壁を示す

凡　　例 ※既存物品等の凡例を示す。

・空調更新工事は協議により工期区分を横断する場合がある。
・本工事は第１期工事、第２期工事に区分する。

　空調設備更新工事の進捗に合わせ工期区分を横断する場合がある。

・各工事区分内に含まれる工事は本図に基づき施工を行うが、
空調更新工事に伴う内装工事は

第２期工事 第１期工事

第１期工事

工期区分図

防火上主要な間仕切りの位置を示す

凡例

防火区画の位置を示す

防火区画等位置図

7,
56

0

▽柱芯

12
,0

00

13
,0

00

▽壁芯

1
,0

00
1,

78
0

6
,5

00

4
,7

20

1,
50

0

3
,2

50

6
,5

00
1,

50
0

4,
50

0

2,
00

0

6,
5
00

4,
50

0

9,
50

0

3,
0
00

YA

YB

YC

YD

YE

YF

YG

YH
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縮尺工事名称 図面番号

備　　　　　考
作図図面名称2325号

畑　　智弥320490一級建築士　　　　号

一級建築士事務所登録  　(）

瑞晃建築事務所
一級建築士事務所

作図日ハ

A2：S＝1:200

Ｒ

3
0

D R

D
R

D

D

DRD RDR

4 0D

R

D R

30

4 0

ＰＡＣ

３

１

ＰＡＣ

１

ＰＡＣ

１

ＰＡＣ

１

ＰＡＣ

ＰＡＣ

３

ＰＡＣ

４

機器更新

２

機器更新

機器更新

新設

機器更新 機器更新機器更新機器更新

ＰＡＣ

２

機器更新

ＰＡＣ

機器更新

建具取外し復旧（建築工事）

１ １ １

ＰＡＣ ＰＡＣ ＰＡＣ

１

ＰＡＣ

機器更新 機器更新 機器更新 機器更新

機器より取外し・再取付
（既設流用）
冷媒管・ドレン管・渡り配線 冷媒管・ドレン管・渡り配線

（既設流用）
機器より取外し・再取付

冷媒管・ドレン管・渡り配線
（既設流用）
機器より取外し・再取付

機器より取外し・再取付
（既設流用）
冷媒管・ドレン管・渡り配線

（既設流用）
冷媒管・渡り配線

機器より取外し・再取付
（既設流用）
冷媒管・渡り配線

機器より取外し・再取付
（既設流用）
冷媒管・渡り配線

冷媒管・ドレン管・渡り配線
（既設流用）
機器より取外し・再取付

機器より取外し・再取付
（既設流用）
冷媒管・渡り配線

建具取外し復旧（建築工事） 機器より取外し・再取付
（既設流用）
冷媒管・渡り配線

（既設流用）
冷媒管・渡り配線

φ 9.52， φ 19.05

ＰＡＣ

２

ＰＡＣ

２

Ｒ

Ａ ２５Ａ

記号 液 ガス 連絡配線

９．５φ １５．９φ ＥＭ－ＣＥＥ２  －３ＣＡ

冷媒配管配線セットサイズ表（参考）

凡 　 例

今 回 既 存 箇 所 を 示 す

注 記 ）

既 設 配 管 サ イ ズ 、 ル ー ト は 参 考 と し 現 場 確 認 の 上 、 施 工 の こ と 。

桝手はつり補修

Ｒ

Ｒ

ＲＲＲＲＲ

機器より取外し・再取付
（既設流用）
冷媒管・渡り配線

機器より取外し・再取付

（既設流用）
リモコン配線・ボックス
リモコン更新

（既設流用）
リモコン配線・ボックス
リモコン更新

（既設流用）
リモコン配線・ボックス
リモコン更新

（既設流用）
リモコン配線・ボックス
リモコン更新

（既設流用）
リモコン配線・ボックス
リモコン更新

D

D

R

R

既設雨水桝に接続放流

壁コア抜き補修

ＰＡＣ

４

新設

現　況：保育室（０歳児）

改修後：保育室（１歳児）

保育室（１歳児）

保育室（１歳児）

※空調新設工事

※空調更新工事

※空調更新工事

※空調更新工事 ※空調更新工事 ※空調更新工事 ※空調更新工事

機器更新

既存のまま

既存のまま

現　況：保育室（２歳児）

改修後：保育室（０歳児）

厨房

冷媒管・ドレン管・渡り配線
（既設流用）
機器より取外し・再取付

冷媒管・ドレン管・渡り配線
（既設流用）
機器より取外し・再取付

今 回 撤 去 ・ 改 修 箇 所 を 示 す

屋外露出

新設既 存 床 ・ 壁 貫 通 配 管 は コ ア 抜 き 補 修 と す る 。

＊ 工 事 前 に 冷 媒 耐 圧 試 験 を 行 う こ と

１階平面図

既存のまま

既存のまま

既存のまま

Ｍ－１２

市立湖東ひばり幼児園部分改修工事（機械・電気設備工事）

平面図 空調設備

＊リ モコン配線は ＥＭ－ＣＥＥ １．２５　－ ２Ｃ

＊リ モコン取付位 置は打合せに より決定とす る。

　壁 立下りはＡ型 モール保護仕 上げ

＊内 外渡り配線は 冷媒管抱き合 わせ配線とす る。

＊空 調機更新に伴 い一次側結線 共、本工事と する。

機器より取外し・再取付
一次側結線共本工事

一次側結線共本工事

一次側結線共本工事一次側結線共本工事一次側結線共本工事一次側結線共本工事一次側結線共本工事



3,5002,5008,000

14,000

PS

湯沸室

PS

6,780

火気使用なし

男子

ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄ ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄ

廊下 防火戸

便所

FD

OP

男子更衣室

女子更衣室
女子
便所 休憩室

ﾊﾟﾝﾄﾘｰ 火気使用なし

消火
ポンプ室

給食
搬入口

界壁
EXP.J EXP.J

新設建物 既存建物

EXP.J EXP.J

保健室

職員室

電気盤

手洗い 園児便所Ｄ

保育室⑧
SS

防火戸

廊下

ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄ

EPS

保育室⑦SS

ＷＢ

保育室⑦
倉庫
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倉庫

手洗
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足洗
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テラス
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園児便所Ｃ
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検収室

食品庫

PS

下処理室

厨房
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布
団

入

園児
便所①

PS

遊戯室

ステージ

教材庫

倉庫
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布団入 ポーチ

ｽﾛｰﾌﾟ
園児

昇降口

ホール

ｽﾛｰﾌﾟ

職員便所廊下

調乳室

布団入 布団入
布団入布団入

PS

園児便所②

ホール

赤ちゃんのにわ

現　況：保育室（０歳児）

改修後：保育室（１歳児）

保育室（１歳児）

手洗い 手洗い

現　況：沐浴室

改修後：沐浴室

※園児便所④ 改修工事

※保育室（２歳児①） 改修工事

（調乳スペース新設工事）

※園児便所③ 改修工事

※工事対象室の室内養生を見込むこと

本工事における改修対象外エリアを示す

凡例

防火区画位置を示す

防火上主要な間仕切り壁を示す

凡　　例 ※既存物品等の凡例を示す。

・空調更新工事は協議により工期区分を横断する場合がある。
・本工事は第１期工事、第２期工事に区分する。

　空調設備更新工事の進捗に合わせ工期区分を横断する場合がある。

・各工事区分内に含まれる工事は本図に基づき施工を行うが、
空調更新工事に伴う内装工事は

第２期工事 第１期工事

第１期工事

2
,5

00

8,000

沐浴室

工期区分図

3,000

手洗い
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入
PS
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7
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0
0

1
,
80

0

現況平面図

防火上主要な間仕切りの位置を示す

凡例

防火区画の位置を示す

防火区画等位置図
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縮尺工事名称 図面番号

備　　　　　考
作図図面名称2325号

畑　　智弥320490一級建築士　　　　号

一級建築士事務所登録  　(）

瑞晃建築事務所
一級建築士事務所

作図日ハ

A2：S＝1:200

１５０φ

１５０φ

１

機器撤去

１

機器撤去

１

機器撤去

機器撤去

軒天取付フード

軒天取付フード

軒天取付フード

ダクトより取外し

１

機器撤去

１５０φ

１５０φ

軒天取付フード

既設ダクトに接続

軒天取付フード

１５０φ

既設ダクトに接続既設ダクトに接続

１

機器更新 機器更新

１

１

機器更新

１

機器更新

改修後：保育室（２歳児）

現　況：補助室

改修後：保育室（２歳児）

現　況：補助室

改修後：保育室（２歳児）

現　況：保育室（２歳児）

改修後：保育室（２歳児）

現　況：保育室（２歳児）

現　況：保育室（２歳児）

改修後：保育室（０歳児）

保育室（１歳児）

園児
便所④

園児
便所③

軒天取付フード軒天取付フード

SE
1

FE
3

FE
3

FE
3

FE
3

SE
1

SE
1

SE
1

SE
1 FE

FE

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

２
Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

２

5A

5A

FE
5

Ｆ

３

１５０φ

１５０φ１５０φ

既設ダクトに接続既設ダクトに接続

ダクトより取外し

ダクトより取外し

ダクトより取外し

１５０φ

１５０φ１５０φ

ダクトより取外し

凡 　 例

今 回 既 存 箇 所 を 示 す

今 回 撤 去 ・ 改 修 箇 所 を 示 す

注 記 ）

既 存 床 ・ 壁 貫 通 配 管 は コ ア 抜 き 補 修 と す る 。

既 設 サ イ ズ 、 ル ー ト は 参 考 と し 現 場 確 認 の 上 、 施 工 の こ と 。

※木浴室改修工事

Ｓ＝１：２００改修後１階平面図

機器更新

新設

ＦＤ

１００φ
新設

新設

Ｍ－１３

市立湖東ひばり幼児園部分改修工事（機械・電気設備工事）

平面図 換気設備



縮尺工事名称 図面番号

備　　　　　考
作図図面名称2325号

畑　　智弥320490一級建築士　　　　号

一級建築士事務所登録  　(）

瑞晃建築事務所
一級建築士事務所

作図日ハ

鉄板

ロックウール保温帯

ロックウール又はモルタル

ダクト

機器、排気筒、煙道、内貼

冷媒管

冷水管

冷温水管

蒸気管

給湯管

温水管

排水管

給水管

２

３２ ４１ ２

３

４１

２ ４１

３

１ ３ ４

給湯・温水（膨張管含む）・蒸気・冷水・冷温水

弁フランジなどの保温

保温材の厚さ

配管行先表示板

共通事項

給水・排水（通気）

２ ４１ ５

１

３

２

３

断熱支持具

バンド
グラスウール保温筒

Ｒ

Ｇ

Ｒ

Ｒ

Ｇ

Ｇ

Ｒ

Ｐ

Ｇ

Ⅵ

Ｐ

参 考 使 用 区 分呼び径

Ⅰ

Ⅱ

Ⅴ

Ⅶ

Ⅳ

Ⅲ

Ⅷ

単位：ｍｍ

冷媒配管（全ての施工場所）

冷水・冷温水管の配管支持金具

２ ４１ ３

ロックウール又はモルタル

露出部は５０、隠蔽部は２５

15 20 25 806540 125100 15032 20025030050

文　字

文
　

字

３
０

色別

色別

単位：ｍｍ

Ａ Ｔ Ｌ

断熱支持具の厚さ（Ｔ）と長さ（Ｌ）

点検口表示板

パイプシャフト表示板

２１３ １２

３

１０

ハンガー型断熱支持具

50mm 50mm

１、

２、

３、

４、

５、

６、

７、

８、

高さ１５０ｍｍまでステンレス鋼板で被覆する。

屋内露出の配管及びダクトの床貫通部は、その保温材保護のため、床面より少なくとも

保温筒使用困難な場所は、グラスウール又はロックウール保温帯を使用してもよい。

鉄板巻きの継目部にはシールを行う。

保温筒取り付けの鉄線巻きは１本（１ｍ）につき２箇所２回巻きとする。

どはバンドを取付ける。

屋内露出（一般居室、廊下）の場合、保温見切り部分には菊座、また分岐曲がり部な

ずれるおそれのある場合には、粘着テープ等を用いてずれ止めを行う。

テープ巻きは、配管の下方より上向きに巻き上げる。アルミガラスクロス巻き等で、

レンフィルムの場合は１／２重ね以上）、その他の場合は３０ｍｍ以上とする。

テープ巻きその他の重なり幅は、原則として、テープ状の場合は１５ｍｍ以上（ポリエチ

ポリスチレンフォーム保温筒は、１本につき２箇所以上粘着テープ２回巻きとする。

４

３
０

０

１５０

配管表示色

貫通部分にポリスチレンフォーム保温筒

ＶＰ管７５Ａ以下は鋼管と同じ

《 給排水管 》

１、鋼管の場合

※ 管径に関係なく通常の保温工事でよい。

※ 区画貫通箇所はロックウール材又はモルタル詰めを行う。

２、ＶＰの場合

【最上階４階まで　１時間耐火】

※ １２５ｍｍ以上は鋼管または大臣認定の耐火二層管を

　 使用する。

※ １００ｍｍには０.５t亜鉛鉄板を前後１ｍ巻くこと。

　・保温は保温材がポリスチレンフォーム保温筒の場合は

　　ロックウール保温帯２５tを鉄線にて取り付ける。

　・区画貫通箇所はロックウール材又はモルタル詰めを行う。

　・鉄板は区画貫通箇所を通して、前後１ｍ管材の上に巻き

　　その上に保温を行う。

※ ７５ｍｍ以下は鉄板巻き不要である。

　　貫通箇所はロックウール保温材又はモルタル詰めを行う。

　・保温材はポリスチレンフォーム保温筒でよい、ただし

※ 上記１時間耐火の管径より１ランク下げた管径を代入する。

【５階～最上階１４階まで　２時間耐火】

貫通部分にポリスチレンフォーム保温筒又はグラスウール保温筒を使用してはいけない。

防火区画貫通箇所施工要領

Ｖ Ｐ 管

鋼　管

《 ダ ク ト 》 《 冷水､冷温水管 》

ロックウール保温筒 ロックウール又はモルタル
ロックウール又はモルタル ロックウール保温筒

グラスウール保温筒

グラスウール保温筒１ｍ

ダンパー

グラスウール３２Ｋ×２５t グラスウール３２Ｋ×５０t

 金網 金網 ポリエチレンフィルム 

冷水､冷温水給水､給湯､温水､蒸気

色管　種管　種 色

　 横書きの場合は左側に色別バンドを取り付ける。

※ 屋内外露出の配管名表示部分には、縦書きの場合は下部、

※ 表示板の材質は塩化ビニール樹脂製とする。

１㎡　３７０ｇ以上
線径　０．６ｍｍ
２号　４５Ｋ

ＪＩＳ　Ｇ　３５３２
ＪＩＳ　Ａ　９５０４

アルミガラスクロス
原　紙
鉄　線
グラスウール保温筒

１㎡　３７０ｇ以上
厚さ　０．０５ｍｍ
線径　０．６ｍｍ
２号　４５Ｋ

ＪＩＳ　Ｚ　１７０２
ＪＩＳ　Ｇ　３５３２
ＪＩＳ　Ａ　９５０４

アルミガラスクロス
原　紙
ポリエチレンフィルム
鉄　線
グラスウール保温筒

材　　　　料　　　　名 規　　　　格 備　　　　考
１

２２
３

１

３
４ ４

５

材　　　　料　　　　名 備　　　　考規　　　　格

備　　　　考
２号　４５Ｋ

材　　　　料　　　　名 規　　　　格

２

４
５

備　　　　考

３

１
規　　　　格

線径　０．６ｍｍ

材　　　　料　　　　名

３

１
２ 鉄　線

ポリエチレンフィルム
ＪＩＳ　Ｇ　３５３２
ＪＩＳ　Ｚ　１７０２

２号　４５Ｋ
線径　０．６ｍｍ
厚さ　０．０５ｍｍ

グラスウール保温筒
鉄　線

ＪＩＳ　Ａ　９５０４
ＪＩＳ　Ｇ　３５３２

グラスウール保温筒 ＪＩＳ　Ａ　９５０４

着色アルミガラスクロス
ポリエチレンフィルム
粘着ビニールテープ
ポリスチレンフォーム保温筒

ＪＩＳ　Ｚ　１７０２
ＪＩＳ　Ｚ　１５２５
ＪＩＳ　Ａ　９５１１

黒色
厚さ　０．０５ｍｍ

（Ａ種３号）
厚さ　０．２ｍｍ

黒色
厚さ　０．０５ｍｍ
厚さ　０．２ｍｍ
（Ａ種３号）

ＪＩＳ　Ｚ　１７０２
ＪＩＳ　Ｚ　１５２５
ＪＩＳ　Ａ　９５０４

着色アルミガラスクロス
ポリエチレンフィルム
粘着ビニールテープ
グラスウール保温筒

備　　　　考
１

３
４

材　　　　料　　　　名 規　　　　格
１

２

４
３

備　　　　考材　　　　料　　　　名 規　　　　格

２

厚さ　０．０５ｍｍ
厚さ　０．２ｍｍ
（Ａ種３号）

ＪＩＳ　Ｚ　１７０２
ＪＩＳ　Ｚ　１５２５
ＪＩＳ　Ａ　９５１１ グラスウール保温筒

ポリエチレンフィルム
粘着ビニールテープ
ポリスチレンフォーム保温筒

厚さ　０．０５ｍｍ
線径　０．６ｍｍ
２号　４５Ｋ

ＪＩＳ　Ｚ　１７０２
ＪＩＳ　Ｇ　３５３２
ＪＩＳ　Ａ　９５０４

ポリエチレンフィルム
鉄　線

材　　　　料　　　　名

４

１

３
２

規　　　　格 備　　　　考 規　　　　格材　　　　料　　　　名
１

４

備　　　　考

３
２

外装材は冷温水に準じる

規　　　　格

３
４

１
２

備　　　　考材　　　　料　　　　名

※ 給湯、温水、蒸気の場合はポリエチレンフィルムを省略できる。

※ 天井、ＰＳ内の場合は原紙を省略できる。

※ 共同溝の保温の種別は特記による。

※ 厨房、浴室等の多湿箇所はカラー亜鉛鉄板をステンレス鋼板に読みかえる。 ※ ただし、天井内については上記に変えて断熱材被覆銅管（保温厚20mm）とする。

※ 天井、ＰＳ内の場合は原紙を省略できる。
※ 原紙＋アルミガラスクロスに替えアルミガラス化粧原紙を使用できる。

※ 原紙＋アルミガラスクロスに替えアルミガラス化粧原紙を使用できる。

詳細は標準仕様書による。

ステンレス鋼板ステンレス鋼板 ＪＩＳ　Ｇ　４３０５ ＪＩＳ　Ｇ　４３０５

板厚　０．５ｍｍ以上ＪＩＳ　Ａ　１３２２
板厚　０．５ｍｍ以上ＪＩＳ　Ａ　１３２２

３１ ２１ ４３２

冷 水 管

ガ ス 管

濃青色

緑

消 火 管 赤

茶の破線通 気 管

汚 水 管 茶 ２本

茶雑排水管

井 水 管 青 ３本

２本青揚 水 管

給 水 管 青

冷 媒 管 緑

肌色給 湯 管

空 気 管 白

黄油　　管

膨 張 管 ﾚﾝｶﾞ色 ２本

淡水色冷却水管

２本

暗い赤蒸 気 管

冷温水管 濃青､ﾚﾝｶﾞ色

ﾚﾝｶﾞ色温 水 管

Ｌ１５－３０８

Ｌ１６－１３４

Ｌ　８－７０１

Ｌ１４－１４３

Ｌ１６－１３５

Ｌ16-837･134

Ｌ１１－４４２

Ｌ　９－２０４

Ｌ　１－１０３６

〃

〃

〃

〃

Ｌ１６－８３７

Ｌ１１－４４２

Ｌ１６－１４１

Ｌ１１－２１４

Ｌ１５－７４６

※ ハンガー型は蝶番式又は提灯型を使用する。

※ 台型断熱材の厚さはハンガー型と同じとする。
※ 台型の場合は腰高品（既製品＋１０ｍｍ）を使用する。

　３２Ａ～１５０Ａ
　１５Ａ～　２５Ａ

２５０Ａ～３００Ａ
２００Ａ

４０

２０

３０
３０ ５０

１００

５０

１００

又はグラスウール保温筒を使用してはいけない。

２０

５０

７５

２５

３０

３０

３０

２５

２５

４０

４０

４０

２０

４０

２０

３０

２０

３０

４０

２０

２５

２５

２５

２５ ４０

５０

５０

５０

５０

５０

５０

グラスウール

ロックウール

グラスウール

ロックウール

ポリスチレンフォーム

グラスウール

ロックウール

ポリスチレンフォーム

グラスウール

ロックウール

５０

３０

４０

４０

４０

合成樹脂カバー２（ボタンパンチ施工）
合成樹脂カバー２（ボタンパンチ施工）

屋
外
露
出
　
　

(

バ
ル
コ
ニ
ー
・
開
放
廊
下
を
含
む
）

床
下
、
暗
渠
内
　
　
（
ピ
ッ
ト
内
含
む
）

機
械
室
・
書
庫
・
倉
庫

天
井
内
・
Ｐ
Ｓ
内
・
空
隙
間
中

屋
内
露
出
　
　
（
一
般
居
室
、
廊
下
）
　

浴
室
・
厨
房
等
の
多
湿
箇
所
　
（
厨
房
の
天
井
内
は
含
ま
な
い
）

※ ポリエチレンフィルムを省略できる給湯、温水、蒸気の場合は給水、排水の仕様による。

　 その場合ｱﾙﾐｶﾞﾗｽｸﾛｽ化粧ｸﾞﾗｽｳｰﾙ保温筒＋ｱﾙﾐｶﾞﾗｽｸﾛｽ粘着ﾃｰﾌﾟ(幅50mm)とすることもできる。

※ 給湯、温水、蒸気配管で室内及び暗渠内の伸縮継手、防震継手、フレキシブルジョイント

　 、弁及びフランジは保温を行わない。

　 可能性がある場合は火傷防止をおこなう。

※ 屋外は金網の下にポリエチレンフィルム を巻く。

※ 給水、給湯、冷水、冷温水用の露出配管で、保温を行う６５Ａ以上の弁、ストレーナー等

　 ビス、などにより容易に脱着できうる金属製カバーによる外装を施す。

（室内外共：カラー亜鉛鉄板）

※ 蒸気、温水配管で室内及び暗渠内の各種装置廻りの配管は保温を行わない、ただし火傷の

日塗工品番 日塗工品番

断熱材被覆銅管

保 温 施 工 標 準 図

※ 排水の床下・暗渠内および屋外露出は保温を行わない。

※ 粘着ビニールテープ１本１ｍに付き２箇所２回巻き

※ 通気管の保温は排水分岐より１００ｍｍのみ保温を行う。

※ 詳細は国土交通省機械設備工事共通仕様書及び同施工管理指針に基づく。

※ 設計図書に明記の無い場合又は疑いが生じた場合は監督員と協議する。

※ 特記以外はこの施工標準図による。

※ 現場の収まり、取り合い等の関係で設計図書によることが困難又は不都合な場合は監督員と協議する。

A2：S＝N・S市立湖東ひばり幼児園部分改修工事（機械・電気設備工事）

保温施工標準図

Ｍ－１４



特別な材料の工法17

Ⅰ

工

事

概

要

準工業 工業 指定なし

第２種低層 第１種中高層 第２種中高層 第１種住居 第２種住居

近隣商業 商業 工業専用

備 考延面積

工 事 名 称

工 事 場 所

用 途 規 制

NO 名 称 構 造工 種

概 要 説 明

別 途 工 事

Ⅱ

そ の 他 の 規 制

材料の品質等14

18 材料の検査に伴う試験

６

拡
声
設
備

工事範囲及び説明

施工方法

使用電線

機器使用

７

電
話
設
備

工事範囲及び説明

施工方法

方式

使用電機

機器仕様

８
電
機
時
計
表
示
設
備

工事範囲及び説明

施工方法

使用電線

機器仕様

９ 工事範囲及び説明

通
信
・
信
号
設
備

施工方法

使用電線

電界強度測定

10 工事範囲及び説明

施工方法

使用電線

機器仕様

電界強度測定

11

自
動
火
災
報
知
設
備

工事範囲及び説明

施工方法

使用電線

機器仕様

工事範囲及び説明

施工方法

使用電線

機器仕様

12

ガ
ス
漏
れ
警
報
設
備

13

防
火
戸
自
閉
設
備

工事範囲及び説明

施工方法

使用電機

機器仕様

14

雷
保
護
設
備

工事範囲及び説明

施工方法

突針

試験用端子

使用導線

電
気
工
事
仕
様

テ
レ
ビ
共
聴
設
備

施工基準1

項 目 特 記 事 項章

一

般

共

通

事

項

１

3 官公署その他への届出

工事実績情報の登録

(ＣＯＲＩＮＳ)

別契約の関連工事

技術管理

条件明示項目

安全対策

総括安全衛生管理義務者

4

5

7

9

10

11

発生材の処理等12

産業廃棄物の処理13

５

動
力
設
備

工事範囲及び説明

電気方法

施工方法

使用電気

ＧＰ管、ＣＰ管、ＣＰ－Ｅ管、ＰＥ管、ケーブル配線

工事範囲及び説明

施工方法

使用電線

照明器具

配線器具

その他

４

電
灯
コ
ン
セ
ン
ト
設
備

３
工事範囲及び説明

電気方式

分電盤

施工方法

使用電線

その他

電
灯
・
動
力
幹
線
設
備

(1.3.9)

(1.3.7)

適用基準等2

と。

受注者は、工事請負代金５００万円以上の工事について、工事実績情報サービス(ＣＯＲＩＮＳ)入力システムに基づき、「工事

受注者は、別途施工する工事別の業者間で互いに連絡を取り、定期的に協議を行い、工事施工上の調整を図ること。また、工事

区分の取り合いについて図示あるも、施工時に必要に応じ協議を行い連絡を密にすること。

現場代理人等6

の期間)については、主任技術者又は監理技術者の工事現場への専任を要しない。

電気保安技術者8

１ 本工事に使用する特定建設資材及び排出する特定建設資材廃棄物については、「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法

２ 「資源の有効な利用の促進に関する法律」（リサイクル法）及び建設副産物適正処理推進要綱を遵守し、建設副産物の発生抑

３ 受注者は、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」を遵守し、同法第１２条の３によるマニフェストシステムにより的確に実

施すること。

準住居

第１種低層

床 面 積 (ｍ2)

２ 特記仕様

(1) 項目は番号に 印のついたものを適用する。

(2) 特記事項は ・ 印のついたものを適用する。

・印のない場合は ※ 印のあるものを適用する。

・印と ※ 印のある場合はともに適用する。

(3) 特記事項に記載の（ ）内表示番号は、標仕の当該項目、当該表、当該図を示す。特記事項に記載の「 」内表示番号は、標仕の当該項目、当該表、当該

図を示す。

・本図は、工事の大要を示すものであるので、詳細位置等については、監督職員と打合せの上、その指示に従い入念に施工するこ

・本工事は、工事請負契約書及び同約款を遵守し、本特記仕様書を含む図面、標仕により完全に施工する。上記相互間に相違のあ
る場合の優先順位は、記載の順序とする。

・その他関係法規に基づき安全に施工すること。

・東近江市 都市整備部 施設建築課 工事管理マニュアル（最新版）

カルテ」を作成し、監督職員の確認を受けた後に、次に示す期間内に、㈱日本建築情報総合センター（ＪＡＣＩＣ）に提出すると

(1)工事受注時 契約締結後１０日以内

(2)工事内容の変更時 変更契約締結後１０日以内

(3)工事完成時 工事完成後１０日以内

る期間は、常駐の必要はないが、現場の保全を行い、緊急時の対応を速やかにとれる体制を確保すること。

付しなければならない。また、変更が生じた場合は、速やかに「現場代理人等変更届」を提出し、同様の確認を受けなければな

らない。

３ 主任（監理）技術者も同様の確認を受けなければならない。

５ 主任技術者又は監理技術者の専任を要しない期間

(2) 工事請負契約書（以下「契約書」という。）第３１条第１項の規定に基づく完了した旨の報告を受け、完了確認した翌日か

(1) 請負契約の締結後、現場施工に着手するまでの期間（現場事務所の設置、資機材の搬入又は仮設工事等が開始されるまで

ら契約期間満了までの期間については、主任技術者又は監理技術者の工事現場への専任を要しない。

受注者は、建設業法に定める専任の技術者の任命を行い、現場に派遣し技術管理に当たらせること。また,建設工事公衆災害防

する。

・要 ・不要

２ 材料、工法等の変更により建築基準法第６条第１項「計画の変更に係る確認」の申請(法第１８条第２項においての適用を含

受注者は、工事の内容に応じた火災保険、建築工事保険等を工事目的物に付するものとする。

を行い、関係法令に従い安全堅固に設置すること。

者と協議を行い、支障のなきよう努めること。

に、近隣家屋に騒音、振動等公害発生のなきよう留意し、工事全般に万全の対策を講ずること。また、実施運営についても担当

３ 別添仮設計画図・配置図等により示された仮設計画を参考に、受注者にて構造、施工方法について十分検討の上、事前に協議

４ 喫煙等については、一定の場所を指定し、火元責任者を配すること。

５ 受注者は、過積載等の違法運行防止を図るため、道路交通法を遵守する旨を記載した施工計画書を提出すること。

６ 建設機械は、国土交通省指定の低騒音型建設機械（標識を見やすい箇所に表示すること。）を使用すること。

労働安全衛生法第３０条第２項の総括安全衛生管理義務者を指名すること。

※構外搬出適切処理 ・指定（ ）

２ 工事車両の出入りについては、速度制限を遵守し、危険防止に努めること。また、必要に応じて交通整理員を配置するととも

(1) 品質及び性能に関する試験データが整備されていること。

(2) 生産施設及び品質の管理が適切に行われていること。

(3) 安定的な供給が可能であること。

(4) 法令等で定める許可、認可、認定、免許等を取得していること。

(5) 製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。

(6) 販売、保守等の営業体制が整えられていること。

15 材料等の保管

建築材料等16

シンナー等については、工事現場に放置することなく、保管を厳重に行い盗難を防止するとともに、保管数量についても、作業

建築材料等は、極力市内産品を選定することとし、製品等は、特記されたもの又は同等品以上とする。ただし、同等品以上とす

る場合は、監督職員の承諾を受ける。

屋内で使用する各種塗料類、接着剤類、その他の材料のホルムアルデヒド放散量はＦ☆☆☆☆とする。あわせて、その他室内空気

汚染（揮発性有機化合物）対策として、その原因となる物質の含有量が低濃度である材料を極力選定する。（標仕を参考とするこ

・本工事は、契約規則、建設業法、電気事業法、電気設備技術基準、有線電気通信法、日本電信電話株式会社基準、電波法、有線テレビジョン放送法、消防法、

建築基準法、労働安全衛生法等、関係諸法令を守り施工する。

・別契約の関係受注者が工事用仮設物を定置したものは、無償にて使用できる。

・機器の据付、配管支持については、地耐力を考慮し、「建築設備耐震設計施工指針」に基づき施工する。

① 耐震計画書(１００kgを超える機器・アンテナブラケット等監理者の指示による。)

② 耐風荷重計算書(突針支持管、太陽光発電、風力発電、テレビアンテナ等監理者の指示による。)

③ ブロックマンホール・ブロックハンドホールの強度計算書

④ 高調波発生の有無/抑制対策書

・建物ＥＸＰ－Ｊ部分及び振動機器接続箇所に使用する可とう電線管は、ビニル被覆金属製２種可とう電線管とする。

・露出配管を行う場合は、施工前に素地ごしらえ(エッチングプライマー等)と下塗りを行い、施工仕上げ塗装を行う。

・設計図中ＰＦ電線管は、合成樹脂可とう管(一重管)自己消火型を示す。

・内側断熱施工される構造体のコンクリートに埋込むボックス等には、断熱材等を取付け結露対策を講ずること。

・地中線路は、(・コンクリート製ケーブル埋設標 ・埋設標示ピン)を設ける。

・内線規定、技術基準に準拠して図示なくとも必要箇所には規定に従うこと。

・振動の発生源となる機器には、全て防振緩衝材等を設けること。

・有価材の処分については、監督職員と協議を行い、適切に処分すること。

・各リストの数量は、平面図等から数量を再確認すること。

・マンホール、ハンドホール内にてケーブルの余長を見込むこと。

・既設建物はつり、穴開け等に関しては、ダイヤモンドカッターを使用するものとし、事前に簡易配筋検査を行うこと。

・配線器具は、ＪＩＳワイド形(白色)とする。

・本工事費内にて( ・工事着工前 ・躯体完了時)に( ・受信点 ・協議による２０箇所)の電界強度測定を行う。

・電波障害対策工事費は、( ・本工事 ・別途工事 ・工事期間中別途発注)とする。 (調査業務)

・行き先表示札については、湿気のある場所は、耐湿型の製品を使用し表示文字の劣化がしないこと。

・予備配管については、材質・口径を記入する。

・電線の色分けは、標準仕様書どおりとし、ケーブルの場合は、端末にて相別を施す。

・配線の特記なきものは、エコ電線・エコケーブルを使用する。

・配管の特記なきものは、ねじなし電線管（ＣＰ－Ｅ）とする。

３相３線式２１０Ｖ 単相 線式 Ｖ

既設分電盤の改修(動力 １面 電灯 １面)

ＣＰ管、ＣＰ－Ｅ管、ＦＥＰ管、ケーブル配線

ＥＭ－ＩＥ ＯＣ ＤＶ ６００Ｖ ＥＭ－ＣＥＥ

ＦＥＰ管、ＣＰＥ管、ＰＦ管、ケーブル配線

ワイド型簡易耐火用プレート

ＥＭ－ＩＥ ６００Ｖ ＥＭ－ＣＥ ６００Ｖ ＥＭ－ＣＥＴ ＥＥＲ ＥＥＦ ＦＰ－C

姿図による又は公共施設品番による。

架空配線の場合は、太陽光に対する耐光性を考慮し、電線種別／工事方法を決定すること。

ＰＥ管、ケーブル配線

ＥＭ－ＩＥ ＨＩＶ ＨＰ ＭＶＶＳ ＥＭ－ＡＥ ４Ｓ６ Ｓ－５Ｃ－ＦＢ

弱電機器姿図参照

架空配線の場合は、太陽光に対する耐光性を考慮し、電線種別／工事方法を決定すること。

ＰＥ管

電子ボタン式 電子交換式

ＣＣＰ(市内ＣＣＰケーブル) ＥＢＴ(電子ボタン電話用ケーブル)

ＥＭ－ＣＰＥＥ(市内対ポリエチレン絶縁耐燃性ポリエチレンシースケーブル)

ＰＥ－Ｖ(構内ケーブル) ＥＭ－ＴＩＥＦ(屋内用通信電線) 導入線１．６mm

ＰＦ管

弱電機器姿図参照

ＥＭ－ＩＥ 芯ビニルコード ＥＭ－ＡＥ

ＰＦ管、ケーブル配線

弱電機器姿図参照

ＥＭ－ＣＰＥＥ(市内対ポリエチレン絶縁耐燃性ポリエチレンシースケーブル)

ＣＰＶ（制御用ＥＰゴム絶縁ビニルシースケーブル） ＥＭ－ＡＥ ＣＰＥＶ ＵＴＰ

ＰＦ管、ケーブル配線

凡例による。

地上デジタル波対応機器とする。

施工前に測定し、各局毎の電界強度測定値を提出する。

ＥＭ－Ｓ－５ＣＦＢ ＥＭ－Ｓ－７ＣＦＢ Ｓ－５ＣＦＢ

ＰＦ管、ケーブル管

凡例による。

ＥＭ－ＩＭ ＨＩＶ ＨＰ ＥＭ－ＡＭ ＡＥ

ＰＦ管、ケーブル管

ＥＭ－ＩＭ ＥＭ－ＡＭ ＥＭ－ＣＰＥＥ

凡例による。ＬＰＧ用ガス漏れ検知器(既設に合わせること。)

所轄消防署と協議の上、完全に施工する。

別途建築工事と打合せの上、完全に施工する。

ＥＭ－ＩＥ ＨＩＶ ＨＰ ＥＭ－ＡＥ ＥＭ－ＨＰ

ＪＩＳＡ４２０１に準じて施工する。

(1.1.1)

(1.1.3)

(1.1.4)

(1.1.7)

(1.3.8)

(1.4.2)

（1.4.6）

（1.4.1）

ＥＭ－ＩＥ ＨＩＶ ＯＷ ＤＶ ６００Ｖ ＥＭ－ＣＥ ６００Ｖ ＥＭ－ＣＥＥ ＥＥＲ ＦＰ－Ｃ

３相３線式２１０Ｖ ３相 線式 Ｖ

３ 施工に際し、施工手順書である建築工事施工チェックシート（最新版）に従い提出のこと。

電 気 設 備 工 事 特 記 仕 様 書

前、作業終了後の確認等確実な管理を行うものとする。

２

共

通

事

項

本工事における、官公庁の各検査、完了に係る消防法等全ての法的検査は、受注者にて行うものとする。また、その費用（手数

料とも）は、一切受注者負担とする。

本工事に使用する材料は、設計図書に定める所要の品質、性能を有するものとし、ＪＩＳ又はＪＡＳのマーク表示のない材料、

・図示のない限り露出配管は、全て塗装する。(機械室電気室内の塗装 ※要 ・否)(ＥＰＳ共同溝内の塗装 ・要 ※否)

４ 現場代理人と主任技術者又は監理技術者を兼ねることができる。

制及び再利用の促進に努めること。また、再生資源利用〔促進〕計画書及び同実施書を作成し、速やかに報告のこと。

４ 施工計画書には、契約者の写し、施工者の写し、搬出先までのルート図、運搬車のナンバープレート一覧を添付すること。

１ 原則として、現場代理人は、他の工事と重複して従事することはできない。ただし、工事準備等を含め工事現場が不稼動であ

２ 現場代理人は、監督職員に受注者との直接的な雇用関係の確認できるもの（健康保険証の写し等）を「現場代理人等届」に添

む。）又は「軽微な変更の届け」の届けの必要が生じた場合は、申請手数料も含めて受注者の負担にて遅滞なくこれを行うこと。

１ 工事車両の出入りについては、現場協議の上、決定し、安全管理員を配置して危険防止に努めること。

律（建設リサイクル法）を遵守し、分別解体及び再資源化を実施すること。

その製造者は、次の（1）から（6）の事項を満たすものとする。

・本工事に必要な仮設電力、ガス、水道等の引込工事費、負担金、基本料金、使用料金等は引渡し日まで、原則として受注者の負担とする。また、引渡しまでの

本設受電も同様とする。

なお、変更時と完成時の間が１０日に満たない場合は、変更時の提出を省略できるものとする。

・設計図書は、工事の大要を示すものであり、着工前に施工図等を提出し監督職員の承諾を受けること。

なお、設計図書に、明記なき事項で、技術上、美観上又は保安上当然必要と認められるもの並びに現場の納まり上必要な軽微な変更は、監督職員と協議の上、

指示により施工する。この場合原則として工事費の増減は行わない。

当該商品又は同等以上の品（以降、同等品と記す。）を使用するものとし、同等品を使用する場合は、監督職員の承諾を受ける。

本工事は、次に掲げる事項に従って、電灯コンセント設備工事の一切を施工する。

本工事は、次に掲げる事項に従って、動力設備工事の一切を施工する。

本工事は、次に掲げる事項に従って、拡声設備工事の一切を施工する。

本工事は、次に掲げる事項に従って、通信及び信号設備工事の一切を施工する。

本工事は、次に掲げる事項に従って、自動火災報知設備工事の一切を施工する。

本工事は、次に掲げる事項に従って、ガス漏れ警報設備工事の一切を施工する。

本工事は、次に掲げる事項に従って、防火戸自閉設備工事の一切を施工する。

本工事は、次に掲げる事項に従って、雷保護設備の一切を施工する。

工事現場に置く電気保安技術者は、電気事業法に基づく電気主任技術者の職務を補佐し、電気工作物の保安の業務を行うものと

・既設取り外し再使用取付機器は、ワックス清掃、絶縁測定(本工事費内で必要により改修)、ランプ替え等の上、取り付ける。

・工事着工前に次に掲げる書類を提出のこと。

・長さ１m以上の入線しない空配管、予備配管には、ビニル被覆鉄線（１．２mm）を入線し、名札を取り付ける。

・ハンドホール、プルボックス、盤内の電線ケーブルには行先、用途、サイズ等を明記した名札を取り付ける。

・接地極埋設位置付近に設置埋設標を取り付けること。

風致地区 自然公園 市街化区域 市街化調整区域 法２２条指定区域 指定なし

・公共建築設備工事標準図(電気設備工事編)（国土交通省大臣官房官庁営繕部設備・環境課監修 最新版）

１ 図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、全て国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築工事標準仕様書(電気設備工事編)(最新版)」(以下「標仕

という。）及び「公共建築改修工事標準仕様書(電気設備工事編)(最新版)」(以下「改修標仕」という。)による。国土交通省大臣官房官庁営繕部監修 「電気設

備工事監理指針(最新版)」及び「建築改修工事監理指針(最新版)」を参考とする。機械設備工事及び建築工事を本工事に含む場合、機械設備工事及び建築工事

は、それぞれの工事特記仕様書を適用する。

・電気設備工事監理指針（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修 最新版）

受注者は、産業廃棄物を適正に処理するに当たり以下事項を含め、事前に監督職員に施工計画書を提出して承諾を受けること。

◆ 発 注 者 ◆◆ 設 計 事 務 所 ◆◆ 備 考 ◆

◆ 図 面 番 号 ◆

◆ 工 事 名 称 ◆ ◆ 図 面 名 ◆ ◆ 縮 尺 ◆ 図 作 者図 作 者確 認 者確 認 者
製 図

最新日

契約工期による。工 事 期 間

５ ＰＣＢを使用した器具については、監督職員の指示に従い指定された場所に搬出すること。

ともに、センター登録の「登録内容確認書」の写しを監督職員に提出すること。ただし、期間には、土曜日・日曜日・国民の祝日

に関する法律に定める国民の祝日等は含まない。

止対策要綱を遵守すること。

(1.3.3)

１ 部分的な設計変更又は一部の追加工事などに関して請負代金に増減が生じた場合受注者は、施工に先立ち工事費の増減を精算

した内訳明細書を提出し、監督職員の承諾を受けること。

なお、これらの材料を使用する場合は、設計図書に定める品質及び性能を有することの証明となる資料または外部機関（（社）

公共建築協会等）が発行する「建築材料・設備機材等品質性能評価事業」の評価書等の写しを、監督職員に提出して承諾を受ける

ものとする。ただし、あらかじめ監督職員の承諾を受けた場合は、この限りではない。また、備考欄に商品名が記載された材料は、

と。）さらに、環境配慮の視点から、グリ－ン購入法に基づくエコマ－ク商品や建設リサイクル法により再資源化されたリサイク

ル製品、材料の利用にも努めること。

適用工事種別 技能検定作業

標仕に記載されていない特別な材料の工法については、材料製造所の指定する工法とする。

試験は、原則として公的試験場で行うものとし、その場所の決定に当たっては、監督職員の承諾を受けること。

（1.4.5）

（1.5.2）

技能士19

・地中埋設管路(高圧、低圧、弱電)には、ＧＬ－３００mmの深さに埋設標識シートを敷設する。(※２倍折 ・３．５倍折)

・建築工事にてポリスチレンフォーム等の打込み箇所には、原則として、コンクリート内埋設配管工事は行わない。

・照明用スイッチが、ボックス１個当たりに多数ある場合は、監督職員と協議し本工事費内にてネーム入りスイッチとする。

・配線器具プレートは、凡例によるが特記なき場合は、右記とする。(・新金属製プレート ・樹脂製プレート)

・当該工事において、既設配管、既設埋設配管、機器等があった場合は、監督職員の指示により本工事費内で迂回工事もしくは撤去工事等を行う。撤去工事を行

う場合は、既設調査確認の上、既設に支障のないよう処理する。

・屋外及び外壁面施工による各種配管支持材は、( ・ステンレス型 ・溶融亜鉛メッキ（ＪＩＳ Ｈ８６、４１の２種))とする。

・二重天井ケーブル配線工事の場合は、カラーケーブルによる色分けを行い、色の種類については、監督職員と協議の上、決定とする。

本工事は、次に掲げる事項に従って、電灯及び幹線設備工事の一切を施工する。

本工事は、次に掲げる事項に従って、電話設備工事の一切を施工する。

本工事は、次に掲げる事項に従って、電気時計表示設備工事の一切を施工する。

本工事は、次に掲げる事項に従って、共聴(ケーブルＴＶ等)設備工事の一切を施工する。

アンテナ位置は、建築意匠、強度等を考慮し監督職員と協議する。

・工事写真撮影ガイドブック（電気設備工事編）（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修 最新版）

・防火区画貫通に関しては、関係諸法規に基づき完全に施工し全施工箇所の写真を撮影すること。

・ ・ ９ ・ １２

完成時の提出図書

化学物質の濃度測定

技術検査

20

21

22

取扱説明書の作成24

・サービス版 ※キャビネ版 主として内観

主として外観

工事月報用

完了届提出用

必要に応じ撮影する

・サービス版

・サービス版

・サービス版

・サービス版 ※キャビネ版

定期提出

完成時

工事中

着工前

区 分

状況によりつなぎ写真・サービス版

工事写真25

施工完了時に室内空気中のホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼン、スチレン、パラジクロロベンゼン、アセ

着工前の測定 ※行わない ・行う 測定対象室 ・図示

工事施工途中において、適宜中間技術検査を行う。
測定箇所数 ○箇所（監督職員の指示による。） ・図示

※施工計画書 提出部数 ※１部 ・ 部

※施工図 提出部数 ※１部 ・ 部 (指定サイズ及び電子媒体（ＣＤ－Ｒ））

※保全に関する資料 提出部数 ※２部 ・ 部

分類・規格 撮影箇所 備 考

2

1

2

2

2

2

提出部数

・ ・ ５ ・ ７

・ ・１０ ・ ３０

・ ３・ ６ ・ ９

・ ５・ ９ ・ ３０

ファイル形式をＪＰＥＧとし、ＤＶＤ－Ｒにて提出すること。

（1.5.9）

（1.6.2）

（1.7.1から3）（表1.7.1）

各種検査合格書等23 各種検査を必要とするもの、責任施工のもの等は、各合格書又は保証書、その写し各２部を提出すること。

なお、責任施工のものは、請負契約者・施工下請業者・材料製造所の連名書とする。

トアルデヒドの濃度を測定し、報告する。測定は,パッシブ型採取機器により行う。

※完成図(しゅん工図)提出部数 ※４部 ・ 部（訂正した図面）

しゅん工引渡し時に取扱説明書等必要書類を必要部数作成し、ファイリングして提出すること。（部数、詳細については、監督

職員の指示による。）

しゅん工写真

※東近江市の求める部数とする。【データとも提出（ＪＷＷ及びＰＤＦ形式)】

工事管理写真はカラーとし、その内容が明確に判別できるものとする。デジタルカメラの総画素数は６００万画素以上（２８０

０×２１００）以上とする。

市内下請

設計ＧＬ26

27

29 施工体制点検

30 不法無線局の排除

地元説明会31

近隣家屋の調査32

バリアフリー33

施工図等の取り扱い

設計図の製本

環境配慮

軽微な変更

34

35

36

37

※図示 ・現場にて指示

市内下請業者・市内材料調達の促進について

１ 本市発注の建設工事等の施工に当たり、下請契約する場合には、できる限り東近江市に本店を有する業者へ発注するよう努め

「公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関する法律」に従い、施工体制を講じること。

受注者は、電波法を遵守し、不法無線局を搭載した工事車両を使用しないものとし、工事現場において、不法無線局を搭載して

いると疑わしい車両を発見したときは、速やかに監督職員にその旨報告すること。

受注者は、工事の着手前、完了後に、図示部分の近隣家屋、工作物等の調査を実施し、工事の起因する損傷等の有無を確認する

こと。万一、損傷等が生じた場合は、受注者の責任において現状に復旧すること。また、受注者自ら必要と思われる図示以外の近

隣家屋、工作物等についても調査を行うこと。

使用電力、燃料等の使用を抑制し、効率的な施工計画をたて、省エネ施工に努めること。

バリアフリー化に当たっては、「だれもが住みたくなる福祉滋賀のまちづくり条例」を遵守すること。

工事着手前に製本を作成し、監督職員に提出のこと。指定サイズ（Ａ1又はＡ3）４部

設計図書に明記なくとも機能上、構造上当然必要と認められる軽微な変更及び追加工事においては、請負金額の増減対象としな

材料調達の促進

ること。その場合適正な価格で請け負わせ、下請代金は、適正な期間内に支払うこと等、下請契約、下請代金支払の適正化に努

めること。

施工図等の著作権に係る当該建築物に限る使用権は、発注者に移譲するものとする。

完成写真の撮影場所は、監督職員の指示による。しゅん工写真は、アルバム製本にて提出すること。

保険等28 受注者は、工事の内容に応じた火災保険、建設工事組立保険等を工事目的物に付すとともに、第三者等への損害についても補償

する保険に加入すること。

２ 工事施工に必要な建設用資材や建設機械を購入又は借り入れする場合は、極力地場調達するなど、施工に当たっての配慮をす

ること。

受注者は、施工に先立ち地元自治会、近隣住人等に工事施工内容の説明を行うこと。

い。また、その費用（手数料とも）は、一切受注者負担とする。

工事写真の撮影要領は、「工事写真撮影ガイドブック（電気設備工事編）（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修最新版）による。
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不当介入の防止

その他

する。

１ 受注者は、暴力団員等（暴力団の構成員，暴力団関係者、その他市発注工事等に対して不当介入をしようとする全ての者をい

２ 受注者は、前項により通報を行った場合には、速やかにその内容を記載した通報書(別記様式第１号)により所轄警察署に届け

３ 受注者は、暴力団員等による不当介入を受けたことが明らかになり、工程等に被害が生じた場合は、監督職員と協議するもの

・定例会では、前回議事の確認、本回工事会議の確認、指示事項、その他質疑等、次回打合せ日程の確認を行うこと。また、月

・工事関係書類等は、書面にて残すこと。工事関係者は腕章を付けるなどして、容易に区別できるようにすること。

こと。

・質疑については、所定の様式でやりとりを行うこと。

１回総合定例として、電気、機械等の設計者を交えて会議を行うこと。

・建築工事下請人報告書、施工体制台帳等届出書(施工体制台帳、施工体系図)再下請通知書について、金額にかかわらず提出する

出るとともに、監督職員に報告するものとする。また、受注者は、以上のことについて、下請請負人(再委託の協力者を含む。)

に対して、十分に指導を行うものとする。

東近江市の発注する建設工事等における暴力団員等による不当介入の排除について

（「不当介入に関する通報制度」の徹底について）

う。）による不当介入（不当な要求又は業務の妨害）を受けた場合は、断固としてこれを拒否するとともに、不当介入があった

時点で速やかに警察に通報を行うとともに、捜査上必要な協力を行うものとする。
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建設業退職金共済制度 建設業退職金共済制度に加入し、その掛金収納書の写しを監督職員へ提出すること。また、「建設業退職金共済制度適用事業主

工事現場」の標識を建設現場に掲示すること。

・部分使用については、しゅん工検査までに使用する場合は、検査員の検査を行う。検査の指示に従い、書類を用意すること。

・あと施工アンカー

施工方法 ・ 接着系 （ ※ 有機系 ・ 接着剤 ）

・ 金属拡張系 （ ※ 本体打込式 ・ ）

試験等 性能確認試験 ※行う ・行わない

施工確認 ※行う ・行わない

種目 特 記 事 項適用

工事範囲及び説明

電気方法

施工方法

使用電線

負担金

その他

高(

低)

圧
引
込
設
備

１

２ 工事範囲及び説明

電気方式

形式

配電盤

変圧器

母線

付属品・予備品

受
変
電
設
備

相 線式 Ｖ

地中 架空

６ｋＶ ＥＭ－ＣＮ ６ｋＶ ＥＭ－ＣＥＴ ６００Ｖ ＥＭ－ＣＥ ６００Ｖ ＥＭ－ＣＥＴ ＯＥ ＤＶ

要 不要

１次側 ３相３線式６,６００Ｖ、２次側 ３相 ３線式２１０Ｖ 単相 線式 Ｖ

屋内型 フレーム組立開放型 キュービクル

高圧配電盤 低圧配電盤

３相 単相

ＫＩＰ ＰＤＣ 銅棒

電力ヒューズ(１組) フック棒(大・小) 絶縁マット

架空引込の場合は、太陽光に対する耐光性を考慮し、電線種別／工事方法を決定すること。

項 目

Ｂ種接地抵抗値は、関西電力㈱と打ち合せた値とする。

本工事は、次に掲げる事項に従って、受変電設備工事の一切を施工する。

本工事は、次に掲げる事項に従って、高(低)圧引込設備の一切を施工する。

・既設インサート及びアンカーボルトを ※使用しない ・使用する

瑞晃建築事務所
ＴＥＬ ０７４８-２３-５３３０
ＦＡＸ ０７４８-２４-５３３０

東 近 江 市 役 所

1回目H○.○.○

2回目H○.○.○

3回目H○.○.○

4回目H○.○.○

5回目H○.○.○

6回目H○.○.○

7回目H○.○.○

8回目H○.○.○

市立湖東ひばり幼児園部分改修工事（機械・電気設備工事） 電気設備工事 特記仕様書（１）
Ｅ-01

市立湖東ひばり幼児園部分改修工事（機械・電気設備工事）

東近江市平松町829番地

市立

湖東ひばり幼児園

改修 RC

便所・沐浴室・保育室の改修

空調設備の増設

図面記載のある工事一式



コイト

愛知

日動電工

得て使用すること。

大日

北勢福西小島 長谷川

大垣 東芝 戸上 日立

冨士 三菱

東芝 戸上 日本高圧 日立大垣

三菱

エナジーサポート

冨士

愛知 東芝 日立 冨士 三菱

指月 東芝 日立 冨士 三菱

愛知

適用種目 項　 目 特　　　記　　　事　　　項

15

自
家
発
電
設
備

工事範囲及び説明

施工方法

定格

使用電線

機器仕様

配管材料

16

機
械
警
備
設
備

工事範囲及び説明

施工方法

工事範囲及び説明

施工方法

17

監
視
カ
メ
ラ
設
備

工事範囲及び説明
18

撤
去
工
事

使用電線

機器仕様

タチバナ 電成興業

日本コンクリート 三谷セキサン ヨシモト

日本高圧

高圧開閉器

変　　圧　　器

コンデンサー
ニチコン

キュービクル

キュービクル(改修)
新岩村 大正 三星 名神 河村

内外 日東

下平 中立 内外

新岩村 大正 三星 名神 河村

東芝 内外 日東 パナソニック

岩崎 遠藤 オーデリック 大光

日立 マックスレイ

三菱

照明器具

夜間照明器具 岩崎 パナソニック

配線器具 神保 パナソニック

拡声機器 パナソニック ユニペックス

AV機器 パナソニック ユニペックス

時計 パナソニック

インターホン
アイホン 東芝 日立 日本インターホン

パナソニック

トイレ呼出機器 アイホン

来客報知機器 アイホン パナソニック

表示器 アイホン

日本アンテナ マスプロ電工 パナソニック
テレビ共聴機器

火災報知機器 沖電気防災 ニッタン 能美防災 ホーチキ パナソニック

非常警報機器 沖電気防災 ニッタン 能美防災 ホーチキ パナソニック

防火戸自閉機器 沖電気防災 ニッタン 能美防災 ホーチキ パナソニック

ガス漏れ警報器
沖電気防災 新コスモス ニッタン 能美防災 ホーチキ パナソニック

矢崎

避雷針 大阪 四興 ワールド

自家発電機器
オーハツ ダイハツ 西芝 日立 三菱重工

三菱電機 明電舎 ヤンマー

蓄電池 新神戸電気 古河電池 パナソニック

電話装置
沖 東芝 ナカヨ

デジタル交換機 沖 日立 富士通

警備保障

電気温水器

舞台照明 東芝 パナソニック 松村 丸茂

舞台音響

監視カメラ パナソニック ユニペックス

太陽光発電
京セラ 三菱電機

上記メーカーは、参考とし、同等発電能力を有することにより他メーカーの採用を可とする。

ＰＦ管、ケーブル管

弱電機器姿図、凡例による。

ＥＭ－ＩＭ　　　ＨＩＶ　　　ＨＰ　　　ＥＭ－ＡＭ　　　Ｓ－５Ｃ－ＦＢ　　　ＭＶＶＳ　　　

製　　造　　業　　者機　材　名適用

電　　　　　　線

ケ　ー　ブ　ル

電　　線　　管

同　上　付　属　品

ビニル電線管

同　上　付　属　品

使　用　機　材　製　造　者　指　定

ＦＥＰ電線管

ＰＦ電線管

プルボックス

コンクリート柱

コンクリート(二次製品)

マンホール蓋

高圧しゃ断器

摂陽工業

ダイヘン

エナジーサポート

明電舎

積水化学工業

草川

東芝

草川

テンパール

ＴＩＣシチズン

ＮＥＣ

ＴＯＡ

ＤＸアンテナ

ｾｲｺｰﾀｲﾑｼｽﾃﾑ

ケアコム

ケアコム

ケアコム

ケアコム

東芝

ヤマギワ

日本電気ＨＥ

ＪＥＵＧＩＡ

ＴＯＡ

パナソニック

ＪＲＣ

シャープ

ＮＴＴ

東芝

塚本

ＴＯＡ

ＴＩＣシチズン

ＧＳユアサ

竹中ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ

ＪＶＣケンウッド

ＧＳユアサ

ＴＯＡ

日本工業規格（ＪＩＳ規格）

日本工業規格（ＪＩＳ規格）

日本工業規格（ＪＩＳ規格）

日本工業規格（ＪＩＳ規格）

日本工業規格（ＪＩＳ規格）

日本工業規格（ＪＩＳ規格）

日本工業規格（ＪＩＳ規格）

ＪＩＳ　Ｃ　３６５３　施工方法に適する電線管(角型・丸型とも)ねじ込み接続工法可とする。

容量　　　　　ＫＶＡ　　　電圧　　　　Ｖ

日本内燃力発電設備協会認定合格品とする。

本工事は、次に掲げる事項に従って、自家発電設備工事の一切を施工する。

本工事は、次に掲げる事項に従って、機械警備設備工事の一切を施工する。

本工事は、次に掲げる事項に従って、監視カメラ設備工事の一切を施工する。

◆ 備 考 ◆ ◆　発　注　者　◆◆ 設 計 事 務 所 ◆

製 図

最新日

◆ 図 面 番 号 ◆

◆ 工 事 名 称 ◆ ◆ 図 面 名 ◆ ◆ 縮 尺 ◆ 図 作 者図 作 者確 認 者確 認 者

　本工事に使用する機器材料は、下記に指定する製造者のものを使用すること。ただし、同等品以上の物を使用する場合には、施設建築課所定の様式により承諾を

八州電工 ネグロス電工

日本ネットワーク

下平 中立 内外 日溝 別川

分電盤

配電盤
かわでん 別川

コイズミ

東芝ライテック

パナソニック

山田

東芝ライテック

星和

ＳＯＮＹ

ＳＯＮＹ ＪＶＣケンウッド

ＪＶＣケンウッド

ＨＹＳ ミハル通信

ＮＩＰ

ＧＳユアサ

岩崎 日立

パナソニック

ＴＯＴＯ東芝 日立 三菱 パナソニック

ヤマハ ＳＯＮＹ

ＳＯＮＹ

ＪＶＣケンウッド

ＬＩＸＩＬ

 　． 　． 　．

 　． 　． 　．

 　． 　． 　．

 　． 　． 　．

 　． 　． 　．

 　． 　． 　．

 　． 　． 　．

1回目H○.○.○

2回目H○.○.○

3回目H○.○.○

4回目H○.○.○

5回目H○.○.○

6回目H○.○.○

7回目H○.○.○

8回目H○.○.○

東 近 江 市 役 所 電気設備工事　特記仕様書（２）
Ｅ-02

新岩村 大正 名神 藤原

本工事は、改修に伴う撤去工事の一切を施工する。

瑞晃建築事務所
ＴＥＬ　　０７４８-２３-５３３０
ＦＡＸ    ０７４８-２４-５３３０

市立湖東ひばり幼児園部分改修工事（機械・電気設備工事）

ア
ス
ベ
ス
ト
解
体
工
事

１

２

３

工 事 仕 様

事 前 調 査

分析調査

９

10

４ 事前説明

システムによる報告

届　出

立　会

石綿粉じん濃度測定

５

６

７

８

11

12

13

14

石綿含有吹付け材

報告書

石綿含有仕上塗材

石綿含有成形板等

石綿含有保温材等

管理責任者

　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　

(解1.4.1)

(解1.4.1)

・ 本特記仕様書によるほか、厚生労働省労働基準局安全衛生部化学物質対策課及び環境省水・大気環境局大気環境課がとりまとめ

た「建築物等の解体等に係る石綿ばく露防止及び石綿飛散防止対策徹底マニュアル」及び東近江市の「石綿含有建材等の除却等を

伴う解体工事の手引き」による。

※　事前調査は建築物石綿含有建材調査者の資格を有すること。

調査範囲　　　※　本工事の対象となる範囲全て

・本工事の除去等作業に伴い、石綿含有建材の有無を確認するため分析調査を行うこと。

備　　　　　考箇所又は室名 使用箇所 調査対象材料

貸与等　　　　・新築時設計図書　　　・石綿含有分析結果書　　　・その他（　　　　　　　　）

・石綿含有分析結果書

種別 調査、分析結果概要等

園児用便所 床 CFシート、接着剤、下地モルタル

園児用便所 床、壁 タイル目地、下地モルタル

園児用便所 天井 化粧石膏ボード

木浴室 天井 ケイ酸カルシウム板

・不検出

・不検出

・不検出

・不検出

処分方法

・

・　グローブバッグを使用して除去

除去工法 ※　原形のまま手ばらし

・　常時湿潤化した状態で切断又は破砕

飛散抑制措置 ※　養生シート等 ・　

除去後の処理 ※　埋立処分(ｴ)(b)① ・　中間処理(ｴ)(b)②

石綿含有仕上塗材の処理等

・　中間処理(ｴ)(b)②

(解6.1.3)

(解6.3.1-4)

(解6.3.2)

(解6.3.2)

(解6.3.3)

(解6.4.1-4)

(解6.3.2)

(解6.3.2)

(解6.5.1)

(解6.5.3)

(解6.6.1-5)

(解6.6.1)

(解6.5.3)

(解6.6.4)

・　「解体等工事に係る事前調査説明書」により事前調査について説明を行うこと。

（「石綿含有建材の除去等を伴う解体工事の手引き」参照）

・　石綿事前調査結果報告システムにより事前調査結果を知事及び労働基準監督署に報告すること。

・　東近江環境事務所と協議の上、「特定粉じん排出等作業実施届出書」（２部）を作成し、監督職員に提出すること。

・　東近江労働基準監督署と協議の上、「建設工事計画書」を作成し、提出すること。

・　「特定粉じん排出等作業実施届出書」に伴う東近江環境事務所の現地審査に立会し、対応を行うこと。

・　不隔離空間全体からの石綿漏えい確認のための石綿濃度の測定を行うこと。

・　アスベスト粉じん濃度測定の時期等は、国道交通省大臣官房官庁営繕部監修「建築物解体工事共通仕様書・同解説（平成24年

版）」の解説6.1.3を参照すること。

・　環境省の「アスベストモニタリングマニュアル（第4.2版）」に定めた測定方法により実施すること。

・　特別管理産業廃棄物管理責任者を選任すること。

石綿含有吹付け材の処理等

※　飛散抑制剤等により湿潤化した後に除去除去工法

飛散抑制措置 ※　湿潤化

※　埋立処分(a)

・　固定化

・　中間処理(b)

石綿含有保温材等の処理等

・　切断又は破砕して除去

※　原形のまま手ばらし

・　封じ込め工法

・　囲い込み工法

除去工法

飛散抑制措置

処分方法

石綿含有成形板等の処理等

※　埋立処分(a)

※　湿潤化

・　中間処理(b)

・　

・　高圧水洗工法

・　剥離剤を用いる工法

・　電気グラインダー等を使用する工法

・　ウォータークリーン工法

※　埋立処分(ｴ)(b)①

・　汚泥処理

報告書（１部）を作成し、提出すること。

・　石綿含有建材の除去等作業、廃石綿等の処分後には、「石綿含有建材の除去等を伴う解体等工事の手引き」に基づき作業記録

・　「特定粉じん排出等作業完了報告書」（２部）を作成し、監督職員に提出すること。

・　「作業完了報告書」を作成し、東近江労働基準監督署に提出すること。

処分方法

除去後の処理

除去工法

備　　　　考測定点数測定場所測定時期

4

4

4

使用箇所 参考数量 使用材料名箇所又は室名 備　　考

使用箇所 参考数量 使用材料名箇所又は室名 備　　考

使用箇所 参考数量 使用材料名箇所又は室名 備　　考

使用箇所 参考数量 使用材料名箇所又は室名 備　　考

(解6.5.1-4)

処理作業前

処理作業中

処理作業後

石綿除去作業場内

敷地の境界又は施工区域境界

セキュリティーゾーン入口

石綿除去作業場内

負圧徐じん装置の排出口

敷地の境界又は施工区域境界

石綿除去作業場内

敷地の境界又は施工区域境界

19



工事名称

備 考
図面名称2325号

畑 智 弥320490一級建築士 号

一級建築士事務所登録 ( ）

瑞 晃 建 築 事 務 所
一級建築士事務所

ハ

縮尺 図面番号

作図 作図日 E-03
A2：no,scale

改修前・改修後 電灯・動力分電盤結線図

市立湖東ひばり幼児園部分改修工事（機械・電気設備工事）

1φ3W 105V/210V 60HZ

MCB 3P
100AF/75AT

保育室前廊下

②③電灯
保育室(3歳児)西

④差込
保育室(3歳児)西

廊 下 差込

720

1680

1334

600

600

500

600

750

101

103

105

202

301

303

305

307

309

102

104

201

203

302

304

306

308

310

312

①電灯
保育室(3歳児)西

④電灯
保育室(3歳児)西

床暖房ｺﾝﾄ ﾛ ｰ ﾗ ｰ
保育室(2歳児)①

保育室(3歳児)西

予 備

1192

1192

1140

600

600

500

850

ED ED(ELB)

MCB 2P50AF/20AT x 1

ELB 2P50AF/20AT x 5

保育室(2歳児)
①電灯

盤内HUB 差込

園児便所①差込

22 sq

311

改修前

電灯

床暖房
保育室(2歳児)①

床暖房
保育室(2歳児)①

③差込

②差込
保育室(3歳児)西 保育室(3歳児)西

①差込
保育室(3歳児)
東側便所差込

保育室(3歳児)
西側便所差込

保育室(2歳児)
①差込

テラス 差込

200V

200V

200V

200V

ELB 2P50AF/20AT x 3

MCB 2P50AF/20AT x 11 (100V)

(100V)

(200V)

(200V)

1φ3W 105V/210V 60HZ

MCB 3P
100AF/75AT

保育室前廊下

②③電灯
保育室(2歳児)西

④差込
保育室(2歳児)西

廊 下 差込

720

1680

1334

600

600

1000

600

750

101

103

105

202

301

303

305

307

309

102

104

201

203

302

304

306

308

310

312

①電灯
保育室(2歳児)西

④電灯
保育室(2歳児)西

床暖房ｺﾝﾄ ﾛ ｰ ﾗ ｰ
保育室(0歳児)①

保育室(2歳児)西

電気温水器

1192

1192

600

600

600

850

保育室(0歳児)
①電灯

盤内HUB 差込

園児便所①差込

22 sq

311

電灯

床暖房
保育室(0歳児)①

床暖房
保育室(0歳児)①

③差込

②差込
保育室(2歳児)西 保育室(2歳児)西

①差込
保育室(0歳児)

湯沸差込
園児便所(2歳児)

③④差込

保育室(0歳児)
①差込

テラス 差込

200V

200V

200V

200V

改修後

ELB 2P50AF/20AT x 5

ELB 2P50AF/20AT x 4

MCB 2P50AF/20AT x 11 (100V)

(100V)

(200V)

1300

単線結線図の更新含む。
今回改修部分を示す。表示プレート変更及び盤加工共

※ELCBに更新

※MCCB撤去

100 sq

MCB 3P
400AF/250AT

1

3

5

7

9

11

ELB
遊戯室
3P 50AF/50ATELB
遊戯室
ELB
保育室(1歳児)
ELB 3P 50AF/30AT

予 備
3P 50AF/50ATELB

5.55 KW

4.37 KW

2

4

6

8

12

10

ELB
遊戯室
3P 50AF/50ATELB

ELB

ELB

予 備
3P 50AF/50ATELB

5.55 KW

ｻﾃﾗｲﾄｽﾃｨｰｼｮﾝ
3P 50AF/30AT

遊戯室
3P 50AF/40AT

3P 50AF/40AT 3P 50AF/30AT
保育室(0歳児)

4.37 KW

保育室(2歳児)②
3P 50AF/30AT

ELB
予 備
ELB 3P 50AF/30AT3P 50AF/30AT

既設

既設

既設

既設

既設

既設

既設

既設

3φ3W 210V 60HZ

4.49 KW 6.20 KW

6.20 KW

4.49 KW

ELB 3P50AF/40AT x 2

ELB 3P50AF/50AT x 4

ELB 3P50AF/30AT x 6

既設ＬＭ－２ 電灯動力盤 改修既設ＬＭ－１ 電灯動力盤 改修

改修前

100 sq

MCB 3P
400AF/250AT

1

3

5

7

9

11

ELB
遊戯室
3P 50AF/30ATELB
遊戯室
ELB
保育室(1歳児)
ELB 3P 50AF/30AT

予 備
3P 50AF/50ATELB

5.05 KW

4.37 KW

2

4

6

8

12

10

ELB
遊戯室
3P 50AF/30ATELB

ELB

ELB

ホール①
3P 50AF/50AT

ELB

5.05 KW

ｻﾃﾗｲﾄｽﾃｨｰｼｮﾝ
3P 50AF/30AT

遊戯室
3P 50AF/40AT

3P 50AF/40AT 3P 50AF/30AT
保育室(1歳児)

2.20 KW

保育室(2歳児)②
3P 50AF/30AT

ﾎﾞｲﾗｰ室（床暖房用）
ELB

予 備
ELB

3P 50AF/30AT

3P 50AF/30AT

既設

更新

既設

既設

既設

更新

更新

既設

3φ3W 210V 60HZ

4.49 KW 6.20 KW

6.20 KW

4.49 KW

改修後

※ELCB撤去 ※ELCB撤去

既設

ﾎﾞｲﾗｰ室（床暖房用）
既設

新設3.45 KW

※ELCB更新※ELCB更新

ELB 3P50AF/30AT x 2

ELB 3P50AF/40AT x 2

ELB 3P50AF/50AT x 8

※予備回路に接続

単線結線図の更新含む。
今回改修部分を示す。表示プレート変更及び盤加工共



縮尺工事名称 図面番号

備 考
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畑 智 弥320490一級建築士 号

一級建築士事務所登録 ( ）
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作図日 E-04
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A2：S＝1:200
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3,5002,5008,000

14,000

改 修 後 １ 階 平 面 図

改修後：保育室（２歳児） 改修後：保育室（２歳児） 改修後：保育室（２歳児）

現 況：沐浴室
改修後：沐浴室

保育室（１歳児）

現 況：保育室（０歳児）
改修後：保育室（１歳児）

改修後 動力設備部分平面図

改修後：保育室（２歳児）

現 況：保育室（２歳児）
改修後：保育室（０歳児）

保育室（１歳児）

現 況：補助室 現 況：補助室 現 況：保育室（２歳児） 現 況：保育室（２歳児）

既設LM-2

既設LM-1

※盤内改修

PAC

4
(3φ200V 3.45KW)立下冷媒管共巻

3.5

12

【特記事項】

EM-CE

凡 例

土間配管配線

架空ｹｰﾌﾞﾙ配線

3.5sq-4C

天井内配線

（内1C接地線）

露出配管配線

屋外ＧＰ電線管)
(屋内ＥＰ、

OAフロアー内配線

地中埋設配管配線

１）特記なき配管配線は下記の通りとする。但し立下は電線管にて保護の事。

区画処理箇所を示す。（PS060WL-0917）

3.5

※盤内改修

市立湖東ひばり幼児園部分改修工事（機械・電気設備工事）
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作図 作図日 E-05
A2：S＝no,scale

Ａ１２ Ｂ７ ダウンライト １００形

Ｃ１２ ＬＥＤ高演色ミラーライト Ｗ５４０

参考品番： ＮＮＮ１２０１３ＬＥ１

スリムタイプ、３０００Ｋ、高演色Ｒａ９３、高演色タイプ クラス２

器具光束１３３０ｌｍ、消費電力１１．２Ｗ、電圧１００Ｖ

カバー：プラスチック（乳白）

壁面（縦・横向き）・天井面取付専用

幅５４０・高３８・出しろ７６

Ｄ４４Ｗ 直付形４０形 防湿型・防雨型 Ｗ１５０

ＬＳＳ９ＭＰ／ＲＰ－４－６４ＬＮ

一般タイプ、６９００ｌｍタイプ

消費電力４３．１Ｗ、定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ

本体：ステンレス（高反射白色粉体塗装）

防湿型・防雨型ライトバー：ポリカーボネート（乳白）＋アクリルコーティング

光束維持時間４００００時間（光束維持率８５％）

ＩＰ２３防湿型、昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３

電源装置はライトバー側に内蔵

３０００Ｋ、Ｒａ８５、拡散タイプ

参考品番： ダウンライトＸＮＤ１０３７ＷＬＬＥ９

ＬＥＤ内蔵＜ワンコア（ひと粒）タイプ＞、電源ユニット内蔵、一般光色タイプ

光源遮光角３０度、光束維持時間４００００時間（光束維持率８５％）

器具光束：９４０ｌｍ、消費電力：７Ｗ、電圧：１００－２４２Ｖ

反射板（上部）：プラスチック（ホワイト）

反射板（下部）：アルミ（ホワイトつや消し仕上）

枠：鋼板（ホワイトつや消し仕上）、埋込穴φ１００

ひと（熱線）センサ付、５０００Ｋ、Ｒａ８５、拡散タイプ

光束維持時間：４００００時間（光束維持率８５％）

反射板（上部）：プラスチック（ホワイト）

埋込穴φ１５０

ひとセンサ付ダウンライト １５０形

ＬＤＳ２－ＬＲＳ１－１３ＬＮ

ＬＥＤ内蔵＜ワンコア（ひと粒）タイプ＞、電源ユニット内蔵、一般光色タイプ

器具光束：１６６０ｌｍ、消費電力：１１．８Ｗ、電圧：１００－２４２Ｖ

枠・反射板（下部）：アルミダイカスト（ホワイトつや消し仕上）

照明器具姿図

市立湖東ひばり幼児園部分改修工事（機械・電気設備工事）

『照明器具の消費電力は JIS C 8405-3の測定方法による』

【注記事項】

協議のうえ決定とする

各器具色温度については監督員と
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図面名称2325号

畑 智 弥320490一級建築士 号

一級建築士事務所登録 ( ）

瑞 晃 建 築 事 務 所
一級建築士事務所

ハ

縮尺 図面番号

作図 作図日 E-06
A2：S＝1:50

園児便所④ 現況・改修後 電灯設備平面詳細図
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3

B

C

SL

A

A

手洗い

C12 x 1

B7 x 2

園児便所④

B7 x 8

SL

CP

特記なき配管配線は下記の通りとする

撤去処分を示す。

【凡 例】

【特記事項】

配管配線、撤去を示す。

VVF 1.6-2C

【特記事項】

EM-EEF -2C

１）特記なき配管配線は下記の通りとする 。但し立ち下げは電線管にて保護の事。

1.6

凡 例

露出配管配線天井内配線

土間配管配線

地中埋設配管配線

屋外ＧＰ電線管)

架空ｹｰﾌﾞﾙ配線

(屋内ＥＰ、

【注記事項】

１）特記なき照明器具のO.BOXは４角中深型（樹脂製）とする。また、送り端子付の

照明器具についてはO.BOXの取付は省略可能とする。

EM-EEF -3C1.6

既設配管に入線EM-EEF -3C1.6 （内1C接地線）
K

M
立下ﾒﾀﾙﾓｰﾙにて保護

EM-EEF （内1C接地線）1.6 -2C

CP カバープレート

（LM-2へ）

VVF 2.0-2C

VVF 1.6-3C

VVF 1.6-2C + 3C

4E

4E +3C

S

S

S 〃 WTK29318参考品番：子機(換気扇連動用)

〃 WTK29129参考品番：子機

A

B

C

熱線ｾﾝｻ付自動ｽｲｯﾁ 参考品番：親機(8Aﾀｲﾌﾟ) WTK24818

SL 参考品番： WTC5822W(2回路用)熱線ｾﾝｻ用操作ﾕﾆｯﾄ

M M

撤去照明器具リスト

FHF32W x 2あ322 直付富士型蛍光灯

あ322W 直付富士型蛍光灯

い321 ミラーライト FHF32W x 1

（SUS製防水型） FHF32W x 2

手洗い

い321 x 1

園児便所④

あ322 x 2

市立湖東ひばり幼児園部分改修工事（機械・電気設備工事）

既設線と接続
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一級建築士事務所登録 ( ）

瑞 晃 建 築 事 務 所
一級建築士事務所

ハ

縮尺 図面番号

作図 作図日 E-07
A2：S＝1:50

園児便所④ 現況・改修後 コンセント設備平面詳細図

ET

ET

ET

306

ET

（LM-2へ）

【特記事項】

１）特記なき配管配線は下記の通りとする 。但し立ち下げは電線管にて保護の事。

凡 例

露出配管配線天井内配線

土間配管配線

地中埋設配管配線

屋外ＧＰ電線管)

架空ｹｰﾌﾞﾙ配線

(屋内ＥＰ、

既設配管に入線
K

M
立下ﾒﾀﾙﾓｰﾙにて保護

EM-EEF （内1C接地線）2.0 -3C
特記なき配管配線は下記の通りとする

撤去処分を示す。

【凡 例】

【特記事項】

配管配線、撤去を示す。

VVF 2.0-3C （内1C接地線）

配線のみ撤去を示す。

既設線と接続

市立湖東ひばり幼児園部分改修工事（機械・電気設備工事）

ET

ET

ET

ET

既設BOX内で
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一級建築士事務所登録 ( ）

瑞 晃 建 築 事 務 所
一級建築士事務所

ハ

縮尺 図面番号

作図 作図日 E-08
A2：S＝1:50

園児便所③ 現況・改修後 電灯設備平面詳細図
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SL

特記なき配管配線は下記の通りとする

撤去処分を示す。

【凡 例】

【特記事項】

配管配線、撤去を示す。

VVF 1.6-2C

VVF 2.0-2C

VVF 1.6-3C

VVF 1.6-2C + 3C

【特記事項】

EM-EEF -2C

１）特記なき配管配線は下記の通りとする 。但し立ち下げは電線管にて保護の事。

1.6

凡 例

露出配管配線天井内配線

土間配管配線

地中埋設配管配線

屋外ＧＰ電線管)

架空ｹｰﾌﾞﾙ配線

(屋内ＥＰ、

【注記事項】

１）特記なき照明器具のO.BOXは４角中深型（樹脂製）とする。また、送り端子付の

照明器具についてはO.BOXの取付は省略可能とする。

EM-EEF -3C1.6

既設配管に入線EM-EEF -3C1.6 （内1C接地線）
K

M
立下ﾒﾀﾙﾓｰﾙにて保護

EM-EEF （内1C接地線）1.6 -2C

CP カバープレート

4E +3C

S

S 〃 WTK29318参考品番：子機(換気扇連動用)

A

C

熱線ｾﾝｻ付自動ｽｲｯﾁ 参考品番：親機(8Aﾀｲﾌﾟ) WTK24818

SL 参考品番： WTC5822W(2回路用)熱線ｾﾝｻ用操作ﾕﾆｯﾄ

4E

C

MM

手洗い

い321 x 1

園児便所③

あ322 x 2

撤去照明器具リスト

FHF32W x 2あ322 直付富士型蛍光灯

あ322W 直付富士型蛍光灯

い321 ミラーライト FHF32W x 1

（SUS製防水型） FHF32W x 2

LM-2 既設LM-2

市立湖東ひばり幼児園部分改修工事（機械・電気設備工事）

既設線と接続
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作図 作図日 E-09
A2：S＝1:50

園児便所③ 現況・改修後

ET
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305

特記なき配管配線は下記の通りとする

撤去処分を示す。

【凡 例】

【特記事項】

配管配線、撤去を示す。

VVF 2.0-3C （内1C接地線）

LM-2

市立湖東ひばり幼児園部分改修工事（機械・電気設備工事）

有
効
75
0

Ｓ＝１：５０園児便所③ 改修後平面詳細図
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ET
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既設線使用
№306に接続

既設LM-2

既設線と接続

既設BOX内で

【特記事項】

１）特記なき配管配線は下記の通りとする 。但し立ち下げは電線管にて保護の事。

凡 例

露出配管配線天井内配線

土間配管配線

地中埋設配管配線

屋外ＧＰ電線管)

架空ｹｰﾌﾞﾙ配線

(屋内ＥＰ、

既設配管に入線K

M
立下ﾒﾀﾙﾓｰﾙにて保護

EM-EEF （内1C接地線）2.0 -3C
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図面名称2325号
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一級建築士事務所登録 ( ）

瑞 晃 建 築 事 務 所
一級建築士事務所

ハ

縮尺 図面番号

作図 作図日 E-10
A2：S＝1:50

保育室(2歳児①) 現況・改修後

湯沸し室

A12 x 1

105

EM-EEF2.0-2C

VVF2.0-2C

D

2ET

305

312

（LM-2へ）

（LM-2へ）

電灯・コンセント・自動火災報知設備平面詳細図

【特記事項】

EM-EEF -2C

１）特記なき配管配線は下記の通りとする 。但し立ち下げは電線管にて保護の事。

1.6

凡 例

露出配管配線天井内配線

土間配管配線

地中埋設配管配線

屋外ＧＰ電線管)

架空ｹｰﾌﾞﾙ配線

(屋内ＥＰ、

【注記事項】

１）特記なき照明器具のO.BOXは４角中深型（樹脂製）とする。また、送り端子付の

照明器具についてはO.BOXの取付は省略可能とする。

既設配管に入線
K

M
立下ﾒﾀﾙﾓｰﾙにて保護

EM-EEF （内1C接地線）2.0 -3C

D 電気温水器用電源 200V 2P15A 接地極付

撤去処分を示す。

【凡 例】

EM-AE1.2-2C

差動式ｽﾎﾟｯﾄ型感知器 2種

防水型 70℃

定温式ｽﾎﾟｯﾄ型感知器 1種

市立湖東ひばり幼児園部分改修工事（機械・電気設備工事）

既設線と接続
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電灯・コンセント設備平面詳細図
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特記なき配管配線は下記の通りとする

撤去処分を示す。

【凡 例】

【特記事項】

配管配線、撤去を示す。

VVF 1.6-2C

VVF 2.0-3C(1CE)

VVF 1.6-3C

C

2EWP 既設線と接続

【特記事項】

１）特記なき配管配線は下記の通りとする 。但し立ち下げは電線管にて保護の事。

凡 例

露出配管配線天井内配線

土間配管配線

地中埋設配管配線

屋外ＧＰ電線管)

架空ｹｰﾌﾞﾙ配線

(屋内ＥＰ、

既設配管に入線
K

M
立下ﾒﾀﾙﾓｰﾙにて保護

EM-EEF （内1C接地線）2.0 -3C

沐浴室

あ322W x 2

撤去照明器具リスト

FHF32W x 2あ322 直付富士型蛍光灯

あ322W 直付富士型蛍光灯

い321 ミラーライト FHF32W x 1

（SUS製防水型） FHF32W x 2

配線のみ撤去を示す。

市立湖東ひばり幼児園部分改修工事（機械・電気設備工事）

ET ET

既設BOX内で
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A2：S＝1:400

配 置 図 Ｓ＝１：４００

配置図

市立湖東ひばり幼児園部分改修工事（建築工事）

A-6

■ 工 事 工 程 表 (参 考 )

工事種別 月 １箇月 ２箇月 ３箇月 ４箇月 ５箇月 ６箇月

改 修 工 事

第１期工事

手直し・引渡し

部分完了検査

第１期工事 準備工

第２期工事 準備工

第２期工事

手直し・引渡し

完了検査

空調設備更新工事

備 考

1
0
,
2
0
5

擁壁

法面

法面

法面

擁壁

←

←

←

← ←

←

宅

宅

宅

宅

宅

宅

宅

宅

宅

宅

宅宅宅

宅 宅 宅 宅

消火栓（既設）

宅宅

物置

井

15,474

1
5
,
4
1
7

20,952

8
,
4
1
1

30,414

7
,
9
3
9

3
5
,
0
6
4

15,781

3
1
,
9
7
8

砂場
1面滑り台

砂場

みんなのにわ

市道北花沢愛知川線（法42条第1項第1号（1項1号道路））

GL-800

設計GL±0

GL-390

GL+40

GL+900

GL-1300

GL+900

駐車場　50台

GL+300=FL

隣
地

境
界

線

里道（法定外道路）

旗ポ－ル

ｼﾞｬﾝｸﾞﾙｼﾞﾑ

つき山

プール

倉庫 倉庫

鉄棒

鉄棒

砂場

二面滑り台

登り棒

山形雲梯
ブランコ

ブランコ

敷地境界線

敷
地

境
界

線GL-1320

防音ﾌｪﾝｽ H=1,800

6,000

隣地境界線
隣地境界線 隣地境界線 隣地境界線

隣地境界線

GL-870

GL-1070

GL-1150

GL+930

GL+370GL+60GL-1000

設計GL±0

設計GL±0 GL+900

GL-650

GL+720
GL+720

GL-390 GL-390
GL+40 GL+40

GL+580 GL+580

GL+620

GL+780

GL+780

GL+850
GL+850

GL+900

GL+300=FL

設計GL±0 設計GL±0

Exp.j

倉庫

▽
建

物
中
心
線

▽延焼ライン

△延焼ライン

△建物中心線

県
道
　

雨
降
野
今
在
家
八
日
市

線
（
法
42
条
第
1
項
第
1号

（
1項

1
号
道
路
）
）

5,40
00

9
,
6
0
0

←

←
←

Exp.j

倉庫Ａ

倉庫Ｂ

受水槽 消火水槽 ｷｭｰﾋﾞｸﾙ

GL-330GL-480
GL-1220

GL-1300

GL-1250

GL-1300 GL+900

GL+900

市
道
今
在
家
・
平
松
線
（
法
42条

第
1項

1号
（
1項

道
路
）
）

法
定
外
道
路

敷
地
境
界
線

道路境界線128.61ｍ

道
路
境
界
線
29.46ｍGL+300=FL

GL+300=FL

自家発電

勾配：1/15 

GL-1250

手摺

手摺

手摺

台型雲梯

貯水槽

ＰＰ

設計GL±0

便所改修
床暖房修繕

調乳スペース
設置

（空調更新） （空調更新） （空調更新） （空調更新）

便所改修

便所改修

（空調更新）

（空調新設）

（空調更新）

既設建物

耐火性能：準耐火建築物（ﾛ-2）

延べ面積　3,839.63㎡

　　　　　　　第H25計更建築東近江市00002号

確認済証交付：平成25年7月9日

　　　　　　　第H25計済建築東近江市00004号

検査済証交付：平成25年7月24日

園舎

工事車両駐車場
資材置場

工事期間中、テラスは使用する

仮設現場事務所予定位置
（仮設計画承認後に設置すること）

来客・保護者用駐車場

来園者侵入経路

来園者車輛入口

来
園

者
車

輛
出

口

工事関係者・車輛侵入経路 菜園

テラス

テ
ラ

ス

※園庭内は仮設材での利用区分は行わないが、

　大型車両侵入時や資材の搬入時は必ず誘導員を配置

　侵入計画については事前に幼児園と協議すること。

　するか安全対策を行うこと。

（車輛等により園庭を荒れた場合は復旧を行うこと）

東駐車場

工事車両進入口

※来客・保護者用駐車場との利用区分を

　仮設材により明確にすること

改修対象外エリアを示す

凡例

□特記事項

・工事関係者の車輛は東側駐車場の図示の範囲程度とし（登園時間の7:30～9:00）は利用を控える。

・幼児園の行事把握に努め、運動会等の行事に支障がない工事工程・工事計画とすること。

・本工事は、施設を利用しながらの工事となり、工事に関わる条件は以下のとおりとする。
　ただし、以下の事項について協議を行い監督職員・市立湖東ひばり幼児園の了解を得られた場合はこの限りではない。
・本工事は、施設を利用しながらの工事となるため、施設利用者（園児、保護者、職員ほか）の安全について充分配慮すること。

　保護者等の駐車利用もあるため簡便なバリケードで安全対策を行うこと。
・本工事は第１期工事、第２期工事に区分する。（工事区分の範囲は別紙A-8図参照）

・工事対象室（園児便所、木浴室、空調改修の室）への出入りは主に保育室前のテラスからを基本とする。

・コンクリート打設時ほか大型車輛の園庭への侵入は主に土曜・日曜を利用して行うものとする。
　（主に午後は園庭を利用しないため利用可とするが、事前に施設管理者に連絡すること）。
・園児が園庭を利用する時間帯は資材の搬出入を行わない。

・昼寝の時間帯（11:30～15:00）は音の出る工事（斫り工事等）は控えること。

・車輛等により園庭を荒れた場合は現況復旧を行うこと。
・園児便所改修時はその両側の保育室利用は（その他の部屋（サテライトステーション等）に移動してもらう）ものとする。
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テラス

手洗Ｃ

手洗Ｂ

手洗Ａ手洗Ａ手洗Ａ手洗Ａ

手洗Ａ

手洗Ａ

界壁

ﾊｲｻｲﾄﾞﾗｲﾄﾊｲｻｲﾄﾞﾗｲﾄﾊｲｻｲﾄﾞﾗｲﾄ

特

△
庇

ﾗ
ｲ
ﾝ

両開き建具両開き建具

倉庫①

▽
庇

ﾗ
ｲ
ﾝ

▽
庇

ﾗ
ｲ
ﾝ

▽
庇

ﾗ
ｲ
ﾝ

▽
庇
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ﾝ

△庇ﾗｲﾝ

▽
庇
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ｲ
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▽
庇
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ｲ
ﾝ

△庇ﾗｲﾝ

△庇ﾗｲﾝ

▽
庇

ﾗ
ｲ
ﾝ

▽庇ﾗｲﾝ▽庇ﾗｲﾝ

蹴上：172.5
踏面：275

▽
庇

ﾗ
ｲ
ﾝ

▽
庇

ﾗ
ｲ
ﾝ

▽庇ﾗｲﾝ

特

蹴上：106.25

点字案内板

有効廊下巾

廊下

2,050

有
効
廊
下
巾

有効廊下巾

1,500

有
効

廊
下
巾

1
,
35
0

踏面：300

2
,
0
7
0

有
効
廊
下
巾

有
効
廊
下
巾

1
,
6
9
0

有
効
廊
下

巾

1
,9
8
0

有
効
廊
下
巾

2
,8
0
0

有効廊下巾
2,390

有効廊下巾
2,390

2
,
9
00

有
効
廊
下
巾

有効廊下巾

2,950

有
効
開
口
≒
4,500

有
効
開
口

8
0
0以

上

有
効
開
口

8
0
0
以
上

有
効
開
口

8
0
0
以
上

有
効
開
口

8
00
以
上

有
効
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8
00
以
上

有効開口
800以上

有効開口
800以上

有効開口
800以上

有効開口
800以上

有効開口
800以上

有効開口
800以上

有効開口
800以上

有効開口
800以上

有効開口
1,2651,265

800以上
有効開口有効開口

800以上

有効開口800以上

有効開口800以上

有効開口800以上

有効開口800以上

有効開口800以上

有効開口800以上

800以上
有効開口

800以上
有効開口

800以上
有効開口

800以上
有効開口

800以上
有効開口

800以上
有効開口

800以上
有効開口

800以上
有効開口

有効開口800以上

有効開口800以上

有効開口800以上

有効開口

防

防

面
積

区
画

9
0
0
以

上

面
積
区
画
900以

上

EXP.J
防火区画900以上

防火区画900以上

防火区画900以上

▽延焼ﾗｲﾝ

防防 防

防

△延焼ﾗｲﾝ

▽
延
焼
ﾗｲ
ﾝ

防

防

防 防

2,925

設計GL±0

設計GL+300（FL)

設計GL±0

竪樋VP 100φ

竪樋VP 75φ

竪樋VP 75φ竪樋VP 75φ

竪樋VP 100φ
竪樋VP 100φ

竪樋VP 100φ

竪樋VP 75φ

竪樋VP 100φ竪樋VP 100φ竪樋VP 100φ

竪樋VP 75φ
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4
,
2
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▽
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ﾗ
ｲ
ﾝ

▽
庇

ﾗ
ｲ
ﾝ

▽庇ﾗｲﾝ

▽
庇

ﾗ
ｲ
ﾝ
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ﾗ
ｲ
ﾝ

3,000▽庇ﾗｲﾝ

▽
庇

ﾗ
ｲ
ﾝ

4
,
6
3
0

△庇ライン

3,8003,800

3
,
8
0
0

9
0
0

9
0
0

400900

2,500

9
0
0

900

2,670

3
,
0
0
0

6,780
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PS PS

園児便所②
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5
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5
,
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6
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教材庫

6
,
8
2
0

手洗い

布団入 布団入
布団入 布団入

布
団
入

YJ

新設建物

休憩・更衣室

便所

調乳室

2,4506,300

60,000

26,250 1,0005,1503,8704,4302,800

2,0001,5007,0006,750

8,000

3,5002,500

▽壁芯
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2
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3
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9
,
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2
,
1
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2,0001,000

3,500

17,500

13,0003,0006,7506,7503,0006,750

X9'X8'X7'X6'

X8X7X6 X10 X11 X12

X12X11X9

X5X4X3X2X1

湯沸室

ホール

ホール

昇降口
園児

ｽﾛｰﾌﾟ

ｻﾃﾗｲﾄｽﾃｰｼｮﾝ

倉庫

沐浴室

PS

廊下

ポーチ

前室

職員便所

検収室

下処理室

厨房

PS

食品庫

PS

布団入

ステージ

遊戯室

EXP.J

ｽﾛｰﾌﾟ

PS

特特

特特

特

特特

消

消消

GL±0

７

▲

ポーチ

既存建物

消

消

消

ﾊﾞﾄﾝ2本、ｽｸﾘｰﾝ

消

消

消

消

消

ＷＢ

ＷＢ

ＷＢ

ＷＢ

ＷＢ

ＷＢ

ＷＢ

ＷＢ

ＷＢ

ＷＢ

電気盤

Ｋ

スロープ勾配1/12以上

廊下

SS 特

SS 特SS 特
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防火戸

ＣＣ Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ
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Ｃ
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倉庫
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平面図

保育室 保育室 保育室 保育室
保育室

保育室

保育室

保育室

市立湖東ひばり幼児園部分改修工事（建築工事）

有効開口
800以上 800以上

有効開口
800以上
有効開口 有効開口

800以上手洗い

園児
便所③

園児

便所④

改 修 後 平 面 図

A-7



縮尺工事名称 図面番号

備　　　　　考
作図図面名称2325号

畑 　 　 智 弥320490一級建築士　　　　号

一級建築士事務所登録  　( ）

瑞 晃 建 築 事 務 所

一級建築士事務所

作図日ハ
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湯沸室
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6,780

火気使用なし

男子

ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄ ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄ

廊下 防火戸

便所

FD

OP

6
,
0
0
0

6,300 2,450

男子更衣室

女子更衣室
女子
便所 休憩室

ﾊﾟﾝﾄﾘｰ 火気使用なし

消火
ポンプ室

給食
搬入口

界壁
EXP.J EXP.J

新設建物 既存建物

EXP.J EXP.J

保健室

職員室

電気盤

手洗い 園児便所Ｄ

保育室⑧
SS

防火戸

廊下

ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄ

EPS

保育室⑦SS

ＷＢ

保育室⑦
倉庫

保育室⑧
倉庫

手洗

手洗

下駄箱

足洗

手洗
テラス

下駄箱

den

防火戸

園児便所Ｃ

倉庫④倉庫③

保育室⑥

手洗 下駄箱

手洗

足洗

連絡廊下
防火戸

PS

便所

更衣室
休 憩

前室

検収室

食品庫

PS

下処理室
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廊下

布
団

入

園児
便所①

手洗い

PS

遊戯室

ステージ

教材庫

倉庫

ｻﾃﾗｲﾄｽﾃｰｼｮﾝ

布団入 ポーチ

ｽﾛｰﾌﾟ
園児

昇降口

ホール

ｽﾛｰﾌﾟ

職員便所廊下

調乳室

布団入 布団入
布団入布団入

PS

園児便所②

ホール

赤ちゃんのにわ
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3,5002,5008,000

14,000

改 修 後 １ 階 平 面 図

改修後：保育室（２歳児） 改修後：保育室（２歳児） 改修後：保育室（２歳児）

※工事対象室の室内養生を見込むこと

※園児便所④ 改修工事 ※園児便所③ 改修工事

保育室（１歳児）

現　況：保育室（０歳児）

改修後：保育室（１歳児）

※空調更新工事

※木浴室改修工事

※空調更新工事

※空調新設工事

※空調更新工事※空調更新工事※空調更新工事

※ドアクローザー交換工事

改修後：保育室（２歳児）

本工事における改修対象外エリアを示す

凡例

現　況：保育室（２歳児）

改修後：保育室（０歳児）

保育室（１歳児）

現　況：補助室 現　況：補助室 現　況：保育室（２歳児） 現　況：保育室（２歳児）

市立湖東ひばり幼児園部分改修工事（建築工事）

手洗い

園児
便所④

手洗い

園児
便所③

現　況：沐浴室

改修後：沐浴室

防火区画等位置図

防火上主要な間仕切りの位置を示す

凡例

防火区画の位置を示す

Ｗ Ｂ

行 Ｗ Ｂ

ホ ワ イ ト ボ ー ド

行 事 用 ホ ワ イ ト ボ ー ド

Ｋ 掲 示 板

Ａ 館 内 案 内 板

Ｐ Ｋ Ｂ ピ ン ・ マ グ ネ ッ ト 掲 示 板

Ｔ Ａ 点 字 案 内 板

屋 内 消 火 栓

± ０ 床 レ ベ ル を 示 す （ 特 記 な き 限 り ± ０ ）

竪 樋

ピ ク ト サ イ ン （ 面 付 ）

ピ ク ト サ イ ン （ 持 出 シ ）

視 覚 障 害 者 用 タ イ ル （ 注 意 喚 起 用 ）

視 覚 障 害 者 用 タ イ ル （ 誘 導 用 ）

防火区画位置を示す

防火上主要な間仕切り壁を示す

凡 　 例 ※ 既 存 物 品 等 の 凡 例 を 示 す

※空調更新工事 ※保育室（２歳児①） 改修工事

（調乳スペース新設工事）

沐浴室

2
,
5
0
0

8,000

工 期 区 分 図

第２期工事 第１期工事

第１期工事

3,0003,000
2 3 5 6

手洗い

布
団

入

布
団

入

PS

7
,
2
0
0

1
,
8
0
0

手洗い

布
団

入

布
団

入

PS

園児
便所④

園児
便所③

現 況 平 面 図

・空調更新工事は協議により工期区分を横断する場合がある。
・各工事区分内に含まれる工事は本図に基づき施工を行うが、空調更新工事に伴う内装工事は

・本工事は第１期工事、第２期工事に区分する。

　空調設備更新工事の進捗に合わせ工期区分を横断する場合がある。

（機械設備工事） （機械設備工事）

（機械設備工事）

（機械設備工事）

（機械設備工事）

（機械設備工事） （機械設備工事）

A-8

部分平面図

SD

1

※設備基礎新設工事

X2X1 X3 X4 X5 X6 X7 X10X8 X11 X12

YA

YB

YC

YD

YE

YF

YG

YH

YI



ア

イ

ウ

エ

オ

カ

キ

ク

ケ

コ

サ

シ

ス

セ

P

化粧PBt=9.5（木目調、LGS下地）

網入り型板ガラス t=6.8

無機質クロス（PBｔ=9.5，LGS下地）

軒天ボード t=4（LGS下地）

ALC版 t=37 下地処理の上、じゅらく吹付

化粧梁 赤松（上小）

鼻隠し　米松 30x260 キシラデコール塗

軒先換気口

ケイカル板 t=6 VE（LGS下地）

Cｂ 木製カーテンBOX 150x120 米栂 SOP

Cb' 木製カーテンBOX CL

SCb 遮光カーテンBOX 150x120 ナラ集成材 CL

BLb 木製ブラインドBOX 120x120 米栂 SOP

ピクチャーレール

天井点検口 450角

軒裏換気孔 φ150 FD付

軒裏換気孔 φ100 FD付

下記符号は現況仕上を示す 改修仕上表

A 現　況

B

C

D

改修後

現　況

改修後

現　況

改修後

現　況

改修後

指示なき天井仕上げは既存のままとする

岩綿吸音板 t=12（PBt=9.5、LGS下地）

化粧PBt=9.5（LGS下地）

ラワン合板 t=2.7（LGS下地）

ケイカル板 t=6 VP（LGS下地）

スチール枠 25x70 SOP

スチール枠 25x70 SOP

SOP塗替

岩綿吸音板t=12（塩ビ見切縁)（PBt=9.5捨張共)（LGS下地共）

凡　例

工事名称 図面番号

備　　　　　考
作図図面名称2325号

畑 　 　 智 弥320490一級建築士　　　　号

一級建築士事務所登録  　( ）

瑞 晃 建 築 事 務 所

一級建築士事務所

作図日ハ
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Ｓ＝１：２００

天井伏図

市立湖東ひばり幼児園部分改修工事（建築工事）

改 修 後 天 井 伏 図
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P P
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園児便所②

ホール

保育室（１歳児）

保育室（１歳児）

沐浴室 調乳室
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保育室（１歳児）

遊戯室
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A

D

D

A

B

保育室（２歳児） 保育室（２歳児） 保育室（２歳児）保育室（２歳児）

B

トップライト
1,500x1,500

トップライト 1,000x1,000トップライト 1,000x1,000

トップライト
1,500x1,500

トップライト
2,000x2,000

トップライト
2,000x2,000

トップライト
1,000x1,000

トップライト
1,000x1,000

トップライト
1,000x1,000
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（０歳児）

トップライト

保育室（２歳児）

吊
戸
棚

園児
便所③

手洗い

ス

エ

ア

ア
エ

A

D

D

A

B
B

1,500x1,500

3,000

保育室（２歳児）

トップライト 
1,000x1,000

吊
戸
棚

園児
便所④

エ

エ

ア

ア

トップライト
1,500x1,500

手洗いA

B

A

D

D

B

3,000

保育室（２歳児）

トップライト 
1,000x1,000

Ｓ＝１：２００現 況 園 児 便 所 天 井 伏 図

E 現　況

改修後 岩綿吸音板t=12（塩ビ見切縁)（PBt=9.5捨張共)

E
E E E

E EE E

岩綿吸音板t=12撤去処分（塩ビ見切縁)（PBt=9.5捨張共）

ラワン合板 t=2.7撤去処分（見切縁）（LGS下地共）

Cb

現　況

改修後

天井点検口450角撤去処分

現　況

改修後

F

F

ケ

ス

沐浴室 調乳室C

保育室（１歳児）

保育室（１歳児）

6,000 2,000

2
,
5
0
0

現況沐浴室天井伏図 Ｓ＝１：２００

キ

3
,
6
0
0

1
,
8
0
0

1
,
8
0
0

7
,
2
0
0

900

イア

保育室
（０歳児）

Ｓ＝１：２００現況布団入⑤天井伏図

F

ラワン合板t=2.7撤去処分（見切縁)

縮尺

A-23

ケイカル板t=6（目透し） EP塗装（塩ビ見切縁)（LGS下地調整共）

ケイカル板t=6（目透し）の上、EP塗装（塩ビ見切縁）（下地調整共）

ケイカル板 t=6 VP撤去処分（LGS下地は既存のまま）

化粧PBt=9.5撤去処分（LGS下地は既存のまま）

化粧PBt=9.5（塩ビ見切縁）（下地調整共）

グラスウール（10kg/㎡）撤去処分

グラスウール敷込み

グラスウール（10kg/㎡）撤去処分

グラスウール敷込み

YA

YB

YC

YD

YE

YF

YG

YH

YI

X2X1 X3 X4 X5 X6 X7 X10X8 X11 X12

X2 X3 X5 X6

YI

保育室（２歳児）

YG

YH

YC

本工事における改修対象外エリアを示す

凡例

本図において改修指示のない天井仕上は既存のまま
平面図に記載の室名は改修後の室名を示す

※天井ふところが1.5m以上の部分について振れ止め補強を行うこと

特記事項

ただし、新設指示のある天井点検口は本工事にて設置する

天井点検口450角新設

天井点検口450角新設 にて指示のあるエリア内外を問わない新設天井点検口

ホール

Cb



縮尺工事名称 図面番号

備　　　　　考
作図図面名称2325号

畑 　 　 智 弥320490一級建築士　　　　号

一級建築士事務所登録  　( ）

瑞 晃 建 築 事 務 所

一級建築士事務所

作図日ハ

A2：S＝1:200

東立面図　　S:1/200

北立面図　　S:1/200

連絡通路

西立面図　　S:1/200

南立面図　　S:1/200

市立湖東ひばり幼児園部分改修工事（建築工事）

A-25
立面図（参考図）


